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　冥めい玉ぎよくは王国の礎いしずえである。十三王朝は十三の宝玉を有するが、今に伝わるは冥玉のみ。王国を統すべるものが所持するとき、冥玉は昏くらく輝く。







　アルメイン・エルザルス・フィンメルハウゼンは、かつてはただのアルメインだった。母が再婚したことでフィンメルハウゼンという姓がついたが、これは王国の名であった。

　再婚相手はフィンメルハウゼン王国の国王ルドニア三世。つまり彼は王の子となり、連綿と続く家系図の末席に名を連ねたことになる。

　連れ子の身で王室の一員となるのは天地がひっくり返るとは言わないまでも、それなりに大変な出来事ではある。だがルドニア三世はそんなことは気にしていなかった。これは寛かん容ようというより無関心に近い。リノヴァーナは王の七番目の后きさきであり、しかも連れ子の前例があるからだ。あるいは、アルメインをおまけにすぎないと思っていたか。

　ともかく彼は宮殿に出入りし、部屋を得ることになった。しかしその部屋は宮殿の隅の方で、陽もろくに当らない。リノヴァーナと会う機会もほとんどなかった。

　その母親が死んだ時、アルメインはまだ十歳だった。

　白はく磁じ宮殿は、フィンメルハウゼン王国の首都リューブルグにおいて、伝統と威い厳げんを知らしめるのにふさわしい建築物であった。広大で美麗な建築。部屋数も多く、メイドに言い含めておけば、いつまでも寝ていることは可能だ。だから母のリノヴァーナが発見されるまでは、いささかの時間を要した。アルメインが母の死を知ったのは、もっと時間が経っていた。

　宮殿の庭、手入れの行き届いた木々の間を、彼は歩いていた。

　今ごろは、宮殿内を女官やメイドたちが慌あわただしく行ゆき交かっているだろう。リノヴァーナは国王の数多い后の一人で、どうかすると公おおやけの席に出たこともない。だが后は后だ。葬そう儀ぎは大がかりなものになるだろうし、対外的な発表も必要だ。ひょっとしたら死因を巡って悶もん着ちやくがあるかもしれない。

　彼はそれらとは距離を置きたかった。庭の散策は恰かつ好こうの場だ。

　それに、彼はこうやって母の死を実感したかった。十歳の少年にとって大きすぎる出来事だが、体験してみるとまるで別世界の事件のようにも感じられる。心からなにかが抜け落ちたような感覚はあって、彼はそれをもてあましていた。

　庭を散策しているのは、その感覚をどうにかして飼かい慣ならしたかったからだ。飼い慣らすというのも、少年にとっては難事で大人おとなびた発想であるが、彼はそういう発想を自然と身につけていた。たった十年ではあるが数奇な人生が、そのような処方を身につけさせていた。

「兄上」

　木々の間から声がする。彼はその方角を振り返った。

　逆光の中に少女がいる。小麦の穂のような金髪に白く透き通る肌。外観は年相応のあどけなさであるが、ときおり見え隠れする魅み惑わく的てきな表情は、成人したらどれだけの美び貌ぼうになるのかと噂うわさされていた。背丈は彼よりも少しだけ高いが、いずれは男子であるアルメインが追い越すだろう。そしてその碧へき玉ぎよく色の瞳ひとみは、純粋な意思の強さを垣間見せていた。

　アルメインは眼を細めながらも少女の姿を認めた。

「ナリア？」

「はい」

　少女が返事をする。

「どうしてここに？」

「皆様が探しておられます」

　彼は、かしこまった台詞せりふを紡つむぎ出だす妹にどう答えようか迷い、結局当あたり障さわりのない返事をした。

「ちょっと歩かない？」

「急がれた方がよろしいかと」

「ちょっとだけ」

　ナリアは静かにうなずいた。

　少年と少女は並んで歩いた。庭といっても広大な敷地を誇る宮殿なのだから、森のようなものだ。大勢の庭師によって下生えは刈り取られているから歩きづらくはないが、彼らにとっては冒険に近かった。

　アルメインは庭を歩くのが好きだった。宮殿の奥で書にふけるのも嫌いではないが、美麗な図鑑の元となったものに、直接触れることを楽しみとしていた。好奇心はしばしば宮殿外にも向けられ、幾いく度ども抜け出しリューブルグ市街での散策に費やされた。そのたびに叱しかられたが、これは楽しみへの代価として受け止めた。

「さきほどのご質問ですが」

　ナリアが九歳の少女――そう、彼女はまだ九歳なのだ――にしては、極端なほどかしこまった口調で言う。

「兄上はいつもここにおられます。ですから探しにまいりました」

「よく知ってるね」

「兄上のことは、どのようなことでも承知しているつもりです」

　妹の台詞というより、主君に対する騎き士しのようであった。

　数年前からナリアはこのような調子だった。元々子供にしては珍めずらしいくらい折り目正しかったのだが、最近はますます度を超している。話しかけてくれるのはいいのだが、これじゃこっちが緊張するとアルメインは思うことがある。

　そんな気持ちを知っているのかどうか、彼女は口調を変えようとはしなかった。

「お母様は残念でした」

「うん」

　ナリアの言葉に、今度は簡潔に答える。

「メイドが起こしに行ったときには、もう冷たくなっていた。このところずっと具合が悪かったんだって」

「そう、ですか」

「さっき少しだけ、横たわっているお母さんを見たよ。とても痩やせていて、皺しわだらけで、僕の知っているお母さんじゃなかった」

　悔くやしさを思わず吐き出す。

「知らなかったんだ。会ってなかったから」

　最近の母の顔を、アルメインはよく思い出せない。それが胸の内にもやもやを生じさせる原因となっていた。

　彼が白磁宮殿にやってきたのは四年前。リノヴァーナと共にルドニア三世に謁えつ見けんし、母はそのまま七人目の后となった。

　以来、彼は血は繋つながらないものの、ルドニア三世の子として認められた。それは白磁宮殿に住むことを意味する。そして周囲の視線がどうあれ、他の兄弟姉妹と同じように育てられた。王国自体に養子への抵抗感がなかった。

　ルドニア三世は后を九人も娶めとっており、近隣諸国から「好こう色しよく王おう」と陰かげ口ぐちを叩たたかれていた。ただ実子であろうとなかろうと同じように扱う様は、さすが冥玉に選ばれた王であると、感心されてもいた。

　宮殿に住むようになってから、母と時間を共にすることがほとんどなくなった。王室の人間は庶民とは違うと分かってはいたが、つい四年前までは彼もその庶民だったのだ。母のいない生活に寂さびしさはある。

　その寂しさを紛まぎらわせてくれたのが庭での散策であり、妹ナリアとのふれあいであった。

「ナリアのお母さんは元気？」

「母の具合も、あまりよくありません」

　とナリアは答える。

「ですが精神が大変お強い方です。きっと持ち直すでしょう」

「会いに行っておいた方がいいよ。ナリアに会えばほっとすると思うんだ。もちろん、治ると思うけど」

「兄上がそうおっしゃるのであれば」

　ナリアもまた、ルドニア三世の数多い后の子供だ。ただし連れ子ではなく実子。彼女が一番目の后、つまり正妻から生まれたとき、アルメインはまだ粗そ末まつな家の藁わらの中で寝息を立てていた。ナリアは武芸も座学もたっぷり受けさせられており、王室本流なのだが、連れ子である彼とよく接していた。

　木こ漏もれ日びが、ときおり二人の顔を照らす。

「ねえナリア」

「はい」

「どうしていつも、僕にそんな態度なの？」

「意味が分かりかねます」

「だから、なんか喋しやべり方がすごい大人みたいだよ。かちかちしていて。宮殿に来る騎士みたいだ」

「そうでしょうか」

「うん。兄妹なんだからさ、もっと普通でいいと思う」

「武芸の練習をしていますから」

　答えになっていない。

　ナリアは物心ついたときから、剣の鍛たん錬れんをしている。近この衛え騎士から選抜された一流の人物が教育係となって、厳しい訓練を繰り返している。弱音を吐くこともなく、日々上達していると評判であった。

　はじめて出会ったときは、ほとんど口を利きかなかった。廊ろう下かでぶつかって、痛そうに見えたのになにも言葉を発さなかったくらいである。

　その時、彼女はアルメインの前に小さな墜飾ペンダントを落としていった。彼は一日中広い宮殿内を探し歩き、ナリアの部屋を見つけたときはすでに陽が暮れていた。

　恐る恐る扉とびらを開けて出てきた少女に墜飾ペンダントを渡すと、彼女は小さな声で「ありがとうございます」とだけ言った。目は伏せることなく、アルメインのことをじっと見つめていた。

　これが最初と、二度目の出会いであった。次に意識したときはもう今の態度に近かった。

　アルメインはふっと息を吐く。この態度もまた、子供らしからぬものであった。

「なんかナリアは女の子っぽくないんだよ」

「そこまでおっしゃるのなら、私は態度を改めます」

「……いや、やっぱりいいや」

　改めると言っても、どうせたいして変わらないだろうと、幼い少年は悟さとっていた。

　しばらく無言で彼らは歩く、同じところを往復しているだけではあったが、母の死を見つめ直すには充分だった。

　ふと、視界に人の姿がちらついた。

　背の高い大人であった。もっとも少年の目からは長身に見えるだけかもしれない。黒っぽいつなぎ服を着ていて、その上に真っ白な前掛けをつけている。頭にはひだのついた髪留め。

　宮殿で働くメイドであった。

　その人物はゆっくりとこちらに歩み寄り、深々と礼をした。

「アルメイン様、ナリア様、そろそろお時間でございます」

　リノヴァーナの死を悼いたむため、王族たちが集まりつつある。そこに顔を出せという意味だ。

　そういうとき、彼は決まってある匂いを思い出す。王族たちと、彼らがあつまる宮殿から発せられる匂いだ。歴史と伝統と、その裏側にある幾多の人間模様が絡からみ合あい、なんとも言えない臭しゆう気きを発する。

　彼はその匂いが、好きではなかった。

「カリーン。もう少しいてもいいだろ」

「お顔を出された方がよろしいかと」

「僕が庭にいるのが好きなことくらい、知ってると思うけど」

「存じております。ですが、リノヴァーナ様の御子息が姿を見せないのは、やはり不都合がございましょう」

「そうかなあ」

「はい。世間とはそのようなものでございます」

　そしてメイドは言い添える。

「ですがまだしばし、時間の猶ゆう予よはございます」

　アルメインは笑った。

「君のそういうところが、好きだよ」

　彼の微笑ほほえみに、カリーンは頭を下げることで応こたえた。

　このメイドは、アルメインのみにつけられている。いわば彼専用のメイドであった。通常使用人というのは全体に対して奉ほう仕しするものであるが、カリーンは彼だけの世話をしていた。

　さすがにそのことをアルメインは疑問に思っている。ただ、どうしてカリーンが自分につけられたかは知っていた。

　ルドニア三世の子になってから数日後、彼は宰さい相しようのテルヒムに呼び出された。

　テルヒムはいかにも不健康そうな、落ちくぼんだ目に曲がった口をしている。手足はまるで枯かれ枝のようだった。ただ野心に満ちあふれているだけあって、頭脳はいまだ明めい晰せきである。

「なんでも欲しいものを言いなさい」

　宰相の執務室に連れてこられたアルメインは、入るなりこう言われた。

「王の子となったものには、望むものが一つだけ与えられる。王朝に古くから伝わる伝統なのだ」

　アルメインは答えない。突然そのようなことを言われても、返事に窮きゆうするのが自然だ。まして当時はわずか六歳なのだ。

　テルヒムはそういう反応を予想していたらしく、急せかすような真ま似ねはしなかった。

「すぐでなくてもよい。十歳までに決めることになっている。逆に言えば、十歳までに己の意思で決められないものは、王の子として不適格になる」

「……よく、分かんない」

「歴代の王は、こうやって子に早くからの自覚と成長をうながしていたのだ。もっとも、今のアルメイン殿が理解するには無理があるとは思う」

「僕は、なにか言わなきゃ駄だ目めなの」

「沈ちん黙もくは金でもあり土でもある。歴代の太たい子しの中には、四歳にして大陸全土を所しよ望もうしたものもいると聞く。もちろん極端な例だ。あるいは……そうだな、妹いもうと御ごのナリア殿は、王室に伝わる長剣を求められた。陛へい下かは苦笑しながらも聞き入れられた」

　このころからナリアは武芸への関心を示していた。もっとも彼は、この時点では妹との対面を果たしていない。おっかなそうな妹がいることを意識したのみである。

「なんでもよいと、陛下はおっしゃっている。国土全てはさすがに無理だがな。大きすぎず小さすぎずを求めるのも、また王の子としての資格の一つなのだ」

　テルヒムはしばしば、六歳の子が理解するには難しい単語を使う。無論これはわざとであって、アルメインはなんとか意味を感じ取らなければならなかった。

　しばらくの沈黙の後、彼は口を開いた。

「……お母さんが」

「うん？」

「お母さん」

「ああ、リノヴァーナ様のことか。ふむ、六歳の子が求めるには確かに適切であろう。まだまだ母が恋しい年頃だからな」

　アルメインは沈黙する。周囲が剣だの国土だのを欲しがっているときに、母親を恋しがるなんて恥はずかしいと、この年でも分かっていた。

　テルヒムは首を振る。

「だがそれは無理だ。リノヴァーナ様は陛下の后となられた。人の母親よりも后としての生き方をせねばならん。あの方もそのことは自覚しておられる」

　老宰相は少しの間考えた。

「だが要求は要求だ。陛下にお伝えしよう」

　その数日後、アルメインにつけられたのがメイドのカリーンであった。

　母親代わりということらしいが、カリーンは母ではなくあくまで専用のメイドとして振る舞った。彼も他人に甘えるわけにもいかず、ごく普通に生活を続けた。そして太子を廃されることはなく、時は過ぎ去った。

　つまり眼前のメイドは、彼の元に来てからもう四年になるのだ。そのころから姿形はほとんど変わっておらず、翡ひ翠すいのような髪の色と人形のような美貌が目立つのみであった。

　アルメインは融ゆう通ずうを利かせてくれたメイドに「ありがとう」と礼を伝えた。

「過分なお言葉です」

「君はいつも優しいね」

「さしつかえなければ、わたくしもここにおります。いざとなれば、わたくしがアルメイン様をお引き留めしたことになさってください」

「それはいいよ」

「怒りを引き受けるのも、わたくしのような人間の役目です」

　柔らかくメイドは告げていた。内容よりもその口調に、彼は安心してうなずいた。

　ナリアはそんな彼を見て、少々むっとした表情をしていた。

「カリーン。兄上には私がいる。メイドまでは不要だ」

「役目ですので」

「ならば私の武器はどこにあるのだ、陛下から拝領した豪剣は」

「お部屋にあるはずです」

「あれを抱いてないと不安だ」

「腰に下げるには、いささか長すぎるかと」

　九歳の子には早すぎる、という意味であった。

「別にいい」

　ナリアは反発するように言った。

「あれがなければ、兄上を守れない」

「守るって、僕のこと？」

　びっくりしてアルメインは聞き直す。

「なんで？」

「兄上をお守りするのは、当然のことだからです」

　妹は勢い込んだように喋っていた。

「兄上はいつだってお一人でした。外から宮殿に来られて、お母様と離され、いつもたった一人で庭を歩いておられた。そんな姿を、父上も兄上姉上方も気になされない。ですからせめて、私は兄上の側そばにいようと決めたのです。お一人でおられるのは、寂しいでしょうから」

　わずかに顔面を紅こう潮ちようさせて語り続けるナリアの言葉を、彼はじっと聞いていた。

　確かにこの妹は、なにかにつけて彼の側にいようとした。意識したことはなかったが、姿はいつも近くにあった。その顔には九歳にして並々ならぬ決意を秘めている。

　アルメインは幾度か瞬まばたきをした。

「……でも、妹に守ってもらうのはなんか違うんじゃないかなあ」

「違いません」

「だって僕は十歳でナリアは九歳で」

「剣を習っているのも、そのためです」

　そこまで言われてしまっては、言い返すこともできない。

　考えてみれば、第一王妃の娘なのに、彼女はよく自分に接してくれている。数多い兄弟姉妹で他にこのようなことをしてくれるのは、そう多くない。そもそもアルメインなどという南東地域エ　ラ　ムの名は、宮殿ではそういないのだ。

　珍しさは疎そ遠えんと繋がることが多い。彼がナリア以外で親しい親族と言えるのは、姉のヒルトルート、妹のメーニカくらいであった。

「兄上に仕えることは私の名誉です」

　ナリアは十歳に満たない少女とは思えない言葉を発する。

「そう決めました」

「こういうの、なんていうんだっけ。えーっと、頑がん固こ」

「騎士の誓ちかいをさせてください」

　彼女は跪ひざまずいた。頭こうべを垂たれ、手を胸に当てている。

「え、いや」

　狼ろう狽ばいするアルメイン。妹はすでに誓いの言葉を口にしていた。

「……この身を兄アルメインに捧ささげ、生しよう涯がい変わらぬ忠義を尽くすことを、ここに誓います。我が主あるじである兄に、永遠の栄光があらんことを」
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　あらかじめ考えていたのだろう。言葉によどみがない。アルメインはしばらくおろおろしたあと、助けを求めるようにカリーンを見た。

「えーと……これはもう手遅れなのかな」

「お受けになるもならないも、アルメイン様ご自身のお心一つでございます」

　メイドは悠ゆう然ぜんと微笑んでいる。

　仕方なく、彼はうなずいた。

「分かった。認めるよナリア」

「ありがとうございます。これで私は名実共に兄上の騎士です」

「いや、だけど、さっきも言ったけど、僕は十歳だしナリアは九歳だよ？」

「九歳でも剣は扱えます」

「でも……」

「ご安心を、アルメイン様」

　メイドのカリーンが、静かに口を挟はさんだ。

「わたくしがお二人をお守りいたします」

　彼はほっとした。

「カリーンなら」

「いらない」

　ナリアは口を尖とがらせていた。

「兄上には私がいればいいのだ。それに私にも必要ない。自分の身は自分で守る」

「そうはいきません。お守りするのも、陛下から仰おおせつかった大切な使命なのです」

「メイドがすることではない。騎士の仕事を取るな」

「ごもっともです。ですが、やはりお側にいることが役目でもありますから」

　やんわりとではあるが、わがままを制する口調だった。

　ナリアの顔は少しも納得していない。守ると言った自分の言葉に捕らわれている風でもある。

　アルメインは、十歳の頭脳で「喧けん嘩かさせては駄目だ」と考えていた。

「ありがとう、二人とも」

　そう伝える。

「母が亡くなった日に、えーと、こういうことを言ってもらえるなんてとても幸せだと思う。だから、その、喧嘩しないでくれるともっと幸せなんだけど」

「争ってはおりません」

　ナリアが言う。カリーンは少しだけ微笑む。

「そうですね、争ってはおりません」

「ただ兄上をお守りしたいだけです。決めたのですから」

「わたくしも、メイドの本分から離れるようなことはいたしません」

「そ、そうなんだ。よかった……」

　たどたどしく彼は言った。どうして調子を合わせたのかが分からない。女の言葉に含まれる機微を察するには、まだまだ経験の足りない年である。

　アルメインは手で廂ひさしを作りながら、上空を見上げた。太陽が天頂にさしかかろうとしている。

「そろそろ戻ろうかな……」

「そうですね」

　カリーンはわずかに目をつむる。すぐに目を開けた。

「……ああ、ヒルトルート様が探されております」

　ヒルトルートとはルドニア三世の長女である。生母はナリアと同じく第一王妃。美の化け身しんと呼ばれた后から生まれただけあって、近隣諸国からの婚こん姻いん申し込みが絶えない。

　アルメインも少年の心で、あの姉はとんでもない美しさだと思っている。話をするだけでも光栄に感じる人間は多いだろう。

　だがそれよりも、彼にはメイドの仕草が気になっていた。

「ねえカリーン、なんで姉上のことが分かったの？」

「他のメイドが教えてくれました」

「聞こえたの？」

　少なくとも、ここには三人以外誰もいない。

　カリーンは少年の疑問には返事をせず、ただ黙って笑っていた。

「行かれた方が」

　アルメインは一瞬顔をしかめたが、すぐに思い直した。

「うん。会いに行く」

「私も」

　ナリアが申し出るが、彼は遮さえぎった。

「姉上は、僕にだけ会いたいんだよね」

　カリーンは首しゆ肯こうする。

「じゃあ一人で行くよ」

　ナリアはまだ不満げだ。

「それでは守れません」

「平気だって。カリーンと一緒にいて」

　アルメインはその言葉を残し、宮殿に向かっていった。




　白磁宮殿は十一代前の国王であるシュレイン一世の治世に建設されたものだ。シュレイン一世は病によって世を去ったが、宮殿は残った。その名の元になった石造りの外観は、月光の下でもっとも美しく輝く。幼子の肌はだのように艶つややかで染しみ一つない石材はもはや王国内でしか産出せず、ローディア大陸内の諸国に羨せん望ぼうをもたらし、同じく産出される宝石と共に重要な輸出品となっていた。

　庭から屋内に入る。アルメインは服の襟えり元もとを締めた。天てん井じようが高いので、外気温とさほど変わらない。

　幾度かきょろきょろして、足早に廊下を急ぐ。まだまだ覚えきれないほど宮殿内部は広かったが、ヒルトルートの部屋は知っていた。

　それにしても、あの姉がどんな用件なのだろう。優しい人だとは知っている。連れ子の自分には特に目をかけてくれた。

　だが亡くなったリノヴァーナはヒルトルートのことをあまりよく言わなかった。母と接する機会自体が少なかったが、どうもルドニア三世を通して、アルメインとヒルトルートの接触を禁じようとしていたらしい。

　理由は分からない。あんな綺き麗れいな姉と会えないようにするなんて、母はなんて残ざん酷こくなのだろうと思ったりもした。

　考えながら歩いていると、不意に目の前をなにかが通過した。

　斜め上から下に。足下でぶつかって砕くだけたのは陶とう器きで、どうやら皿のようだった。

　少しの間、背筋が凍こおる。頭に当たっていたらただではすまない結果になっただろう。そして、明らかに自分に向けて投げられていた。

　皿が飛んできた方向に顔を向ける。二階の、張り出した廊下からでっぷりとした少年が彼を見下ろしていた。

「なに勝手に歩いているんだ。ここは父と僕の家だぞ」

　少年の言葉が降ってくる。

　アルメインは無視して歩きだそうとした。そこにまた、声が投げかけられる。

「私し生せい児じ」

　彼はなにも言い返さない。その態度が、頭上の少年を増長させた。

「弱虫め。お前は塵ちりだ。汚けがらわしいんだ。クズなんだ」

「…………」

「消えろよ、すぐに」

　彼は足を止めると、悟さとられないように手を握りしめた。

　誰だか知っている。皿を投げたのはガルクト。五つ上の十五歳で、第二王妃の子である。

　多くの后を持っていたルドニア三世は、当然だが子も多い。長兄はハイニルであり、もっとも玉座に近い存在なのだが、厄やつ介かいなことに病弱だった。十三王朝の正統後継を任ずる王国にとって、いかにも都合が悪かった。数代前から国力を減じて小国に転落し、反比例するように周辺諸国が力をつけている。舟の速力を上げるには力強く艪ろをかく必要があるのだ。

　次兄のガルクトは健康に問題はなかった。ただ堪こらえ性しようのなさと思し慮りよの浅さが周囲の人間の眉まゆを顰ひそめさせた。そもそも十五歳なのに他者に皿を投げる行為自体、幼よう稚ちな振る舞いだった。あまり表おもて沙ざ汰たになることはないが、宮殿内に入ってくる小動物を斬ざん殺さつしているともいわれている。

　堪え性のなさは旺おう盛せいすぎる食欲にも表れ、身体からだは太り気味でそのことが劣れつ等とう感かんにもなっているらしく、日に数回は周囲に当たり散らすことを常としていた。

　ガルクトは高い声で叫さけんだ。声変わりしていないのも、彼の劣等感の一つだ。

「こっちに来い！」

　彼は別の皿を手にしていた。

「俺おれの的になるんだ。私生児の役目だ」

　アルメインは近寄らなかった。やすやすと的になる気はないからだ。

「さっさと来い！　言うことを聞け！　どうした、早くしろ！」

　自分の高い声に煽あおられるようにして、ますます態度が凶暴化していく。

「お前なんか俺の言うことを聞いてりゃいいんだ！」

　皿が投げられる。アルメインは思わず目をつむった。

　足下で破は裂れつ音おんがして、陶器が粉々になった。

「畜ちく生しよう、外はずれた！　じっとしていろ！」

　ガルクトはまた皿を手にしている。先ほどのものとは種類が違うから、あちこちの部屋からくすねてきたのだろう。

「次は当ててやるからな！」

「……どうして」

「なんだ!?」

「どうしてこんなことをするんだ。君はいつもそうじゃないか。どうして僕に」

「当たり前だろう！　お前は私生児なんだ、ここにいなくていいんだ！」

　目が吊つり上あがり、狂気の色が増している。口の端はしからは泡も見えた。

「俺は王になるんだ！　王には厳しさが必要だ！　今から庶民を厳しく扱う練習をしてるんだ。私生児のお前がいいんだよ！　いなくなったって誰だれも気にしないからな！」

　アルメインは騒ぎ立てるガルクトを見つめていた。幼い頭脳にも、物言いが理不尽なのが理解できた。

　ガルクトは権力への妄もう執しゆうが激しかった。帝王学が誤った形で教えられたのだろう。あるいは元々理解力が低かったのかもしれない。

　彼は自らの立場を理解している。ただしそれは、ごく一面的な意味でだ。王はなんでも可能ということが、わがままを押し通せることに繋がり、周囲の黙認が増長させた。幼稚な思考は暴力の発露のみに集中した。

　それでも親兄弟に力をぶつけるほど愚おろかではない。だから一番狙ねらいやすく、他人であるアルメインを標的にするのだ。小動物を虐ぎやく待たいするのと同じ発想なのであった。

「分かったかクズ野郎！　大人しく的になるんだ！」

　ガルクトの手にした皿は大きい。膂りよ力りよくだけはあるから投げられるだろう。そして命中すれば、アルメインは重傷を負うか、死ぬ。

「お前なんかいなくなっていいんだ。お前みたいな、淫いん売ばいの子は！　薄汚い淫売の子……」

　少年は最後まで口にすることができなかった。

　彼の頰ほおを陶器の破片が通過していた。わずかだが赤い筋が生じ、じんわりと血が滲にじむ。

　ガルクトは頰に手を当て、血を見てけたたましい声を上げた。

「うわあああああ！　畜生！　よくもやったな！」

　アルメインもまた、自らの手を見つめていた。ガルクトの言葉を聞いた途端、頭に血が上り、床の破片を拾って投げていたのである。

　自分の行動が信じられなかった。やり返すつもりはなく、ただ立ち去るつもりだったのだから。

　たいした傷でもないのに、ガルクトは身もだえしている。

「畜生、畜生、畜生！　死んだ女の子供のくせに！　許さないぞ！　父に言って追放してやるからな！　二度と宮殿に入れないようにしてやる！」

（……だったら、こっちもやってやる）

　投げ返したことはもはや消せない。だったらやり続けなければ駄目だ。はじまった以上、先にへこたれた方が風かざ下しもに立たされるのである。

　ガルクトは皿を手にしたまま喚わめいている。アルメインはまた破片を拾った。

　その時。

「もうやめなさい」

　頭上から別の声がした。

　張り出した廊下の端に、一人の女性がいた。小川の水みな面もに譬たとえられる髪に、清せい楚そな顔立ち。そしてなにより、隠しきれない色香。彼女の瞳は二人の少年に注がれている。

　ガルクトの表情が輝いた。味方を見つけたときの喜び。

「ヒルトルート姉さん！」

　駆け寄ろうとする小太りな少年を、ヒルトルートは手で制した。

　自分から近寄る。ただし、ある一定以上には接近しない。

「その皿を下ろして」

　顔がアルメインにも向けられた。

「アルメインも」

　言われて、彼は破片を床に落とした。

　ガルクトも従ったが、その代わりとばかり喋り出した。

「姉さん、あの私生児が酷ひどいんだ。俺に破片を投げてきた！　ほら、こんな怪け我がを！」

　頰を向けようとする。

「私は見てたわ」

　ヒルトルートは同情せず、むしろ軽けい蔑べつしたような視線を浴びせた。

「ガルクトがアルメインに何度も皿を投げたのをね。アルメインがやり返したのは一度だけ。それでもあなたは自分が被害者だと言う気？　陛下に言いに行くなら、私もついていって真実を話すわよ」

「で、でも」

「このままなにもなかったことにするなら、皿を持ち出したことは黙っておくわ」

「…………」

　言い返す手だてを失ったガルクトは、一度だけ憎ぞう悪おに満ちた視線をアルメインに浴びせると、そのまま走り去っていった。

　アルメインはそれを下からずっと見つめていた。ヒルトルートが下りてくるのが分かったので、そのままじっとしていた。

　彼の姉はうっすらと微笑みながら、彼の元へやってきた。

「怪我はない？」

「はい、姉上」

　ヒルトルートはくすりと笑う。

「いつも言ってるでしょう、そんな仰ぎよう々ぎようしい呼び方はいりません。名前で呼んで欲しいって」

「僕はここにきてから、たとえ姉弟でも、敬意を失してはならないと習いました」

「私にはいいのよ。ヒルトルートと呼びなさい」

「ヒルトルート……姉様」

「まだ固いわね」

「はい……」

　なんだか、自分に対するナリアみたいな気分だと、彼は思った。

　フィンメルハウゼンの輝ける宝石といえば、産出される紅こう玉ぎよくではなく、ヒルトルートをさす。ルドニア三世の上から二番目の子で年は二十。年齢相応にしなやかな身体と美貌は、どうしたって人目を引く。

　その美しさは近隣諸国にまでとどろき渡っており、后にとの申し込みが絶えない。本人はそれに応じることなく、兄と共に政務に携たずさわっていた。

　フィンメルハウゼンは十三王朝の時代から女王の即位を認めている。だから彼女には王位継承権があり、しかも兄ハイニルは病弱なのだ。他国の王室に、彼女の頭を飾る冠テイアラがあろうと、望むかどうかは別の問題である。

「あの、助けてくれて、ありがとう……」

「いいのよ。ガルクトには私も手を焼いているの。今度きつく言ってやらなきゃ」

「そこまでしなくてもいいのに」

「どうして？」

　その質問に、「カリーンとナリアがいるから」と答えようとして思いとどまる。いくらなんでもそれは変だ。

「だって、お母さんはもういないし……」

「リノヴァーナさんが亡くなったから、もう関係ないってことなの？　そんなことはありません。さっきも言ったけど、私たちは姉弟なんだから」

　小鳥の歌とも呼ばれる声にあてられ、アルメインは目をそらした。

　ヒルトルートに目を奪われない男はいないとの評は、まったく納得のいくものなのだった。ただ彼は見つめ続けることができない。姉に「呑のみ込こまれる」気がするのだ。

　彼女は王国の本道を歩いている。いずれは王の娘として兄たちの補佐を続けるか、ひょっとしたら他国に嫁とつぐか、あるいは冥玉を手に玉座の主となるだろう。姉を見つめ続けることは善よきにつけ悪あしきにつけ王国を知ることであり、宮殿の匂いと同じものなのだろうと察していた。

「リノヴァーナさん、私も好きだったわよ」

　ヒルトルートはゆっくりと語りかけていた。

「綺麗だったから」

「嫌ってる人もいました」

「そうね。自分より優すぐれたものを人は嫌う。女、特に王妃の場合、美しいものにそれが向けられるの。私のお母様もリノヴァーナさんが嫌いだったわ」

　そして当然のように付け加える。

「でも私は違う」

「ありがとうございます」

「もう。そういう言葉遣づかいもいらないの」

　アルメインは「はい」と呟つぶやくことによって、なんとかその言葉に従おうとした。

　ヒルトルートは続ける。

「でも、リノヴァーナさんは私のことが好きではなかったみたい。話をすることもなかった。アルメインにも、あまり会わせてもらえなかったわ」

　悲しそうに目を伏せていた。

　姉も知っているんだとアルメインは感じた。母リノヴァーナがどういうわけかヒルトルートを遠ざけようとし、ルドニア三世にもそう伝えていたことも。聡そう明めいな姉のことだ。すぐに事情を察しただろう。そして悲しんだだろう。

　彼にはどうして母がそのような態度を取ったのか、理解できなかった。二人の妹、ナリアやメーニカと会うことに支障はなかった。だがヒルトルートだけには障害があったのだ。一度だけ訊きいたことがあるが、母は黙って首を振るだけであり、もしかしてと思って尋たずねたカリーンも「存じません」と言うのみだった。

　美しいからだろうか。これもヒルトルートの言う「自分より優れたものを人は嫌う」ことなのだろうか。

「でも」

　と彼は言った。

「もう、お母さんはいません。だから、姉さんに会うのも平気ですね」

　なんとかしてヒルトルートを悲しみから解放しようとして発した言葉。子供なりの誠意を込めた。

「亡くなったお母さんのことを悪く言っちゃ駄目よ」

　ヒルトルートは軽くたしなめてから、

「でも気持ちはありがとう。これからは何い時つでも、アルメインに会うことができるわ」

　好意が向けられる。同時に、彼は顔をそらした。また「呑み込まれる」感があった。

　こんなことではいけないと考える。美しい姉に嫌われたくはない。さっきも救ってくれたのだから。

「そうだ。私の部屋に行かない？」

　ヒルトルートが名案を思いついたというように提案した。

「来たことないでしょう。お菓子をごちそうするわ」

「でも、ここを片付けないと」

「あとで誰かにやらせればいいわ。さあ」

　彼女は柔らかな手を、ほんの少しの強引さと共に伸ばし、アルメインを自室へと導いていった。




　部屋に行くまでの間、ヒルトルートは歌を口ずさんでいた。手に雛ひな鳥どりを包み込む歌だ。アルメインは幾度か聞いたことがあるので、姉は機嫌がいいのだと思った。

　ヒルトルートの部屋は広かった。あちこちがレースの引き幕で飾られ、壁には様々な贈り物が飾られている。あらゆる国の王族から求婚されているためだが、アルメインにそのことまでは分からない。

　アルメインは寝台の端に腰かけさせられた。ヒルトルートはその隣に座る。

　二人きりだった。こんな状況に置かれたことは、これまでなかった。

　どきどきしていた。その反面、若じやつ干かんの居い心地ごこちの悪さも感じる。

　隣の女性は確かに姉なのだが、先ほどまでの頼もしさや美しさとは違い、なんだか危うい気がしたのだ。薔ば薇らの花に触れていたら、棘とげが刺さったときのような気持ち。

　なんとかその感覚を振り払おうと、彼は少年なりに努力しなければならなかった。ヒルトルートがそれを理解しているかどうかは分からない。

　彼女が顔を覗のぞき込こむ。

「ねえアルメイン。あなたの瞳は鳶とび色いろよね。髪は黒い。リノヴァーナさんから譲ゆずられたものなの？」

「はい。そうだと思います」

　彼は答えた。

「お父さんはどんな方だったの？」

「知りません。職人だったとか、兵士だったとか聞いています」

「きっと南方の人ね」

「はい」

　フィンメルハウゼンには様々な国の出身者がやってくる。戦争であったり、あるいは貧ひん困こんから逃れるための人たちの中に、アルメインの父親もいたのであろう。

　ヒルトルートが彼の髪をかき上げ、額ひたいに手を這はわせる。

「綺麗な顔ね。あなたみたいな子は、兄弟の中でも珍しいわ」

「そうでしょうか」

「ええ。代々の王は世界のあちこちから人を集めた。北方に西方に南方。東方の彼方かなたにある武ぶ威いの国からも。でも国ではなく王家に、南方の血は滅めつ多たに入ってこないの」

　彼の理解を待たずに言葉は続けられた。

「だけど私はこういう顔立ちが好き」

「そう……ですか」

「ええ」

　すっと額に唇くちびるが近づく。生ぬるい感触があった。

「ふふ」

　額に口づけしたヒルトルートがくすっと笑う。

　彼女はアルメインの左手を取った。

「この手も綺麗なのね。まだ節ふしくれ立っていないし、荒れてもいない。あと数年で荒々しい男の手になってしまうのね。もったいないわ」

　指を撫なでている。くすぐったい感触が、少年のつま先まで襲おそっていた。

　ヒルトルートは少年の小指を自らの口に近づけていた。

　がりっ。

「痛っ」

　アルメインは急いで手を引っ込める。小指から血が流れていた。

「あら、痛かった？」

「はい……」

「いいのよそれで。これは印なの。私がアルメインにつけた印」

　ヒルトルートは笑っている。それは廊下で見せた優しげなものではなく、ひどく淫いん靡びなものであった。

　この姉はときおり色香を見せる。爽さわやかさというよりは奥深さをともなった、沼地のようなものだ。広く、そして深い。

　滅多に表には表さない。ただ今までも、アルメインと二人きりでいるときに、ちらちら見せたことがあったのだ。

　幼い彼にはそれがなにかは理解できなかった。どういう意図で発せられているのか、男女の仲でどういう意味を持っているのか。ただ唯ゆい一いつ分かるのは、今のヒルトルートに隠す気がないということだった。

「ヒルトルート姉さん……これ、陛下に怒られないかな……」

「平気。いずれ冥玉は私のものになるわ。そうすれば私が陛下と呼ばれるようになる。だから平気」

　彼にはヒルトルートの言葉の意味が摑つかめない。

「横になりなさい」

　台詞が命令口調を帯びてくる。

「早く」

「お菓子は……」

「あとにしなさい」

　ぴしゃりと撥はね除のけられた。残念さよりも口調から感じる恐怖によって、彼は寝台に横たわった。

　ヒルトルートが見下ろす。口元に淫いん猥わいさを浮かべて。瞳にはガルクトのそれと似た色があった。

　彼女がにじり寄ってくる。

　アルメインは顔を背そむけることもできず、姉の行動を眺めていた。そういえば以前にも一度だけ、このようなことがあった。その時は庭の一角であり、長なが椅い子すに座らされた。なにかされる前に、リノヴァーナの命を受けたメイドが飛んできて引きはがされたのだ。ヒルトルートとの接触を制限されたのは、それ以降のことだ。

「可か愛わいいわ。男の子は、今が一番美しいのよ」

　指が流れるように動く。アルメインの服の前がはだけられ、無む垢くな肌があらわになる。

　彼女は真まっ赤かな舌を伸ばし、臍へその周囲をぺろりと舐なめた。

「あら、鳥肌が立ってるわ。ふふ、怖いのね。大丈夫よ。そのままでいればいいの」

「姉さ……」

「動かないの」

　ヒルトルートが顔を上げる。その顔は夜や叉しやのよう。

「動いたら痛い目に遭あわすわ」

　アルメインは口をつぐむ。身体が硬こう直ちよくし、もはやなにもできない。

　舌だけではなく、手が伸びてきた。上から下へ。下から上へ。腋わきへ、太ふと腿ももへと。

　生ぬるい虫が這うような感覚をなんとか忘れようと、少年は天てん蓋がいを見つめる。まだ十歳になったばかり。貧しい家ならば家族の手助けに駆かり出だされている頃であり、提てい督とくの家に生まれたのなら、あと数年で士官候補生として乗艦を命ぜられる。百人の家には百通りの人生。だが自分のような目に遭っているものは、他にいるのだろうか？

　ちろちろとヒルトルートの舌が動く。

　どうしてこういうことをするのか。彼には分からない。ただ母の意図がようやく理解できた。こんなことをさせないように、アルメインとヒルトルートの接触を制限したのだ。だがその母も今は亡い。

　ヒルトルートはそれを待っていたのだ。

「可愛いわ。本当に可愛い。震ふるえているのも雛鳥みたいね」

　ひんやりとした。舐められた跡あとが空気に触れたから。自分で拭ぬぐうことはできず、恐らく許されない。

　歌声が聞こえてくる。

「雛鳥は、私の手の中」

　澄すんだ美しい声。ヒルトルートの歌声もまた有名であり、かつてバルコニーで披ひ露ろうしたときは、全ての人間が手を止めて聴きき惚ほれていたほどだ。

　その美しさが少年にのしかかる。

「可愛い雛よ。あなたは私のもの」

　歌の合間に舐め回している。もはや止めるものはないのだから、遠慮もない。

「ちょっと力を入れるだけで潰つぶれてしまう。雛鳥は私のもの」

　両手が腿を摑む。そしてその内側へと移動する。

「雛鳥は私のもの。ちょっと力を入れるだけで」

　気持ちの悪さが下半身を支配しようとしている。

「潰れて」

　びくんと身体が跳ねる。

「しまう」

　その刹せつ那な、アルメインの目が見開かれた。僕はこのまま潰れてしまうのか。嫌だ、潰れるなんてまっぴらだ。僕は嫌なんだ。

「わあっ!!」

　飛び上がる。叫びにより全身を支配していた恐怖を追いやる。

　寝台に立ち上がる。ヒルトルートは四つんばいのまま、信じられないような目つきをしていた。

「アルメイン……」

「うわあああーっ!!」
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　絶ぜつ叫きようだけがこぼれ出る。そのまま部屋を飛び出した。

　後ろも見ずに廊下を駆ける。裸はだかも同然だった。だがそんなことはどうでもいい。こんなところは御ご免めんだ。母はもう死んだ。自分で逃げるしかないんだ。

　ここはおかしい。絶対におかしい。ガルクトも、ヒルトルートも。彼らを許しているルドニア三世も。

　幾度か頭の中にナリアやカリーンの顔が浮かんだ。そのたびに振り払う。このことを他人に言ったところで、誰が信じてくれる？　ヒルトルートは誉ほまれ高きフィンメルハウゼン王国の王女であり、自分は末席に連なる私生児だ。泡よりもはかなく、訴えは消えてしまうだろう。だけどこのままここにいたら、僕は壊れちまう。

　その晩、アルメインは白磁宮殿から抜け出した。

　そして八年の時が流れる。





	

















　フィンメルハウゼン王国は十三王朝の末まつ裔えいとして、かつてはローディア大陸の覇は者しやと呼ばれていた。だが今は国土を減じており、グーゼルホーフ帝国やベールランド連合王国などの大国に挟はさまれ、こぢんまりとした小国の地位に甘んじている。

　領域はそれほど広くない。かつて大陸を支配していたころの面おも影かげはほとんどなく、石材採さい掘くつ場と金属鉱こう山ざんのある山さん岳がく地域と農業地域。点在する農村に小さな町。もっとも大きくて唯ゆい一いつの都市といえるのが、首都のリューブルグである。

　大国からしてみれば、このような小国は障害として映る。大陸のやや南側に位置しているから邪じや魔まではないが、首都リューブルグが河か川せんと道路を結ぶ要よう衝しようなのだ。諸国の特産品から生活必需品まで、たいていのものはまずリューブルグに送られ、そこから各地に運ばれる。いわば流通の拠きよ点てんであるため、無視できない存在となっている。

　リューブルグは流通の拠点という利点と、十三王朝以来の歴史を最大限に生かして独立を保っていた。特に首都内にあるテーアドーラ大聖堂は、大陸内にあるあらゆる聖堂よりも古く、陽よう暗あん神しんウェールキンと陰おん明みよう神しんゲトリクス双方が祀まつられている。大陸全土を統一したヴィーリシス大王はここで戴たい冠かんしたのだ。万が一にでも破壊してしまうと、その国は全土からの非難に晒さらされることが目に見えていた。

　このような理由により、フィンメルハウゼンは独立国家としての体てい裁さいを保っている。だがそれは過去のできごとであり、これからは誰だれにも分からない。もちろん今まで続いたことが今後も継続すると思うのが人情であるのだが、ただの願望でもある。ほころびはどんなところからでも起こりえた。

　そう、起こりえるのである。その萌ほう芽がは、王国暦七五二年の春。正確には新しん芽め月づき二十日（三月二十日）の朝からはじまった。




　フィンメルハウゼン王国と白はく磁じ宮殿にとって、その日はそれまでの静せい謐ひつを吹き飛ばすはじまりとなった。宮殿に仕えるメイドが、早朝から金切り声を上げたのである。

　宮殿の隅すみ々ずみまで響き渡るような悲鳴を上げたあと、メイドは痩やせた手足をばらばらに動かしながら、代だい王おうの居室からまろび出た。

「殿でん下かが！　ハイニル様が……！」

　真っ先に駆けつけたのは当番の近この衛え衛えい視しと宰さい相しよう付き秘書官のエルラニアであった。

「なにごとです」

　エルラニアは真っ青な顔をして口をぱくぱくさせているメイドの両肩を押さえた。

「落ち着きなさい。なにがあったのですか」

「ハ、ハイニル様が……！　わたくしがお茶をお持ちするとあのようなことに……！」

　震ふるえる手が居室の中を指さす。中央に天てん蓋がいつきの寝台があり、中央が盛り上がっている。人が寝ているのだが、端はしから腕が力なく垂たれていた。

　エルラニアは中に入ると、すばやく手を取った。幾いく度どか指で押さえる位置を変えて脈を確認する。

「……テルヒム様をお呼びしてください。すぐに」

　近衛衛視は直立したままその言葉を聞いていたが、弾かれるようにして退出した。

　宰相のテルヒムはちょうど参殿したところであった。目が落ちくぼみ、悪相とまで呼ばれた男だが、時間は几き帳ちよう面めんなほど守る。

　彼は居室に入ると、近衛衛視とメイドを外させた。

「それで、ハイニル様が亡くなられたのは確かなのか」

「はい」

　エルラニアがうなずく。

「恐らく亡くなられたのは、昨晩のうちかと」

　声が小さくなる。

「知ったのはつい先ほどです。とりあえずテルヒム様にお知らせせねばと」

「私の秘書官は常に賢けん明めいだ」

　死体の前で二人の人物が声を潜ひそめる。まるで戯げ作さくの一場面のようであり、彼ら自身それは自覚していた。

「先王が崩ほう御ぎよしてまだ日が浅い。なのにハイニル様までも王国を去られたか」

「こうも続けて不幸が起こるとは思いませんでした」

「グーゼルホーフやベールランドがまた喜ぶ」

　宰相は皺しわだらけの顎あごに手をやった。

「ハイニル様は病弱であられた。とはいえ、短期間に続けて亡くなられるのはいかにも不思議なことだ」

　秘書官の表情に不審の色が浮かぶ。

「……どういうことでしょうか」

「知っての通り、ハイニル様は代王であった。先王ルドニア三世が後継を指名せず亡くなったことに加え、フィンメルハウゼンの王となるにふさわしくないという声が大きく、即位できない状態だったのだ」

「冥めい玉ぎよくもありません」

「そうだ。王が冥玉を選ぶと同時に、冥玉も王を選ぶ。いずこからか冥玉は王のもとに現れ、昏くらく輝くのだ。ハイニル様の能力とお身体からだを鑑かんがみれば、そうならぬのも無理からぬこと」

「それが、今亡くなられたことと関係があるとおっしゃるのですか」

「人じん為い的てきなことで命を落とされたとしても、それほどおかしくはない」

　エルラニアは思わず自分の上役の顔を見る。その落ちくぼんだ瞳ひとみは、泥どろでよどんだ沼のような色をたたえていた。

「……滅めつ多たなことは……」

「滅多なこと。ふむ、そうだったな」

　テルヒムは口を歪ゆがめる。それから秘書官に告げた。

「弟妹の方々にハイニル様が身み罷まかられたことをお知らせしろ。丁てい重ちようにだぞ。ああ、それと」

　踵きびすを返そうとしたエルラニアを呼び止める。

「一番最初にヒルトルート様にお知らせするのだ。恐らくあの御方が、真っ先に知りたいことであろう」

　薄く笑っている。そうすれば、自らのことを強く印象づけられるとでも言いたげであった。

　だが秘書官はその言葉に対し、冷笑とは言わないまでも、感情のこもらない声音で答えた。

「お聞きになられるかどうか」

「なに？」

「ヒルトルート様も、すでに病によって起きあがることもかないません」

　エルラニアは一礼すると、上司と死者を残して退出した。
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　場所は変わり、宮殿から遥はるか離れた市場マーケツトの中。

「三千ドラン」

「は？」

　アルメインは自分の耳がおかしくなったのかと思い、眼前の商人を見つめた。

　かつての少年も今や十八となり、眉び目もく秀しゆう麗れいな青年となっている。外観はまだ幼さも残っているものの、物腰は数々の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた人間のものであった。

　今、その青年が眼前の商人相手に奇妙な声を上げている。相手は髭ひげ面づらの中年男で、顔の半分は髭でもう半分は皺でできていた。声に張りがあるからそれほどの年ではないはずだが、老けた様相はそれだけ経験を積んできているのであろう。筒型の服に東方諸国の民のような毛皮をまとっているのは、大陸各地を渡り歩いてきたからだろうか。言葉に各地の訛なまりがあるところを見ても、そうに違いない。

　商人は先ほどの台詞せりふを繰り返した。

「この湾曲刀キリチは三千ドランだ。南方諸国からの逸品。ほら見ろ、ここにフィンメルハウゼン関税庁の承認印がある」

　ごつごつした指が、刀の柄つかに押された焼印をさす。丸く焦こげた跡あとが目立っていた。

　アルメインはうんざりした。

「あのなとっつあん、ただの湾曲刀キリチにどうして王国の承認印があるんだ？　この程度の輸入品に関税かけるか？　それにこいつは刀っていうほど大きくはない。短刀じゃねえか」

「由緒正しい湾曲刀キリチだ」

　商人は繰り返した。

「南方砂さ漠ばくの国、数年前の戦いで王を失ったウィッタリアの王妃が、悲ひ嘆たんのあまり蛇へびに手首を嚙かませ、それでも死にきれずに喉のどを突いたときに使われた。それが流れ流れてわしのもとに来た。三千でも安いくらいだ」

「三千ありゃ良馬が二頭は買える。それともこいつに足が生えて駆け出すのか？」

「少しなら値を下げてもよいぞ。いくら出す」

「五十」

　アルメインのあっさりした物言いに、今度は商人が耳を疑った。

「なっ、なにを馬ば鹿かな。三千でも安いのだぞ!?」

「じゃあ二十」

「馬鹿げとる！」

　商人は、アルメインが手を伸ばそうとした短刀を、慌あわてて引っ込めた。

「どこの国に三千ドランもの刀を五十に下げる商人がおる。わしに首を吊つれというのか」

「喉を突くといいんじゃないか」

「冷やかしなら帰れ」

「買う気はあるんだよ」

　彼は、今度は声を低くした。

「だけどそんなインチキ短刀に三千はどう考えたっておかしい。だから五十で引き取ろうって言うんだ。悪くないだろ」

「悪すぎる。ゲトリクス神の怒りを買いそうだ」

　陰明神ゲトリクスは商売の神としても知られる。多くの商人の例に漏もれず、この男も信仰しているようであった。

　あいにくアルメインはゲトリクス神の信仰からは縁遠かった。

「ここに常じよう駐ちゆうしている役人は、最近じゃ小麦の値を巡ってごたごたしていて、機嫌がよくない。徹夜が続いてさっさと家にも帰りたいだろうさ。そんな連中に俺おれがこの偽にせ印いんのことを知らせたら、どう思うだろうな」

　その言葉を聞き、商人は眼球を左右に動かした。

「……そんな脅おどしに乗ると思うか？　お前が役人を知っているとは思えん」

「知ってるとしたら？」

　商人が口をつぐむ。アルメインの台詞と自らがつけた値を秤はかりにかけ、なんとか釣つり合あいが取れるよう苦心してる様が、読み取れた。

「二千でどうだ」

「五十だ。どうせ偽物だって知ってんだろ。仕入れだって二束三文だ」

「破産してしまう。千」

「六十にしよう」

「……もっていけ」

　アルメインはにっこりと笑うと、銅貨の入った袋を渡す。商人はひったくるようにして受け取った。そして胡う散さん臭くさそうな目つきで睨にらむ。

「若いくせに、ろくな技術を持っとらんな」

「生きるためだからなあ」

「どうせ関税庁の役人に、知り合いなどおらんのだろう」

「まあね」

　アルメインは短刀を懐中にしまう。

「でもこいつは偽物だぜ。マスリーハー王妃の喉を突いたものじゃあない」

「どうして分かる」

「本物を見たことがあるんだ」

　絶句する商人に微笑ほほえむと、アルメインは揚よう々ようと引き上げていった。




　王国の首都リューブルグは「万物の故郷」との異名を持っていた。大陸各地から食糧、財物が運ばれ、市場マーケツトでは盛んに売り買いがおこなわれていた。

　市場マーケツトの朝は早く、夜は遅い。新鮮な魚から華美な宝飾品まで売り買いされているため、一日中、どこかで取り引きがおこなわれているのだ。もっぱら食べ物が午前中、宝飾品が夕方から夜で、昼間はそれ以外。

　現在は氷ひよう溶ようの刻こく（午前十時）。食糧の売買が一段落するころであった。このあたりから様々な財物の取り引きが熱を帯びてくる。アルメインは、活気に引っ張られることがないよう意識して市場マーケツトを横断していった。

　リューブルグは中央に宮殿を頂き、あたかも両手両足を伸ばすようにして発展している。市場マーケツトは右足の部分、南西方向に存在しており、そこにへばりつくようにして所得の少ない者の住居が広がっていた。端的に言えば、貧民街である。

　アルメインはその貧民街に向かっていた。

　中ほどにある、古着屋の二階で寝泊まりしているのである。好きで住んでいるのではなく、彼の収入ではこれが限界だからだ。

　彼は地域の人間の手助けをすることによってたつきを得ている。ちょっとした捜さがし物から隊商の護衛、あるいは盗とう賊ぞく退治まで。よろず屋、なんでも屋等様々な呼び名があるが、自身はこれといって肩書きにこだわっていない。おかげで熱砂の砂漠から酷こつ寒かんの山脈まで、ローディア大陸のあちこちを歩き回った。

　古着屋の扉とびらを開けた。

「帰ったよ」

　二階への階段は上らず、山積みになっている服を掻かき分わけながら奥へ向かう。

　背を向けていた中年女性が振り返った。

「お帰り、アルメイン」

「これ、頼まれてたやつ」

　短刀と釣り銭を渡す。彼女は両手で受け取った。

「悪いね。高かったろうに」

「高値で売りつけられそうにはなった。そんな偽物でいいのか？」

「いいんだよ。ちょうど店のお守になるのが欲しくてね」

　女性は短刀を棚の一番上に置いた。

「最近は物騒だろう。あれば気が休まるんだよ」

「衛兵を呼ぶといいぜ」

「こんなとこに来てくれるわけがないだろう」

「俺を泊めてるのも、護衛代わり？」

「馬鹿言ってんじゃないよ」

　女性が呆あきれたように手を振る。

「ひと月に一度、帰ってくるかどうかの下宿人なんてなんの役に立つんだい。絵を描いた看かん板ばん立てておいた方がまだましじゃないかい」

「遠出の仕事が多いんだよ。家賃は払ってるだろ」

「たまにね」

「まあ、たまに、ね」

　彼は肩をすくめた。金があるときもあったが、たいていはなかった。幸い中年女性とその亭主が寛かん容ようで、家賃の遅れを許してくれていた。

　女性は作業台で、古着の皺を伸ばしていた。

「どうせなら、ここでちゃんと商売をやればいいだろうに」

「あんま好きじゃないんだ、リューブルグ」

「あれま。その割には、帰っては来るんだね」

「なんだかんだで、やることはあるからね。依頼人がリューブルグで待ってることも多いし」

「こっちに住んでたことあるのかい？」

「…………」

　アルメインは答えようとして、口をつぐんだ。

　中年女性は返答がないことを気にしていなかった。手は絶え間なく古着の皺を伸ばしては畳たたんでいた。

「そうそう。あんたがいない間に事件があったよ。それが二つも」

「それ、多いの少ないの？」

「さあねえ。王室の長男坊が死んだってさ」

「……へえ」

　長男といえばハイニルだ。政務を執とっているより寝台に横たわっていることの方が多かったというから、長生きした方であろう。

「陛へい下かが亡くなってふた月も経ってないのに、どういうことなんだろうねえ」

「さあ」

「あとはあの次男坊が継ぐのかねえ。あんな出来の悪いのが」

「もう行くよ」

　アルメインは天てん井じようを指さす。そこに自分の部屋がある。なにより王宮に関する巷こう談だんを、聞いていたくなかった。

「悪かったね、引き留めて」

「いや」

「ああ、そうそう。事件の二つめ」

　階段を上ろうとしたところで、中年女性が声をかけた。

「お客さんが来てるよ」

　彼は足を止めた。

「客？　金貸しなら俺は船から落ちて死んだって言っておいてよ」

「まだその言い訳使ってるのかい。もう六回は死んだだろ」

「次は崖がけから落ちたってことにする。本当に客？」

「あんたの知り合いだって言ってたよ。綺き麗れいな娘さん」

「女ねえ」

「なんかあんたの妹だって言ってたけど、兄妹いたのかい？」

　それには答えず、彼は階段を上がる。古ぼけた、建てつけの悪い扉を引いた。

　粗そ末まつな部屋には、藁わらを敷き詰めた寝台以外には、木製の円卓と丸い椅い子すしかない。来客はその椅子に座っていた。

　客も彼に気づいた。若い女性。彼よりは年下。顔立ちは鋭えい利りな刃物のようで、しかも美しい。肢し体たいはしなやかで張りがあり、腰には長剣を下げていた。

　アルメインはその剣に目をやる。鞘さやは質素に見えるが、波打つ模様は銀による象眼ではないか。柄にも赤い宝石がはめ込まれていた。

　こんな場所には明らかに不釣り合いなほど高価なものだ。十フェント（約三メートル）も進まないうちに盗ぬすまれるか強奪されるだろう。それでも堂々と下げているのは、盗とられない自信があるからだ。

　女性は立ち上がり、彼と向き合うと、一礼した。

「兄上、お迎えにあがりました」

　もちろん彼は、その女性のことを知っていた。忘れようがない。どれだけ月日が経っていたとしても。

「……ナリア」

「覚えていていただき、光栄です」

　精せい悍かんな戦士の顔に成長したナリアは、ほんの少しだけ、安あん堵どの表情を浮かべた。そして、先ほどの言葉を繰り返す。

「お迎えにあがりました」

　アルメインは後ろ手に扉を閉めた。そのまま壁に寄りかかる。

「……何年ぶりだ？」

「八年、です」

　その言葉を聞き、彼も口の中で唱えた。もうそんなになるのか。

「ずいぶん見違えたな」

　彼はそう口にしてから、自分の年を思い出して苦笑した。

「俺もきっと同じなんだろうな」

「兄上は昔の面おも影かげを色濃こく残されております」

「言葉遣づかいは変わってないんだな」

　ナリアは黙ってうなずく。

　かつての幼子はいまや立派な騎き士しとなっていた。物腰は折り目正しく、立派な服も汚れやほつれなどもない。そもそも王室の騎士となるなら、まず見かけを検査されるのだ。

「ご出発の準備を」

「それ、王室近衛兵の剣だろ。ずっと昔から宝物室にあった。あのとき、ルドニア三世からもらったやつだ」

「剣を下げられるだけの年になりました」

「売ればいい金になりそうだ」

「下か賜しされたものを売却するわけにはまいりません」

「俺なら家賃にしちまうだろうなあ」

「ご出発を」

　彼女は表情を変えずに、先ほどからの台詞を繰り返していた。

　アルメインはいったん口を閉じて、息を吐く。

「いつの間に、そんな糞くそ真ま面じ目めな女になっちまったんだ。いや、前からか」

「お連れするよう固く言われております」

「お前は小さい頃からいたずらもしなきゃ冗じよう談だんも言わなかったからな」

「大通りに馬車を待たせてあります」

「なぜ俺が行かなきゃならない？　放っておいてくれ」

「理由は兄上御自身が存じておられるのでは」

　その言葉のあとに、彼女は付け加えた。

「また、どこかに行かれるおつもりですか？」

　アルメインは反論しようと、思考を巡らせた。

　様々な言い訳が脳内を駆けめぐる。依頼がある。借金がある。来客の予定がある。頭が痛い。腹が痛い。首をくくりたい。

　どれも決め手に欠ける。依頼があるのならどうして下宿先に戻ってきたのだと言われるだろうし、借金は払ってくれるだろう。頭と腹の痛みは考慮されず、自死は止められるか馬鹿にされて終わりだ。先ほどから妹が発している使命感が、全ての言い訳を無にするとしか思えなかった。

　なにより、「また」という表現が、足に重りをつけられたようになっている。

　彼はあらゆる言い逃れを頭から追い出すと、眼前の女性に告げた。

「分かった」

　ナリアは腰を折る。

「賢明な判断です。逃げだされるかと思いました」

　反論はしない方がいいだろうと思った。

　アルメインは外しかけた短刀を、再び身につけた。それを見て、ナリアが眉まゆを顰ひそめる。

「剣はお持ちにならないのですか」

「持ってたけど、金に替えた。売らなきゃグーゼルホーフとの国境で飢うえ死じにしてた」

　説明しながらナリアの長剣に目をやる。

「それも売りたい」

「お断りいたします」

　彼女は窓代わりの布を少しだけ持ち上げて、外を見る。

「すぐに向かいます。皆様お待ちですので」

「昼寝をする余裕もくれないのか？　俺の至福の時間なんだが」

「残念ながら」

　少しも残念に感じていない口調で、彼女は言った。

　二人は部屋から出て階段を下りた。古着屋の中年女性に、ナリアは挨あい拶さつもせず通りすぎていく。アルメインは彼女に向かって声をかけた。

「出かけてくる」

「忙しいねえ、あんたも」

「自分でも信じられない。これから拉ら致ちされるんだ」

「妹さん、宮殿の人？」

　アルメインはナリアの長剣に視線をやり、それから中年女性を見た。

「いや、借金取りだ。俺をさらって石切場に売り飛ばす」

「出仕するのかい」

「どうだろう」

「今度はいつ戻ってくるんだい」

「……よく分からない」

　その言葉が限りなく真実に近いものになるとは、その時の彼には想像できていなかった。




　貧民街を抜けたあたりに馬車が停まっていた。赤く塗られた四頭立て。からくり人形みたいな御ぎよ者しやが、身じろぎもせず御者台に座っていた。

　アルメインは馬車の扉に彫られている紋もん章しようを見つめる。口を開けた真まっ赤かな狼おおかみ。十三王朝の正統後継を任じる国だけがつけるもの。

「目立つだろ」

「それほどでもありません。このあたりの住民は関心がないようです」

「噂うわさでは知っていても、実際に王室の馬車が走っているところなんて見た事もないだろうしなあ」

　ナリアが扉を開ける。ただしアルメインは先に乗らなかった。

　妹が乗るのを待つ。そして彼女の対面に斜はす向むかいに座った。

　ナリアは御者台側の壁を叩たたく。軽快な蹄ひづめの音と共に、馬車が進みはじめた。

　この通りは、都でも数少ない石畳の舗ほ装そうだ。歩きやすいが、馬車だと振動が激しい。アルメインは時々、身体を支えるため壁に手をつかなければならなかった。

　ナリアは表情も変えずに座っている。

「……兄上は、どうしてあのようなところで生活を？」

「そりゃ簡単だ。俺には金がない」

「援助ならいくらでもできました」

「まだ施ほどこしをもらうほど落ちぶれちゃいない」

「あのようなところで生活をされているのでしたら、王室に助けを求められたらよかったものを」

「君が、助けてくれたか？」

「……いいえ」

　視線を外しながら彼女は答えた。

　アルメインはちらりとナリアに目をやった。

「俺のことは常に監視していたんじゃないのか？」

　反応をうかがう。

「でなきゃいきなり、俺の住み家が分かるわけがない」

「……私ではありません。姉上です」

　一拍おいてから、ナリアは言葉を続けた。

「ヒルトルート姉様は、常に兄上のことを気にかけておられました」

「…………」

「我が弟、フィンメルハウゼン王ルドニア三世五人目の男子は、どこでなにをしているのかと」

「…………」

「愛情によるものでしょう」

　アルメインは押し黙る。ナリアの台詞に肯定も否定もしない。

　ルドニア三世の男子。それはこの国で、王冠の継承者となる資格を有していることを意味する。たとえ連れ子でも、王が許可すればいいのだ。

　ルドニア三世は三か月程前に崩御していた。アルメインはそのことをグーゼルホーフ帝国領土で聞いた。聞いたからと言って、特に感慨があるわけでもない。むしろ呼び起こされた忌いまわしい記憶に顔をしかめたくらいだ。

　玉座が空席になったからといって、自分に関係があるとは思っていなかった。兄か姉の誰かが戴たい冠かんすればそれですむ。ただハイニルが正式に即位せず、代王の座にとどまっていると知ったときは、さすがに疑問を感じた。

　冥玉がハイニルの手に渡らなかったのだろうか。それとも、何かの圧力でもあったのか。野心溢あふれる誰かの。

　彼の脳裏にはヒルトルートの面影が浮かんでいた。流れるような銀髪。翡ひ翠すいのような瞳。たおやかで、それでいて何者にも妥だ協きようしない心根。そしてもちろん、あのときの恐ろしい目つき。

「ご存じないと思いますが」

　ナリアの台詞に現実に引き戻される。

「ヒルトルート姉様はこのところ病に伏せっておられます」

「……噂は聞いた」

「どこで？」

「市場マーケツトでだ。貴金属の一部が値上がりしていた。混乱の予感がすると、高価なものを頼るようになる。耳ざといやつはみんな知ってたよ」

「宮廷の機密取り扱いに難があるようです」

「人の口に戸は立てられないさ」

　馬車の振動が小さくなっていく。舗装の具合がよくなっているためで、中心部に接近していることを示していた。アルメインは綺麗な建物になっていく町並みを眺めつつ訊きいた。

「こいつは宮殿行きか」

　馬車の内張りを軽く叩く。

「俺を呼んだのは、ハイニルが死んだからだろ」

「はい」

　ナリアが重々しくうなずいた。

「あいつは背ばかりひょろひょろ高いが小心者だった。そのくせ野心は身体よりでかい。玉座に座りたがるくせに、王冠には拒きよ絶ぜつされちまう典型だ」

「兄上も、我々の動向は探っていたのですか？」

「言ったろ。噂は流れるんだって」

「ハイニル兄様が亡くなった折、継承権のある兄妹はみな集まることになっております」

「誰が決めたんだ。ルドニア三世が死んだときはいなくてもよかった」

「ヒルトルート姉様です」

「…………」

「なんにせよ、出席していただけるのは幸運でした」

　馬車の車軸がきしむ。通りの角を曲がっていた。

　窓からは白一色で作られた、豪ごう奢しやな建造物が見えてくる。祖王ヴィーリシス以来、数々の政策がなされ、決断された宮殿。なにより長年の陰いん謀ぼうと野心が染みついた建物。

「ルドニア三世の子供は、男よりも女の方が多かった。連れ子の俺を実子と同じ扱いにしたのも、男の数を増やしたかったからだって聞いたことがある。これ、宰相のあいつが言い出した案だって噂もあったぞ。なんつったけな。目のくぼんだ……」

「テルヒム」

「そうそう……あいつの顔、昔から変わってないのか」

　少し呆れながら、

「今回兄妹に集まれって言ったのも、テルヒムの案じゃないのか……いや、やっぱり姉さんだろうな。姉さんが呼び出した」

　彼は自分の言葉を、自分で否定した。

「あの人なら、病気とかは関係ない。自分の意思は通す」

「ヒルトルート姉様のことを、よくご存じです」

「……まあね」

　ナリアの端たん整せいな顔に、かすかな好奇心が浮かんでいたのを彼は見逃さない。だがそれ以上答える気はなかった。

「……兄上の到着は一番最後かもしれません」

「へえ。みんなマメだね」

「王室は今火か急きゆうのときです。誰もが足を速めます」

「帰っていいかな」

「いけません」

　彼としては冗談交じりの台詞だったのだが、予想以上に真剣な言葉が返ってきた。

「フィンメルハウゼンの将来がかかっています」

「貧乏人になにができるんだ」

「ヒルトルート姉様は、兄上をかっておられました」

　真しん摯しなような、軽けい蔑べつするような眼まな差ざしが、アルメインを捉とらえる。

「私はそうは思っていませんが。騎士として忠誠を誓ちかった日に、黙っていなくなる兄上など……」

　彼はすっと目をそらした。妹の言葉の意味を、どう受け止めるべきか迷っていた。

　その時、御者の声と共に馬車が停止した。

「なにごとだ」

　ナリアが御者台に声をかける。そろそろ宮殿に到着してもおかしくはないが、まだ敷地内に入った様子はない。

　御者の返事がないため、彼女は扉を開けて下りようとした。

「待て」

　アルメインは制する。振り返ったナリアに向かって人差し指を立て、静かにするよう伝える。

　小さな垂れ布を持ち上げて外をうかがう。街中だが、特に変わったところはない。だが彼には気になった。御者台にいるはずの御者が、先ほどから物音一つ立てないのは、咳せき払ばらいすらしないのは何な故ぜだ？

「兄上？」

　ナリアの疑問は置いておき、馬車の天井を見つめる。そして扉を蹴けり飛とばした。

　掛かけ金がねが壊れる。同時に外へ転がり出た。

　上から何者かが降ってくる。上から下まで濃い藍あい色いろの服を着ており、顔もスカーフで覆われている。

　手には真っ黒な短剣。明らかに殺意を持って向かってきていた。

　短剣が石畳に激突する音。アルメインは転がってから起きあがった。

　その姿は目しか見えない。そして突き刺さってくる視線は、自らの任務遂行のみを目的としたもの。

　暗殺者は黒い短剣を構えている。腰を落としていた。石畳を蹴って襲おそいかかってくる。

「兄上！」

　ナリアの声が響く、アルメインはとっさに「来るな！」と叫さけんだ。

　暗殺者の切っ先が方向を変える。馬車から降りようとしているナリアに向いた。

　藍色の服が動く。黒い刃がこの時だけは光って見えた。

　ナリアが頭をかがめる。鈍にぶい音がして、馬車の扉が大きく揺らぐ。男は距離を取ろうとするナリアに後ろから襲いかかろうとしていた。

　彼女は振り返りざま長剣を抜いた。フィンメルハウゼンの王室を飾った剣は、風切り音と共に暗殺者のスカーフを切きり裂さく。

　顔があらわになる。やはり男だった。顔は幼く、なんともいえない中性的な様相を見せている。御者を殺し、今も斬り合いをしているためか息は荒かった。

「何者だ」

　ナリアが剣を構え直しながら問う。

「誰に頼まれた」

　暗殺者は答えない。ただ黒い短剣を持ちかえるや、大きく振りかぶった。

　ナリアは剣を構え直す。ほぼ同時に、男の身体が揺らめいた。

　一歩、二歩とたたらを踏む。そして倒れた。

　男の背には短剣。刺したのはアルメインであった。

　ナリアは長剣を鞘に収めた。同時にアルメインも暗殺者の背から短剣を抜く。

　彼は暗殺者の脈を確かめた。

「死んだ」

「殺す必要はありませんでした」

　とナリア。アルメインは首を振りつつ、暗殺者の短剣を指さす。

「刃が黒いだろ。多分毒が塗ぬってある。かすっただけで命はなかったかもしれないぜ」

　それでもナリアは不満そうだ。

「ですが、誰がさしむけたのか、口を割らせることができなくなりました」

「そうだな。でも、こんな恰かつ好こうで襲ってくる連中なんてそうそう……」

　アルメインはふと気づき、男の下衣をはだけた。少し確認して、元に戻す。

「ふむ」

「なにか？」

「いや……怪け我がはないか？」

「私よりもご自分の心配をなさったらいかがですか」

　ナリアは馬車の御者台から、御者の死体を下ろしつつ言った。

「早くお乗りください」

「急せかすねえ」

「この場を早く離れることこそが、兄上をお守りする最善の方法と信じております」

　彼女は自ら手た綱づなを取る。ごとごと揺れる馬車の中でアルメインは考えた。

　先程の襲撃は、素人しろうとが気まぐれを起こしたものではない。毒の短剣以外に身につけたものはなく、素す性じようの分かるものは何もない。物腰も手なれたものだった。

　自分を襲ったものだろうか。いや、そうとも言い切れない。あの男はナリアを見るや、攻撃の矛ほこ先さきを即座に変更し、そちらを狙ねらったのである。

　でもどうしてナリアが狙われるのだ。理由は？

（分かれば苦労はしねえよな……）

　宮殿が近づくにつれ、アルメインは心が重くなるのを感じていた。




　宮殿の敷地が近づく。巨大な門が目に入る。両脇には近衛衛視が直立しており、身じろぎもしない。王家の紋章がついているためか、馬車は咎とがめられることなく通過した。

　大きな前庭を進み、これも巨大な扉の前が現れる。馬車は二、三度揺れてから停止した。

　御者台からナリアが下りる。

「到着しました」

　馬車の扉が開けられる。アルメインは幾度かためらってから、仕方なく下りた。

　巨大な建物を見上げる。

　白磁宮殿は、アルメインが暮らしていたころから少しも変わっていなかった。だがそれは外観だけで、内部にはそれなりの変化があったはずだ。そこで暮らしている人間には。

　眼前には荘厳な扉が待ちかまえていた。口を開けた狼が浮き彫りにされている。彼はここで暮らしていた時にもこの扉はほとんど利用したことがない。たいていは裏手の通用口を使っていたのだ。逃げ出したときもそう。だから内部と外部を隔へだてる扉を、じっくり見た記憶がなかった。

　ナリアが躊ちゆう躇ちよなく扉を開けた。

「どうぞ中へ」

　アルメインはまぶしそうに目を細めながら足を踏み入れた。同時にナリアは大声で呼ばわった。

「テルヒム、テルヒムはいるか!?」

　その声に導かれるように、奥から二人の人物が現れた。

「これはこれは、お待ちいたしておりました」

　先頭の中年男が礼をする。

「アルメイン様がついにお戻りになられましたか。このテルヒム、待ちわびておりました。ナリア様自らお迎えにあがられたかいがあったというものでしょう」

「つまらぬ挨拶はいい」

　ナリアがいらいらしながら遮さえぎった。

「帰途、暗殺者に襲われたぞ！　どういうことだ!?」

「おおそれは恐ろしい。さっそく調べさせましょう」

　テルヒムが大おお仰ぎように驚く。ナリアの苛いら立だちはますます募つのる。

「事前に街路を調べておけと私は命じた。どうなっている」

「どこかで手違いがあったのでしょう。宰相職にあるそれがしは、実務までは担になっておりませぬ」

「私はそなたの秘書官、エルラニアに命じたのだ！」

　中年男の後ろに控えていた女性が進み出る。

「ナリア様のおっしゃるとおりに、充分調査いたしました。そもそも万物の故郷たるリューブルグ内で、暗殺などという恐ろしいことが起こるのは想定の外でございます」

「外のさらに外まで目を配るのが役割だろう」

「ならばナリア様の号令の元、近衛を発せられればよろしかったのでは」

「予算削減の名の下、私の兵たちを解隊させておいてよく言う！」

　ナリアは拳こぶしを握りしめていた。年若い秘書官は特に頭も下げず、平然としている。

　テルヒムが落ちくぼんだ目を光らせながら言う。

「このたびの失態は、確かに我が不徳とするところです」

「ぬけぬけとまあ。失態などと思っていないだろう」

「今後は重々気をつけますゆえ、お赦ゆるし下さい」

　テルヒムはそう言葉を残して去って行く。エルラニアはアルメインを一いち瞥べつして、宰相に従って行った。

「……あの男は、信用ならぬのです」

　ナリアが呟つぶやいた。

「王位継承権がない分王室に忠誠を誓っているかと思えば、己の立場ばかり気にしている」

「俺がはじめて会ったときは、もうちょい普通の人間だったぞ」

「実はあの秘書官が焚たきつけているとの噂うわさなのです」

　ナリアの説明に、アルメインは知らずしらず顔をしかめていた。

　宮殿は変わっていない。あのことがあり、彼が抜け出たころと同じだった。人間の入れ替わりはあるが、やっていることは変わらなかった。

　アルメインが感じていたあの匂いは、いまだ充満していた。何十年何百年もの昔から漂っている独特の臭しゆう気きだ。玉座とその周囲でうごめく獣けものが発する獣臭。真っ白な宮殿の内側にたたずみ、ときおり漏れていく。そして漏れた途端、欲望と血を呼び込む。

　彼は幼いころから嫌というほど味わってきた。だから醜みにくさも愚おろかさも知っている。だから逃げ出したのだ。

　なのにこうして戻ってきてしまった。血が繋つながっていないとはいえ、王家の人間であるが故ゆえか。それとも、なにも言わずに別れた妹たちへの贖しよく罪ざいの気持ちだろうか。

　妹か。ナリア以外にも親しくしていた妹はいる。あの子は自分よりずっと年下だった。今はどうなっているのだろう。もう自分のことなど忘れてしまったか。

　と、その時。

「お兄様！」

　小さな身体が、鞠まりのように飛び込んできた。

「お兄様、お兄様なのですね！」

　彼は驚いて、その人物を眺める。

「……メーニカ？」

「はい。メーニカです、お兄様」

　少女は身体全体を使って、喜びを表現していた。

「メーニカはずっとお兄様のお帰りを、お待ちしておりました」

　彼女、メーニカはアルメインの唯一血の繋がる妹である。ということは、ルドニア三世の子供であり、王位継承権の所持者であった。

　アルメインが宮殿の住人になった時、彼女はまだ生まれていなかった。あるとき母リノヴァーナが懐かい妊にんしたと知らされ、それがメーニカだったのである。

　父違いの妹ではあったが、彼は幼子を可か愛わいがった。アルメインもまだまだ少年ではあったものの、なにくれとなく面倒を見た。血の繋がった肉親だ。どうしたって愛情は湧わく。

　宮殿から出しゆつ奔ぽんしたとき、メーニカはわずか二歳。王室との繋がりを捨てようとした彼が唯一気にかけたのが、この妹であった。

　アルメインはゆっくりと彼女を離した。

「大きくなったな」

「メーニカは十歳になりました」

　大きな瞳が自慢げな色になる。

「お兄様もずいぶん立派になられました。威厳があられます」

「そうでもないよ」

「いえ、とでもご立派です。まるで父王様のようです」

　アルメインは苦笑する。彼女の顔は、自身の言葉を信じ切っているようであった。

「だったら、メーニカは王妃のようだな。とても綺き麗れいだ」

「ありがとうございます。いつか后きさきにふさわしい女性になります」

　そういうと、メーニカはまたアルメインに抱きついた。

　いかにも幸せそうに、眼を細めている。猫ねこなら喉を鳴らしそうな光景。アルメインは手のひらに汗をかきながらも、なすがままになっていた。

　ナリアが、聞こえるか聞こえないかくらいの咳払いをした。

「失礼いたします。そろそろ中へお入りください」

　アルメインではなく、メーニカが返事をした。

「お姉様、少しくらいいいじゃないですか」

「駄だ目めだ。仮にも兄上は王位継承権を持たれる身。久方の対面とはいえほどほどにしろ」

「メーニカだって王位継承権なら持っております」

「節度を守れと言っている」

　メーニカは口を尖とがらせると「はあい」と言う。

「お兄様は、ヒルトルート姉様にお会いにみえたのですよね」

「……会うかどうかはともかく、呼ばれた」

「メーニカもあとでうかがいます。その前にすませなければならないことがありますから」

「習い事なら、適当に切り上げちまった方が楽だぞ」

「まあ、お兄様ったら。メーニカは真面目なのです」

　彼女は笑いながら答える。

　それから優ゆう雅がに腰を折ると、「またね、お兄様」と身を翻ひるがえし、去っていった。

　アルメインは眼を細め、その姿を見送る。小さな身体のあとから、黒っぽい服装の女性がゆっくりとついていった。

　彼はわずかに眉を顰めた。メーニカに付き従っている女性は、メイドの服を着ている。

「誰だありゃ」

「メーニカつきのメイドです。確かサリューンという名です」

　素そっ気けない言葉遣いで、ナリアが教えてくれた。

「兄上が去られてからつけられたメイドです」

「陰いん気きっぽい。メイドというより監視役みたいだ」

「兄上にもメイドがいたのでは？」

　確かにいた。美しく、影のように寄り添って、それでいてさりげなく忠告を与えてくれた女性。まるで教師のような存在だった。

「……カリーンはまだ宮殿にいるのかな」

「おります」

　ナリアはちらりとアルメインに視線をやりながら、続けた。

「いずれ会うこともありましょう」

　まだ宮殿で働いていたとは。仕えていた人間が逃げ出してしまったから、解かい雇こされたのだと彼は思っていた。

　想い出に浸ひたっていると、ナリアにうながされた。

「こちらです。お早く」

「分かったよ」

　宮殿の奥へと導かれた。

　小さい頃と違い、彼には天井は低く、廊ろう下かは狭く感じられた。それだけアルメインが成長した証あかしでもある。

　廊下を数度曲がり、記憶にないところへと入る。彼は興味深げに周囲を見回した。

「……そんなに珍めずらしいですか」

　ナリアが正面を見たまま言う。

「まあな。ここらへんはルドニア三世が政務に使っていたから、近寄らなかった」

「兄上もいなくならなければ、ここで執務をしていたかもしれません」

「……ナリアの言葉には棘とげがあるな」

「心にやましいところがあるから、そのように感じるのです」

「厳しいね。だからここには来たくなかったんだ」

「そのわりには、メーニカには甘いようでしたが」

「妹だからな」

「私とて兄上の妹です」

　ナリアが振り返り、彼を見み据すえる。

「なのに兄上からあのように扱われたことがありません」

「扱って欲しかったのか？」

「…………」

　ナリアはアルメインから若じやつ干かん離れるようにして、先を歩いた。

　大きな扉の前で立ち止まる。

「こちらで皆様がお待ちです」

「皆様？」

「私たちの兄妹です」

　彼女は扉を開けた。

　中は広かった。執務よりは会合に使われているようで、椅子が並べられている。調度品が豪華だから、外国の要人との協議に使われる部屋なのかもしれない。

　室内には、複数の男女がいた。みな華美な服をまとい、宝飾品を身につけている。隣に寄り添っているのは連れ合いで、影のように従っているのは従者だろう。どっちにせよ、貧相な恰好をしたアルメインとは大違いだった。

　全員の注目が、入ってきたばかりのアルメインとナリアに向く。それまでのざわめきが一瞬収まった。

　彼は居心地の悪さを感じていた。視線には好奇と驚きが入り交じっている。今まで姿を消していた肉親が突然姿を現したのだから、当然だろう。しばらくはこれに耐えなければならない。

「はっ、私し生せい児じが来たか」

　ひときわ大きな声が響く。

　アルメインはそちらに注意を向けなかった。誰が喋しやべっているのか、確認しなくても分かったからだ。

「姿をくらました私生児が、のこのこやって来やがった。とんだ糞ったれだ」

　以前ならその物言いに怒りを感じただろう。だが今は、うんざりという感情が先に立つ。

「どの面つら下げて宮殿の門をくぐったんだ、ええ？」

「ガルクト」

　アルメインは言った。

「君はまったく変わってないんだな」

「なんだと」

「その口の利きき方だよ」

「馬鹿を言うな私生児。俺はずっとたくましくなったぞ」

　そこではじめて、アルメインは声の主に目をやった。

　あのガルクトは、確かに身体は大きくなっていた。体たい軀くは巨大で、手も足も太い。威圧感もある。だがその顔は以前と同じく、苦労を知らないつやつやとした輝きで、年相応の経験を積んだようにはとても見えない。王の子ともなれば、いっときであれ軍人となって鍛たん錬れんしたり、文人として実作業をおこなったりする。だがガルクトにそのような形跡は見られない。そのため妙に安定感を欠く姿形となっていた。

「俺はフィンメルハウゼンにふさわしい王になるため、修行をしたんだ」

　ガルクトは胸を張っていた。

「玉座に座れる人間となった」

「……そりゃよかった」

「だからお前みたいな私生児が玉座を欲しがっても、無む駄だなんだ。分かったか」

　最初から興味はない、と言おうとしたら、横から言葉が発せられた。

「ガルクト兄様、口を慎つつしんでください」

　素っ気ないながらも、わずかな怒気を含んでいる。ナリアであった。

「兄上は私たちの兄妹として、ヒルトルート姉様の命を受けてお見えになったのです。失礼のないようにお願いします」

「やつは私生児だ。失礼もなにもあるか」

「私の兄です」

「そんなやつのどこがいいんだ。だからお前は王位継承権を……」

　かちりと小さな音が響く。ナリアが無言で、鯉こい口ぐちを切っていた。

　殺気が漂う。気け圧おされたように、ガルクトはそれまでの威勢を引っ込め、口をもぐもぐさせながら、後ろに下がっていく。

　ナリアはまだ全身をこわばらせていた。室内に、緊張が張り詰めた。

「アルメイン、帰ってきたのね」

　その緊張を破ったのは、傲ごう慢まんな雰囲気をまとう女性であった。頭には砂漠諸国の王妃のような沙巾シヨールをつけ、露出の少ないドレスを着こなしている。持って生まれた性格だろうか、周囲を睥へい睨げいするごとき態度である。

　彼女はアルメインに近寄った。

「あなた大きくなったのね。姉から聞いたとおりだわ」

「……ジネル姉さん？」

　アルメインの言葉を、彼女は笑みもなく受け止める。

「ようやく思い出してくれたようね。あなたの姉、ジネルよ」

　ジネルはヒルトルートの次の姉である。ヒルトルートとは違って表面上はきつく、内面もさして優しくなかった。残ざん虐ぎやくではないが王族以外のものは人にあらずと言った態度を貫いている。ただ、父王には常に従順であったため、早いうちから婚こん姻いんの段取りが整えられた。

　だが彼は、父親に従うだけの姉が、ときおり鋭い眼光を発するのを知っている。それが地位や財を欲するものであるということも。あの沙巾シヨールはきっと、野望を隠すためのものであろう。

　今はベールランド連合王国の有力商人ゴルワース家から夫を迎えた。アルメインはそのことを、宮殿を逃げ出したずっとあとになってから聞いた。同時に、婚姻を望んだのは彼女の方であり、「夫は妻に操られているのだ」と噂されていることも。

「ジネル姉さんも来ていたんだ」

「父王が私の継承権を廃さなかったからね。だから呼ばれたの。なにを考えていたのでしょうね」

　彼女は右手を翻した。

「紹介が遅れたわ。私の夫、ギーメル・ゴルワース」

　隣にいた髭面の中年男が、ゆっくりと頭を下げた。一見して、ジネルよりずっと年上だと分かる。

「お初にお目にかかる。義弟殿」

「いえ、俺は会ったことあるよ」

　アルメインは返答する。

「ベールランドのシルゲン市で一度だけ姿を見たことがある。ま、すれ違っただけだけど」

「おや、それは知らなかった」

「ジゼル姉と結婚したあとだったかな。確かゴルワース家でよく扱ってるのは絹や宝飾品だろう。でもシルゲン市は鉄で有名なところだ。なにしてんのかと思って、気になってた」

「……我が家も商あきないの手を広げねばならんのでね」

　ギーメルは喉から絞しぼり出だすように声を発している。

「おかしなことではなかろう」

「まあねえ」

　アルメインは心に灯ともっていた疑問の灯あかりを、ゆっくりと消した。今ここで口にして、いいことかどうか分からない。

　だがその思いはすぐに無駄となる。

「我が弟は、ゴルワース殿のやましい心を問とい質ただしておるのだ」

　耳みみ障ざわりな声が割り込んできた。アルメインは声のした方に、少しだけ目を向ける。

　長椅子に身体を投げ出していた男性が、硝子ガラス製のコップを回しながら喋っていた。

　ギーメルはまぶたを引きつらせながら問いかける。

「ノイベク殿、それはどのような意味かな」

「ゴルワースは商家だが、ジネルと結ばれることによって王家への繋がりができた。ゲトリクス神だけを崇あがめていればよかったのに、玉座への欲が出てきてもおかしくはない。今のところ財はある。だとしたらあとは武だ。シルゲン市は武器の街でもある。多くの武器を買い付けしてもおかしくないではないか」

「……滅多なことをおっしゃらぬように」

「滅多なことじゃああるまい」

　ノイベクは経験を積んだ商人の視線をまるで気にせず受け止めていた。

　彼もルドニア三世の子であり、実子である。アルメインよりも年上で、ジネルの一歳下。

　かなりの遊び人として知られており、王の子という立場を利用して浮き名を流した女性は数知れず。演劇団の主役を張れるだけの容よう姿しをしているため、自ら寄ってくる女性も多かった。

　ルドニア三世が没してからは、兄ハイニルを手伝ってはいたが、すぐに政務を放り出すためたいして重要視はされていない。それらの視線が、彼をしてさらなる享きよう楽らくに走らせていた。

　ノイベクはコップの中の蒸留酒をあおった。

「問題は買った武器の先が、どこに向くかだ。自分の喉なら自業自得。だが他者なら？」

「……大変な侮ぶ辱じよくだ！」

　ギーメルは激げつ昂こうして、叫んだ。

「まるで私が王室に弓を引くと決めつけてる！」

「ほほう、図星だったか」

「たわごとだ。ノイベク殿こそ放ほう蕩とうがすぎて、市中の商人から借金を重ねているではないか」

「ふん、つまらんことを知っている」

「商人間での噂は風よりも速い。金を作るため宮殿の宝物に手をつけようとする人間の言葉には一片の真実もない。皆様方、このような遊民の妄もう言げんを信じることのないよう」

「遊び人だからこそ、知りえるものもある。僕は何年も宮殿と外の世界を行き来して、多くのものを見てきたのだよ。王室の歴史も学んだ。ここはいい具合に発はつ酵こうしている。一般的に言えば、腐くさっている」

　彼は一瞬だけ言葉を切ると、再びギーメルに言った。

「だからあんたを批判しているわけではないんだよ。十三王朝の末裔を誇るだけあって、腐ふ敗はい臭しゆうも尋じん常じようじゃない。武器を持って王室の人間を何人殺あやめようが、よくあることだ」

　ははは、とノイベクが笑う。言葉を詰まらせたギーメルから視線を外した。

「王室はかねてより、民衆よりも外敵よりも、まず身内で血を流してきた。流された血で湖ができ、慟どう哭こくで旱かん魃ばつが防げるほどだ。誰がなにを企たくらもうが、少しも不思議なことじゃあない。そう、たとえば久しぶりに顔を見た我が弟殿」

　視線がアルメインに向く。

「あの欲のない幼子も、やはり玉座の魅み惑わくには抗こうしがたかったのか、とかね」

「…………」

「お待ちくださいノイベク兄様」

　口を出したのは、それまで沈ちん黙もくしていたナリアだった。

「兄上は私が頼んでお連れしたのです。そもそも王家の火急の際、集まるのは肉親として当然のことではないですか」

「お前は肉親肉親と言うが、そもそもアルメインと我らは血が繋がってないのだぞ」

「そうであっても王家の一員であり、継承権を持っておられます」

「そうだな。僕も、アルメインも」

　ノイベクは空からのコップを眺め、顔をしかめると小机に置いた。

「だが王位継承権はそのときの王によって容易に剝はく奪だつされる。それが代王であってもだ」

「ハイニル兄様は剝奪をなされなかった」

「今の代王はヒルトルートになった。あの姉はなにをしでかすか分からん」

　彼はまた笑う。だが今度は、自じ虐ぎやくでもなく嘲ちよう笑しようでもなく、恐怖を含んだものであった。

「相手が肉親でも、だ」

　沈黙が下りる。室内の空気が重量を持ち、ぐいぐいと、頭の上から押さえつけているかのようだ。ノイベクの言葉の正しさを、誰もが知っているからだ。

　部屋の扉が開いた。全員、びくりとしてそちらに顔を向ける。

　入ってきた人物はきょとんとしていた。

「どうなさったのです？」

　メーニカであった。話を聞いていなかったためか、純粋に不思議そうな表情だ。

「皆様怒っておられるのですか？」

「いいや違うぞメーニカ」

　ノイベクが皮肉っぽく口を曲げて言う。

「お前の話をしていたんだ。お前と、我が弟アルメインのことをな」

「……？」

　疑問符を浮かべたのは当のアルメインだった。自分とメーニカの話は、誰もしてなかったはずである。どういうことなのだろうか。

　メーニカも疑問に思っている風であったが、やがて軽く手を合わせる。

「そうでしたか。きっといい話だったのでしょうね」

「どうだろうねえ」

「もう一人、お連れしましたわ。これで全員お揃そろいになったはずです」

　メーニカの背後から、一人の人物が入ってくる。

　女性であった。端整な顔立ちで口を真一文字に引き締めている。腰に長剣を下げており、背はそれほど高くないものの、全身に漂う緊張感は、一軍を率いているもののそれ。なにより燃えるような赤毛と、右目を覆っている眼帯が人目を引いた。

「待たせた」

　長ちよう靴かを鳴らしながら中央までやってくる。

「さっさとすませて欲しい。グーゼルホーフとの国境紛争が小康状態になったが、油断はできない」

「ヴィントレーア姉」

　ナリアが深々と頭を下げた。

「ご無事に戻られ、重ちよう畳じようの極きわみです」

「ナリア」

　ヴィントレーアは一つしかない目で見つめる。

「もう近衛に未練はなかろう。さっさと私の下に戻ってこい」

「私には役目があります」

　ヴィントレーアはアルメインにじろりと視線を這はわすと、「ふん」とだけ言った。

　彼女もまた、ルドニア三世の子供のうちの一人であり、アルメインより四つ上の姉である。幼いころより武を好み、フィンメルハウゼン王国の藩はん屏ぺいたることを誓っていた。

　ナリアよりも早く将としての道を進み、才能を開花させた。兵を率いるようになってからは山賊団討とう伐ばつで名を上げ、数々の紛争にも出陣している。あるときなどは敵将の放った矢が目に刺さったまま、平然と指揮を執り続けたという。眼帯はその時の名な残ごりであった。

　部屋の隅に引っ込んでいたガルクトが目を輝かせる。

「ヴィントレーア！　待っていたぞ。お前がいれば、俺は百万の味方を得たのと同じだ」

　彼女は面倒くさそうに片目を向ける。

「百万ね。私はその程度だったか」

「……お前の軍と俺の才があれば、くだらない連中を廃して、王国を栄えさせるのは簡単だ。これからは俺の片腕として……」

「ガルクトにはもう腕が二本もある。このうえ私の腕までくっついては奇怪この上ない。どんなに下へ手たな画家でも、腕の数だけは間違えないぞ」

　ヴィントレーアは兄の言葉を封じると、室内を見回した。

「いいか諸兄、ハイニルが物ぶつ故こし、ヒルトルートの命の火も小さくなっている」

　ヴィントレーアは語り出した。

「この機に乗じて、国境ではグーゼルホーフ帝国とベールランド連合王国が不ふ穏おんな動きを続けている。こんなところでのたくってる暇があったら、少しでも兵を増やしたほうがよい。それとも我が兄弟姉妹どもは、目と耳を塞ふさぎながら朽くちていくことが所しよ望もうか」

　冷たさを伴った声音に、一同言葉もない。幼少より戦場に赴おもむいていた彼女は、兄弟姉妹に敬意を払うことが少ない。それに反はん駁ばくできる人間も少なかった。

　ナリアは数少ない「言い返せる」姉妹である。

「ですがヒルトルート姉様が、兄弟全員に話があると」

「あの姉は、なんでも自分がやらねば気がすまぬようだな」

　隻せき眼がんの女性は、はっと笑った。

「ハイニルが代王であっても、実質はヒルトルートが国を動かしていた。死ぬときまで国の舵かじを離さぬ気か」

「それはさすがに口がすぎるのでは」

　ナリアはたしなめようとしていた。

「ヒルトルート姉様は常に私たち兄妹と王国の行く末を案じておられました」

「フィンメルハウゼン王国が難しい立場にあることくらい承知している。でなければ私を将として国境に張りつかせたりはしないだろう」

「私たちにも常々、身辺に気を配るよう忠告していました。病びよう床しようにあっても、兄妹愛は変わらないと」

「兄の一人は死んで、姉は死にかかっている。わざわざ暗殺者が訪れるか」

「そうでもない」

　思わずアルメインは口を出した。全員の注目が向いた。

　しまったと思った。が、続けるしかない。

「あー……ヒルトルート姉さんのことじゃないんだが、俺とナリアは来る途中で襲われた。毒の短剣を使う奴やつらだ。無事だったけど」

　ヴィントレーアの無事な側の目が、細くなる。

「なんだと。誰に」

「最初は分からなかったけど、確信した。ありゃ『斑まだらの短剣』だ」

　アルメインは暗殺者の着衣を探ったときのことを思い出しつつ、話す。

「伝説の暗殺団。暗殺者は忠誠の証に自分の陰いん茎けいを切り落とす。四年くらい前に一度だけ戦ったことがあるんだ。まさかリューブルグで遭そう遇ぐうするなんてなあ」

　彼は以前の記憶を掘り起こしていた。白磁宮殿を飛び出してから、諸国を放浪し、様々なものを見てきた。その中には大陸の裏面と言うべきものも存在する。

『斑の短剣』の構成員は男性としての機能を失っているため、暗殺に異常な執念を燃やす。そしてことがすむと性的な享楽にふける。だが生せい殖しよく機能に欠けるためか、同性の相手を好み、しかも受け身になるという。伝説によると百人以上の「男性の愛人」を囲っていた首領もいたという。暗殺の腕は確かで、数え切れない程の人間を葬ほうむっていた。

　ナリアが口を開く。

「……『斑の短剣』のことは、私も聞いたことがあります」

　彼女は注意を喚かん起きするように語る。

「連中は金持ちや貴族にばかり雇やとわれる暗殺団です。私と兄上だけではなく、他の皆さんも狙われる可能性があるかと」

　ノイベクが酒で舌をもつれさせながら言う。

「金持ちに雇われたからって、僕らが狙われるとは限らないだろうよ」

「大金で雇うのに見合う人間を標的にするのです」

　ナリアの断言に、室内は再び静まりかえった。寿命とも病気とも違う、理不尽な死はここの王族につきものだが、自分がそうでありたいと思う人間はいない。

「……いいじゃないか。しょせん血だまりで柱と屋根を作ったような王室だ」

　とノイベク。

「十三王朝時代から、王室に暗殺と謀ぼう略りやくはつきもの。がたがた言ってもしょうがない」

　同意を示したのはヴィントレーアだった。

「酒乱のたわごとだが私も同感だ。父王が気まぐれで増やしたとしか思えぬ肉親。気まぐれで減ることもあるだろう」

「ヴィントレーア。万が一の時は俺を守るんだぞ」

「ガルクト、いい年なんだから自分で守れ」

　ひっと喉を鳴らし、ガルクトは口をつぐむ。

　と、その時。

　音もなく隣室への扉が開いた。両開きの戸が、大きく放たれる。

　一人のメイドが入ってきて、頭を下げる。メーニカについているはずのメイド、サリューンであった。

「ヒルトルート様がお会いになられます」

　会うと言うが、こちらから出向かなければならない。ヒルトルートは病床の身なのだ。

「どうぞ中へ」

　全員、うながされるまま、隣室へと入っていく。

　隣室は、さらに広かった。アルメインはここでようやく、今までの部屋が控えの間だということを思い出した。

　壁にはずらりと、歴代王の肖しよう像ぞう画がが掛かっていた。歴史ある王家だけに四方を埋うめ尽つくす数だ。窓側には円卓があり、いくつもの金と銀の杯が置いてあった。

　部屋の中央には天蓋付きの大きな寝台がある。かけられている布は、東方からもたらされた絹に、金糸による豪華な刺し繡しゆう。歴代の王はこの寝台を好んだという。

　今そこに横たわっているのは、ヒルトルートであった。

　兄妹たちは皆、寝台に近寄った。アルメインはその輪には加わらず、一人離れた場所に立つ。ヒルトルートの顔が見えないところにいた。

「ヒルトルートお姉様！」

　真っ先にすがったのはメーニカ。寝台に上っている。

「どうぞお元気になってください。お姉様がいらっしゃらないと、宮殿に美しさの香りがなくなってしまいます」

　ヒルトルートの声は聞こえない。ただ腕がわずかに動き、メーニカに離れるよう告げていた。

　小さな身体が寝台から下りた。

「……皆、揃っていますね……」

　紙のこすれるような声がする。アルメインは顔を硬こう直ちよくさせた。衰おとろえが激しいものの、間違いなくヒルトルートの声だった。

　サリューンが囁ささやくように返事をする。

「お呼びになられた方は、皆様お揃いです」

「……では、話しましょう……。これからのことを……」

　咳せき込こむ音。

「知っての通り……父であるルドニア三世は、大勢の子をなし、あるいは子としました……。できるかぎり十三王朝の血を残し、王国の礎いしずえとするためでしょう……。とはいえ、あるものはすでに没し、あるものは遠国へと嫁とついでおります……。この場に呼ばなかったものも多くいます……。今では他国の人間ですからね……」

　しばらく間がある。呼吸を整えていた。

「父王が没し、兄ハイニルも亡くなりました。私も命が尽きようとしています……。病やまいには勝てぬものです……。かつてルドニア三世は玉座の跡継ぎを指名しないまま、冥玉のありかも教えずに世を去りました……。ハイニルが代王のままでいたのはそのためです。王と名乗っても問題はありませんでしたが……伝統とはそういうものです……」

　全員、無言で耳を傾ける。

「ですが私まで、父王のやり方を踏とう襲しゆうしようとは……思いません……。古来よりの法典に則のつとり、この場でフィンメルハウゼン王国の王を指名しようと思います……」

　緊張感が、室内を支配しつつあった。

「私は……熟考の末……四人を後継に……選びました……」

　全員息を呑のみ、ヒルトルートの言葉を待つ。

　手がまた動いた。

「ジネル、ノイベク、ヴィントレーア……そしてアルメイン」

　ヒルトルートの指先が室内を巡る。

「この四人を、王国の代王とします……。四人はそれぞれ……自分が玉座の住人であると証明するのです……。手を取り合ってもよし、追い落としてもよし……さすれば自然と冥玉は出現し、昏い輝きを発します。そのものは冥玉の導きによって……玉座の主あるじとなるでしょう……。王国の繁はん栄えいも委ゆだねられます……」

　咳き込む音。そのほかは衣きぬ擦ずれすら聞こえない。

「私からの言葉は、これだけです……。あとは、継承の儀式を……」
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　声が止やんだ。

　指名された人間は、誰も言葉を発しない。無言のままだった。

　アルメインもまた、口を開くことができなかった。胸の内は驚きよう愕がくに包まれている。ヒルトルートは自分を後継の一人に指名した。この場に呼ばれた真の理由はこれだったのだ。

　だがどうして、指名されたのだろう。ヒルトルートはなにを狙っているのだろうか。

　沈黙の帳とばりは、甲かん高だかい声によって破かれた。

「噓うそだ！　俺の名がないぞ！」

　ガルクトは叫び、寝台に詰め寄る。

「姉さん、俺は王になる男だぞ！　どうして指名しないんだ!?」

「下がりなさい、ガルクト……。私は考えを変えるつもりはありません……」

「玉座に座るべきは俺だ！」

　ヒルトルートが指を動かし、合図を送った。奥に控えていたメイドたちがやってきて、ガルクトを引き離す。

「離せ！　姉さんは狂ってる！　王は俺だ、俺なんだ！」

　ガルクトは暴れたが、数人がかりで部屋の壁際に押しつけられた。彼は体格がよいが、メイドたちは手慣れた様子で口まで塞ぐ。

　ヒルトルートが再び言葉を発する。

「……継承の杯さかずきを……」

　メイドの中の一人が、金と銀の杯を配り始めた。

　ジネル、ノイベク、ヴィントレーア、アルメインには金の杯が。他のものには銀の杯が渡される。ギーメルはそもそも渡されず、ガルクトは無理矢理持たされた。

　そして、それぞれに葡ぶ萄どう酒しゆが注がれる。

「……代王には金……他の王族には銀……。金を飲み干したものには王の位を得……銀を飲み干したものは玉座の放ほう棄きを……命じます……」

　これはフィンメルハウゼン王家における、王位継承のための儀式であった。王族がそれぞれ違う杯で同じ酒を飲み、自身の立場を確認する。銀の杯に口をつけたものは、玉座の主とはなれない。

　全員、杯を目の高さに掲かかげた。ヒルトルートがかすれた声で言う。

「我らフィンメルハウゼン王家はここに……陽暗神と陰明神の元……さらなる……発展と……継承を……誓い……ます……」

　誓います。杯を手にしたまま、唱和する。

　アルメインは一人だけ発音せず、口の中でもごもご言うだけだった。そもそも玉座への関心はなく、一度は王族の立場を捨てた身だ。彼にとっては肉親が危き篤とくだから呼ばれたにすぎない。代王という服は、身体に馴な染じむものではなかった。

　ここにいるのが正解かどうか、まだ判別がつかない。それでも杯を握っているのは、妹のナリアが呼びに来て、なおかつメーニカと出会ったためだ。なにも告げずに彼女たちと別れたことが引け目となっている。事態がどんどん動いている中、彼は消極的理由によって留まっていた。

　無理矢理唱和させられているガルクトが、羨うらやましく感じられた。少なくともあの粗暴な兄は、自分のしたいことがはっきりしている。

　誓いが終わり、杯は目の高さから頭上にまで上げられた。それからゆっくり下ろされて、口をつける。

　一気に飲み干した。ちらりと視線を動かすと、メーニカが渋しぶい表情をしながらも葡萄酒を飲んでいた。

「……終わりましたね……」

　ヒルトルートの声が響く。

「これで……王位の継承は……終了です……」

　彼女の腕がゆっくり下りる。重大な儀式を終え、眠りについたように見えた。

　その時だった。

　からんと音がして、杯が床に落ちた。

「お……」

　ノイベクがうめいた。金の杯を落としたまま、手で口を塞ぎ、よろめきながら足を一歩、二歩と動かす。

　最初、室内の人間にはなにが起こったのか分からなかった。だがすぐに容易ならぬ事態に気づく。ノイベクの指の間からは血がしたたり落ちていた。

「おお……お……！」

　ノイベクは顔を真っ白にしながら足下をふらつかせる。

「う……お……げっ……！」

　口からどす黒い血が大量に飛び散った。その身体が仰あお向むけに、どうと倒れる。

　ノイベクはもはや身動きしない。事切れていた。

「……毒だ」

　アルメインがうめく。ノイベクの死に様は、かつて西方の港町で見た死人とまったく同じものであった。

　ジネルがひっと叫ぶ。ヴィントレーアがメイドに素早く指図した。

「テルヒムを呼んでこい。あと私の部下を数名。ノイベクの身体を運び出す。いいか、他言無用だぞ」

「隣室に移動しましょう」

　ナリアが表情を引き締めながら言う。

「ここで騒いでいては、ヒルトルート姉様の身体に障ります」

　アルメインは顔を上げる。ヒルトルートは、室内の騒ぎなど気づかないかのように、すでに寝入っていた。




　メイドも含めた全員が、隣室へと移動した。

　ノイベクの身体も運び出され、敷布がかけられた。血は飛び散ったままなので、あとで掃そう除じをしなければならないだろう。

　やってきた宰相のテルヒムは、落ちくぼんだ目の光を隠しながら、頭を下げる。

「なんとも恐ろしいことが起こったそうで。このテルヒム、慚ざん愧きに堪たえません」

「つまらん言葉はいらん。誰が杯に毒を盛ったか、心当たりはあるか」

　詰きつ問もん口調のヴィントレーアに、老宰相は首を振った。

「いいえまったく。継承の杯はメイドたちに用意させ、しばらく謁えつ見けんの間に置いておきました。手を加えようと思えば、誰にでもできたことでしょう」

「わざわざ外からやってきた曲くせ者ものが、金の杯に毒を盛ったとは思えん。宮殿内の誰かが私たちの死を願ったのだ」

「お話によると、ノイベク様はご自身で選んで杯を持たれたのではない模様。他のどなたかが不幸にあったことも充分考えられます」

　テルヒムの言葉に、一同無言になる。これが無差別だとしたら、代王の命を受けた人間は全てが死の対象となったのだ。

　静まりかえった室内に、歓喜の声が上がる。

「無効だ！　こんな継承は無効だ！」

　嬉うれしそうに言い募っているのはガルクトである。

「ノイベクが死ぬような不吉な継承はあり得ない。もう一度やり直すべきだ！」

「……ガルクト。控えるのよ」

　ジネルの声が聞こえる。

「ノイベクが亡くなったばかりでそんなことを言うものじゃないわ」

「代王が一人死んだんだ！」

「継承の杯が終わっていれば、誓いは無効にはなりませぬ。つつがなく終わったことになります」

　これはテルヒムだ。この男は王室の典てん範ぱんにも詳しい。

　ガルクトが叫ぶ。

「そんなことがあり得るものか！　ノイベクを邪魔だと考えた誰かが殺したのだ！　皆、怪あやしい！」

　彼は濁にごりきった双そう眸ぼうで見回した。

「代王は四人もいらぬ！　犯人は残った三人の誰かかもしれないじゃないか！」

「お前は私が毒を盛ったと言うのか？」

　ヴィントレーアが静かに言葉を発する。ガルクトはうめいたが、さらに叫んだ。

「だっ……だが、怪しい！　ヴィントレーアは常に、軍の拡張と進撃を唱えていたじゃないか！」

「全ては母国のためだ」

「ヴィントレーアの母親はグーゼルホーフ出身だぞ！」

「貴様！」

　隻眼の将が剣の柄を握る。

「我が母を侮辱するつもりか!?」

「ヴィントレーアだけではなく、ジネルにも理由はある！」

「ガルクト、なにを言うの」

「王になれば安あん泰たいだ！　ギーメルと二人で企んだのではないか!?」

「なんと無礼な！」

　ギーメルが声を上げる。

「ガルクト殿こそ殺す理由がある！　王位継承権を廃されたのに恨うらみを持ってもおかしくない！　それに宰相のテルヒム殿、貴公も充分殺人の理由がありますぞ」

「なんと、どのようなことですかな？」

「ヒルトルート殿はテルヒム殿の手を借りず、直接部下に命令を下していた。宰相職の有名無実化を嘆なげいていたではないか」

「そこまで言うのなら、この場の全員が怪しくなりますぞ。それこそナリア殿も」

　メーニカの名を出さなかったのは、彼女が幼いが故か。

　アルメインは胸に巣くう不快感を抑えながら話を聞いていた。なんだこの茶番は。人が一人あっさりと毒殺され、残った人間は責任をなすりつけ合う。玉座というのはそれほどまでに重要なものなのか？

　もはや狂気に取とり憑つかれたガルクトは、据わった目つきでこちらを睨んでいた。

「それに……アルメイン！」

　指が突きつけられた。

「いきなり帰ってきたお前が一番怪しいんだ！　ノイベクを殺したのはお前に違いない！　横から出てきて王冠をかっさらう気だな！」

「…………」

「どうした、なんとか言ってみろ！」

「ああ、そうだよ」

　アルメインは喉から絞り出すように言う。

「俺のせいにすりゃあいい」

「やはりか！」

　ガルクトの喜き悦えつに、ナリアの声が重なる。

「まさか、あり得ません！」

「なんだっていいよ」

「兄上、どういうことですか!?」

　アルメインは妹の問いかけには返事をせず、吐き捨てた。

「代王なんかどうだっていい。俺は帰らせてもらう。こんなところはたくさんだ」

　彼は顔を歪めながら扉を開け、廊下に出た。

　息を大きく吐いた。そしてずっと金の杯を持っていたことに気づくと、庭に投げ捨てる。

　白磁宮殿から外に出た。太陽はまだ高い。扉の両脇の兵は、無言のまま直立していたが、彼にいくばくかの関心を持っているようではあった。

　背後から女性の声がする。

「お待ちください兄上、どこに行かれるのです!?」

　振り返る。追ってきたのはナリアだった。

　急いで駆けてきたらしい。わずかだが息を切らしている。

　アルメインは再び前方の門の方角を向いた。

「帰るんだよ」

「ガルクト兄様の言うことなら、どうかお気になさらないでください。誰も信じてはおりません」

「あんな奴どうだっていい。俺は家に帰るだけだ」

「家はここです！」

「ここじゃない。俺はこんなとこにいられない」

　アルメインは身を翻した。その肩に手がかかる。

「どうしてです！」

「壊れちまうからだよ」

　彼はなるべく荒い息を気づかれないよう、胸のあたりを押さえた。

「こんなところは嫌だ。どいつもこいつも自分のことしか考えていない。自分のことだけならまだいい。俺もそうだからな。だけどみんな、あの匂いに染まっているんだ。王家とかいう歴史が発している匂いだ。野望や陰謀を撒まき散ちらしているあれだよ。欲望を剝むき出だしにして恥ずかしくない、当然だと思っちまう感覚。俺にはああいう匂いが耐えられないんだよ」

　我知らず、アルメインは声を張り上げていた。息はとうに荒かった。

　狂気だと彼は思っていた。欲望を剝き出しにする狂気。伝統に従おうとする狂気。正義を貫こうとする狂気。彼は幼い頃、これを何度も感じていた。そして自らも体感したのだ。

　アルメインはそれが嫌だった。そしてなにより、その狂気に身を浸らせるのが怖かった。宮殿にいては、遠からず染まるようになる。出奔してからの放浪は、この匂いを消すためと言っていい。

　だがなかなかできない。行く先々で彼は計ったように事件に巻き込まれ、陰謀にすら巻き込まれた。そして自然と、手に染めるようになった。

　すでに金の杯を手にしても拒絶できなかった。知らずしらずのうちに匂いに逆らえなくなっていたのである。

「出ていく」

　アルメインは妹に伝えた。

「呼ばれて来たのが間違いだった。もう探さないでくれ」

　返事を聞かずに歩き出す。

「また逃げるのですか」

　ナリアの声が背を叩く。

「全てを捨てるのですか。妹である私やメーニカまでも。また私たちの前から去るのですか？」

「……そうだよ」

　今度は振り返らずに答える。

「そうだとも」

「……兄上！」

　心の動どう揺ようを悟さとられないよう必死で耐えながら、アルメインは歩きだした。




　宮殿の大きな門を出た。ごつごつとした町並みが、ここからはよく見えた。

　馬車に乗るつもりはない。王家の紋章のついたものは特に。

「兄上！」

　背後からの声。またナリアだ。振り返らずに歩き続ける。

　妹は軍人であり健脚だ。悠ゆう々ゆう追いついてきた。

「兄上、お戻りください」

「断る」

「私は長い間、兄上のお帰りをお待ちしていたのです。それこそ、真に忠誠を誓う人として、兄上だけを待っていたのです」

「戻るつもりはないと言っただろう」

「ならば……せめて、私に教えてください。どうして八年前、宮殿から出て行かれたのですか？」

「…………」

　彼は答えない。答えるつもりもなかった。

　ナリアが唇を嚙む。

「お答えいただけないのですね」

「……まあな。だけど、そうだな、俺も訊きたいことがある。どうしてナリアは、王位継承権を放棄したんだ？」

　彼は妹を見ずに喋っていた。

「銀の杯は継承放棄の証。でも事前にヒルトルート姉さんから訊かれたはずだ。無理矢理放棄させられたんじゃないのか」

「いいえ。私は自ら、王位継承権はいらないと申し出ました」

　彼はちらりとナリアを見る。その端整な顔からは、ふざけたり、噓を言っている様子はうかがえなかった。

「私は兄上をお守りすると決めました。王位継承権は持っていると、なかにはそれ目当てに近づいてくる輩やからもいるでしょう。継承権を放棄すれば、心置きなく兄上だけをお守りすることができます」

「俺は八年間いなかったんだ。守る価値があるのか？」

「あります」

　ナリアははっきりと告げていた。

「たとえそれが何年になろうと、私がフィンメルハウゼン王国でお守りする方はただ一人、兄上だけです」

　その口調にアルメインは押し黙る。

　言うべきことはある。自分にそんな価値はないとか、器ではないとか。だが恐らく無駄なことだ。この妹の決意は鋼鉄よりも固い。彼女の純粋さにあてられてしまったこともある。

　ナリアはアルメインの斜め後ろに位置してついてくる。真横に並ばれたくなかったので、そこはほっとした。

　いくつかの角を曲がり、石畳に歩を進める。馬車で来た道を逆にたどっていく。

　貧民街に入る。路地はずっと狭く、ごみごみして曲がりくねっていた。

　そろそろ古着屋に到着する。ちらりと隣の妹を見た。

「もういいよ」

「お守りすると申しました」

「帰るつもりはないんだな」

「兄上と一緒なら、喜んで宮殿に戻ります」

　どうやって帰そうかと考えながら、アルメインは歩いた。

　古着屋に到着。彼は半開きになった戸に手をかけようとした。

　反射的に手をひっこめる。

　違和感があった。べっとりした液体が手についていた。彼は眉を顰めながら自分の手を見つめ、一瞬息を呑む。

「血です！」

　そう言ったのはナリア。アルメインはその時すでに、扉を蹴り開け飛び込んでいた。

　床に血の痕あと。点々と奥から続いている。腰を落とし、息を潜めて跡をたどる。

　古着が床に散らばっていた。誰かが出ていく際に崩くずしたのだろう。恐らく、仕事のあとに。奥にはいつも店主夫婦がいる。

　アルメインは駆け出した。

「おばさん！」

　返事はない。あるはずはない。中年女性は床に倒れていた。うつぶせのまま、血の海の中に。上半身はずたずたで、何度も刃が突き立てられていた。恐らく喉にも傷はあるだろう。おびただしい量の血液が証明している。顔が見られないのが、せめてもの救いだった。

　奥には男性の姿。中年女性の夫だ。こっちは仰向けで、やはり全身傷だらけ。きっと噴水のように血が吹き出ただろう。アルメインはほとんど口を利いたことがない。いつも無愛想だったからだ。それでもいい人だということは知っていた。中年女性がそう言っていたからだ。その時の口調は、ほんの少しだけ誇らしげだった。

　今はもう口を開くことはない。二人とも事切れていた。

　アルメインは棚に目をやる。買ってきた、あの粗末な短刀がない。中年女性は武器を手に抵抗したのだろうか。殺害者が記念として持ち帰ったか。

　しばらく二人のことをじっと見つめてから、アルメインは呟いた。

「ナリア……」

「はい」

「俺が王になったら……こういうのはなくなるのか？」

「私は兄上ならできると確信しています」

「本当に？」

「……王の力とは網のようなものです。大きなものをすくい上げることはできても、小さいものはこぼれ落ちます。この方たちは、小さいものになるでしょう。だから、こぼれ落ちた」

「網の目を細かくすることはできると思うか」

「そのようなところで、王の実力は試されると思います」

「……分かった」

　アルメインは古着屋を出た。先ほどまでよりも早く駆ける。ナリアのことを置き去りにしたと思っていたが、きちんとついてきていた。

　宮殿の大きな鉄門をくぐり抜け、両開きの扉を開ける。騒ぐことが厳禁とされる廊下すら駆け、奥の部屋へ。

　この部屋は知っている。ついさっきまでいたところだからだ。

　敷布に包まれたノイベクの遺体がある。そばにメーニカとサリューンだけがいて、驚いたように顔を上げた。

「お兄様」

　彼女を無視し、奥の扉を力一杯開ける。

「姉さん！」

　返事はない。数人のメイドがびくっとしたようにこちらを向く。そこに巨大な寝台がある。

「ヒルトルート姉さん！」

　寝台に近寄る。メイドたちが止めようとするが、これはナリアが制した。

　メーニカもやってくる。アルメインは寝台を覗のぞき込こんだ。

　姉は横になったままだった。髪は細く乱れており、顔はやつれていて生気がなく、手も枯かれ枝のようになっていた。大病を患わずらっていることが瞬時に見て取れる。

　あの姉とは違う。美しく優しくて、それらの幻想を一瞬で打うち砕くだいた姉ではない。フィンメルハウゼンの輝ける宝石。それはもはや見る影もなかった。

　だがそれでもアルメインは、問いつめずにはいられなかった。

「姉さん、あれはあんたの仕し業わざだな。下宿先の人たちが死んでいた。あそこを知ってたのはナリアと姉さんくらいだ。ナリアはあんなことはしない。でも、姉さんなら……」

「…………」

「どうしてだ。どうしてこんなことをする!?」

「……アルメイン」

　うっすらと、ヒルトルートが目を開けた。

「可愛い私の雛ひな鳥どり……。ようやく……私の元に……戻って来たのですね……」

「教えてくれ、なんで」

「あなたは悲しい……？　それとも苦しい……？」

「答えてくれ！」

「……雛鳥の巣が……壊れたのね……。それで、いいの……全ての……未練……甘い考えは……絶つべき……」

　ヒルトルートが震えながら手を伸ばす。小枝のような指が、アルメインの手を握った。

「アルメイン……あなたは……王になる才があるわ……そのことは……よく、分かってます……。冥玉が……後継にしたのは……きっと……間違っていない……」

　かすれるような声は、容よう赦しやなくアルメインの耳に届く。

「他の代王と手を組むか……それとも憎むか……全部、あなた次第……。せいぜい頑張って……王を目指しなさい……。フィンメルハウゼンの……ローディア大陸の……王をね……」

「どうして俺にそんなことをさせる！」

「ああ……苦しいのね……。私の雛鳥は、苦しいのね……」

　ヒルトルートの指が動き、アルメインの手になにかを握らせる。彼は気づいていない。

「……これからもっと、苦しくなるわ……。逃れたければ……王になることね……。自分の力で……無慈悲な死を……止めなさい……。王家の匂いを……消すのよ……」

　アルメインは身体が震えるのを感じた。怒りではなく苦しみ。そして悲しみ。ヒルトルートはあえて自分に、このような試練を課したのである。もし不幸の連れん鎖さを、不快な匂いを止めたかったら王になれ。玉座に座れと。力を得なければ、臭気を消すことはかなわない。

　なにより彼女は、己の死を直前にして、雛鳥の行く末を決めたかったのだ。

　ごほごほと咳き込む音。ヒルトルートの命は尽きようとしていた。

　最後の最後で、アルメインは姉の身体にすがった。

「……なんで、なんで俺を選んだ！」

「決まってるわ……」

　ヒルトルートはこのときだけ、八年前と同じ目つきをしていた。

「あなたが私を、拒こばんだからよ」

　フィンメルハウゼン代王ヒルトルートの生命は、こうして終わりを告げた。長兄ハイニルからその位を継いでから、わずか一日の出来事であった。





	

















　テーアドーラ大聖堂の上空は晴れている。ヴィーリシス大王の后きさきの名を冠したこの建物は、フィンメルハウゼン王国にとって重要な祭さい祀しの場だ。そのため王族の婚こん姻いんでは必ず使われる。もちろん、葬そう礼れいにも。

　建物内に参列者が並ぶ中、棺ひつぎが二つ、厳おごそかに運び込まれる。一つはハイニル、もう一つはヒルトルート。豪ごう奢しやな棺を死者は見ることができないが、生者にはこれでもかと披露される。口を開けた狼おおかみの精せい巧こうな浮き彫りが、死者の身分を表していた。

　だが、よく数えると棺の数が一つ足りない。

「ノイベク兄様の棺がありませんのね」

　アルメインの隣にいるメーニカが、そう呟つぶやく。彼らは王族であるため、最前列で葬儀を見守っていた。

「一気に三人も死んだと知らせるのは、外聞が悪いんだろ」

　アルメインは背の低い妹に答えた。

「それはお兄様のお考えなのですか？」

「いいや、テルヒムだ。ヴィントレーア姉さんが支持した」

　彼は向かいの列にいる、目の落ちくぼんだ宰さい相しようをちらりと見やった。うやうやしそうな態度で、その表情から野望めいたものは、今のところうかがえない。

「血を吐いて死んだからな。他国に知れたら確かに大騒動だよ」

　メーニカが恐ろしげな瞳ひとみで、彼に訊きく。

「怖いです。誰だれが毒を盛ったのか、分かったのでしょうか」

「さあなあ」

「メイドの一人だ」

　別の声がする。ヴィントレーアであった。

「葡ぶ萄どう酒しゆを用意したメイドを全員尋じん問もんした。挙動不審なのが一人だけいた」

「ヴィントレーア姉様、そのメイドは裁かれるのでしょうか」

「無理だ。昨日、塔から身を投げて死んだ」

　メーニカはそれを聞いて身体からだを震ふるわせる。メイドが自殺した事実によるものか、ヴィントレーアの素そっ気けない物言いによるものかは分からなかった。

　棺は聖堂の中央まで運ばれる。そこに白い僧そう衣いに身を包んだ老人が現れ、朗々と語り出した。

「……かくしてハイニル、ヒルトルート両名は天への階段を上るであろう。本日参列した王族諸氏、貴族の方々」

　老人、双そう聖せい教きようのコットロー聖主が滔とう々とうと述べていく。

「……諸国からの参列者、グーゼルホーフ公こう爵しやくシュタインベルク殿、ベールランド連合王国特命大使ファブレー殿……」

「あの老人、よくも飽きずにあれだけの名を言えるものだ」

　ヴィントレーアが皮肉っぽく言う。

「まあヴィントレーア姉様ったら。聖せい下かはご立派な方です」

「財物と権利への欲を抜けば、もっと立派になるだろうな」

　コットロー聖主は、元々ベールランド連合王国のさらに南方で生まれた孤児の孫であると言われている。フィンメルハウゼンにはあちこちから人が集まるため、名前の系統も様々だが、コットローという珍めずらしい名は他にない。

　出自のためか権力への妄もう執しゆうは人一倍強いと言われていた。特に王位より格下と思われている双聖教聖主の座を、なんとか同格以上にしようと試みていることは、周知の事実であった。

「ヴィントレーア姉さんは、コットローが好きじゃないんだな」

　アルメインは呟く。

「お前だって好きじゃないだろう。小さいころから礼拝は欠かさなかったか？」

「祈ったって天から金が降ってくるわけじゃない」

「兵もな」

　まず軍のことが来るのが、ヴィントレーアらしかった。

　コットローは再び生前の死者を讃たたえて締める。列席者の思いはともかく、葬儀は滞とどこおりなく終了した。

　この後、宮殿に戻って国内貴族、各国の招待客には食事が振る舞われる。アルメインもそこへ行こうとしていた。

「失礼いたします。テルヒム様がお呼びです」

　小さな声で呼び止められた。宰相付き秘書官のエルラニアであった。

　アルメインが返答する前に、隣にいたナリアが答える。

「代だい王おうに無礼だぞ。テルヒムがこっちに来ればいい」

「他の代王の方にもお声がかかっております。……特にアルメイン様には重要なことになるかと」

　彼はエルラニアにうなずく。

「分かった」

「こちらです」

「兄上、私も」

　ついてこようとしたナリアだったが、エルラニアが制する。

「これは代王位の方のみです」

　片目を細くするナリアに、アルメインは言った。

「メーニカを連れてなにか食べていてくれ」

「……分かりました」

　アルメインはエルラニアについて行った。

　連れて行かれたのは、宰相の執務室であった。中にはすでにテルヒムとヴィントレーア、ジネルがいた。

　彼は少し不審に思った。ジネルの夫、ギーメルもその場にいたからだ。

「夫である以上、私も聞く権利があるんでね」

　ギーメルは言い訳というよりむしろ誇らしげに説明した。

　全員揃そろったのを確認して、テルヒムが満足げに笑う。

「代王の皆様にわざわざご足労いただき、恐縮の極きわみです」

「つまらん挨あい拶さつはいい。なんの用だ」

　ヴィントレーアが苛いら立だたしげに言う。

「それなりの理由があるのだろうな」

「もちろんでございます。実はフィンメルハウゼン宰相であるこのテルヒム、亡きヒルトルート代王から後事を託たくされておりまして」

　テルヒムは皺しわのよった唇くちびるをしきりと動かしていた。

「くれぐれもお三方が互いに手を取り合い、協力して王国の未来を作って欲しいと仰おおせでした」

　自分が聞いたのと違うなとアルメインは思った。いまわの際きわの言葉は、協力しても憎み合っても構わないような口ぶりだったからだ。ただここでは口に出さない。

「ヴィントレーア代王」

　言われた女性は胡う散さん臭くさそうに聞き返す。

「なんだ」

「ヴィントレーア代王は今後とも国軍の指揮を続けるようにとのことでした。軍ぐん務む卿きよう兼務でございます。印いん綬じゆは引き続きお使いください。さらにジネル代王」

「なんでしょう」

「ジネル代王には王国の財ざい務む卿きようも兼務していただき、財政を主に見てもらいたいとのことです。ご主人は大商人としてもならした方。これまで以上に王国を富ませてくれることでしょう。そしてアルメイン代王」

　テルヒムはもったいぶってアルメインを見た。

「アルメイン代王には中ちゆう務む卿きようの役を果たして欲しいと仰せでした。宮殿内の全てをつかさどる名誉ある職。くれぐれもお願いいたしますぞ」

　アルメインは顔をしかめた。

　中務卿はかなり古くからある職のため重んじられているが、その実は宮殿内の諸事を監督するだけの名誉職である。はっきり言って国政の中核からは遠い位置にある。その証拠に、今までの中務卿は引退直前の老人がいくばくかの下か賜し金きんを得るためだけに任命されていた。

　国軍の長であるヴィントレーア、財務を掌しよう握あくするジネルに比べてやることは皆かい無むに等しい。隅すみで座っていろと言われたに等しかった。

「ヒルトルート姉さんがそう言った？」

「真まことでございます」

　うやうやしくテルヒムが返答する。

　ルドニア三世の晩年からこのかた、フィンメルハウゼン王国の実質的な指導者とまで呼ばれたヒルトルートの言葉である。誰もが重んじざるを得ない。

　アルメインはとりたてて地位に固執しているわけではない。だが、王国内でなにかをなしとげたいとするなら、それなりの地位が必要なのもまた事実であった。

「テルヒムはまだ宰相職なのか」

「はい。ヒルトルート前代王から、くれぐれも代王の皆様方の助けになれと仰せつかりました。無論この老骨、労苦は惜しまぬつもりです。特に財務のことは、いくらでもお申しつけください」

　皺だらけの顔でジネルに微笑ほほえみかけていた。金のある方に媚こびを売るのは実にらしいと、アルメインは思った。

　宰相が味方になったと感じたジネルは満足げだった。

「そなたの王国への忠誠心、期待しております」

「お任せ下さい。本職にある限り、この身体は常に王国のものです」

「それは俺おれたちが死ぬより先に、今の地位を手放すことはないってことだろ」

　彼の皮肉に、テルヒムは表情を隠しながら、うやうやしく頭こうべを垂たれていた。

　アルメインは部屋から出た。廊ろう下かではナリアとメーニカが待っていた。

「お兄様、どんなお話でしたの？」

　メーニカがさっそく近寄ってくる。

「たいした話じゃなかった。俺を中務卿との兼任にするってさ」

「まあ。お兄様が中務卿だなんてそんな低い地位。信じられませんわ」

　可か愛わいらしい頰ほおを膨らませたのを見て、アルメインは苦笑した。

「メーニカは詳しいんだな」

「はい。メーニカもお兄様のお役に立ちたいですから」

　彼女はアルメインの服を摑つかんでいた。

　ナリアも寄ってくる。

「ひょっとしたら、ジネル姉様が財務卿兼務でしょうか」

「ああ」

「それは……少しおかしいですね。あまり金銭の勘かん定じようは得意ではないはずです。玉座への欲求は、大きいでしょうが」

「ギーメルがいればなんとでもなるんだろ」

「ギーメルが財務を担にないたいがために、テルヒムに賄わい賂ろを送ったとの噂うわさもあるのです」

「……へえ」

　いかにもありそうな話だが、確認のしようがなかった。彼は八年もの間、王家の中ちゆう枢すうから離れていた。噂ならいくらでも聞いていたが、真実がどうなのか把は握あくが困難だ。

「おい、私し生せい児じ」

　別方向からの声。ガルクトだった。太り気味の身体を揺らしながらやってくる。

「中務卿になったそうだな。役立たずのお前にはお似合いだ」

「君は無役だろう」

　間かん髪はつを入いれず発せられた皮肉に、ガルクトは顔面を真まっ赤かにしたが、かろうじて自制していた。

「……ふん。テルヒムに話があるんだ。俺はあいつに認められているからな。高い地位をもらう」

　さも自慢するかのように、にやにやしている。

「代王じゃなくても国を動かすことはできるんだ、私生児」

　彼は高笑いしつつ、先ほどまでアルメインがいた部屋に入っていった。

　アルメインは室内の様子に聞き耳を立てたりしなかった。さっさと歩き去ろうとする。

　ナリアが話しかけた。

「兄上、中務卿の位、受けられるおつもりですか」

「遺ゆい言ごんだからなあ」

「もっと上の地位でも良いように思えます。それこそ、王でも」

「…………」

「あの古着屋での兄上の言葉、私は王を目指しているものとして受け止めました」

「……ナリア」

　アルメインは足を止める。

「先に戻っていてくれ」

「兄上は？」

「行くところがある」

　そう告げると、彼は返事を待たずに廊下の角を曲がった。




　アルメインは宮殿の庭に出た。

　ここはかつて、自分がよく歩いた林だった。あの頃に比べて木は大きくなり、どこか神秘性を増したようにも感じられる。

　物思いにふけりながら散策するにはいい場所だった。自然を学ぶにも好都合で、宮殿を抜け出てからあちこちの山林を歩いたが、やはりここが原点だったと感じさせる。

　彼は革帯に挟はさんでいた紙片を取り出した。

　そこには数行の文字と、木で作られた小さな笛。

　ヒルトルートから渡された物だった。あの、命の火が消える直前に彼女から渡されたものだ。その時はただ握りしめていただけだったが、ようやくどういうものか向き合えるようになった。

　紙片に書かれているのは散文詩であった。




　　庭の木のもと

　　雛ひな鳥どりは鳴き

　　二つ道を示さるる




　これだけだ。

　最初の二行の意味は分かる。今いるところは宮殿の庭で、「鳴く」のはこの笛のことだろう。だが最後の意味はなんなのか。考えても不明だ。

　だとしたら、実際にやってみるしかない。ヒルトルートがなにを考え、どうして自分にこのようなものを託たくしたのか。いまわの際に与えるようなものなのか。

　少しだけためらった後、彼は笛に口をつけて、力一杯吹いた。

　ピィー。小指の半分ほどしかない小さな笛なので、大きな音は出ない。なるほど確かに、雛が鳴くような音だ。

　なにも起こらない。彼はしばらく待つ。

　やがて。

　背後から草を踏みしめる音がしてきた。

　アルメインは振り返る。そしてしばらくの間、その人物を見つめていた。

「……君か」

「ご無ぶ沙さ汰たしておりました」

　かつて彼につけられたメイド、カリーンは優ゆう雅がに腰を折った。




　黒っぽい服に白い頭飾り、しなやかな肢し体たいに端たん整せいな顔立ち。にこやかだが、意思の強い表情。

　アルメインは目をしばたたかせる。眼前のメイドは、母親が死んだときと同じ雰ふん囲い気き、美しさだった。

「お呼びくださると、信じておりました」

　彼は手元の笛を見つめる。

「……これは君を呼び出すためのものだったのか」

「はい」

「俺がいなくなったときと少しも変わっていない。宮殿にいたのか？」

「ずっと宮殿にてお待ちしておりました。ですがどなたにも仕えてはおりません。わたくしの主人はアルメイン様のみです」

「ナリアみたいなことを言うんだな」

　メイドはにこりと微笑む。

　アルメインは手元の紙片を眺める。

「二つの道……君に関係しているのか」

　カリーンはうなずいた。

「さようです」

「一つは？」

「……お話ししましょう。それほど長い話ではありません」

　彼女はアルメインの返事を待たずに話しはじめた。

「アルメイン様は代王になられました。今後ご不便を感じることはなく、優雅な生活を送ることができます。代王としての責務はヴィントレーア様とジネル様にお任せくだされば責を問われることもないでしょう。変化はなく史家の筆にのることもなく、平へい穏おんな生しよう涯がいとなります。これが一つの道です。アルメイン様がこの道を取られる場合は、わたくしはこの場から姿を消し、二度とお目にかかることはありますまい」

「じゃあもう一つは？」

　彼女は左手を、空中に字を書くよう動かした。

　アルメインは喫きつ驚きようした。その手に、大きな宝石があったからだ。

　半透明の臙えん脂じ色いろの沈み込むような暗さを持つ、空中に穴が開いたと錯さつ覚かくすらさせられる宝石。じっと見つめていると果てしない暗くら闇やみに吸い込まれてしまいそうだ。

　彼にはそれがなにか分かっていた。

「冥めい玉ぎよく……」

　自分でも知らないうちに呟いていた。

「どうして君が持っている」

「わたくしは王ではありません。ですが、冥玉と共に王となる方に任える存在です。冥玉は本来手にしていた方より離れました。ですから、わたくしのところにあります」

　メイドは底冷えするような声で言った。

「わたくしがアルメイン様の手足となり、あらゆる情報を集め、あらゆる汚れ仕事を請うけ負おいます。アルメイン様はそれらを使い、自らに有用な人間を取り上げ、不要な人間を消すのです。宮殿は陰いん謀ぼうによる血にまみれ、夜に怯おびえることとなり、民はあたかも伏ふく魔ま殿でんのように思うでしょう。もしかしたら暗黒の中を手探りで進む恐怖に襲おそわれるかもしれません。ですがフィンメルハウゼン王国は栄光への道を走ることとなり、いずれアルメイン様は中ちゆう興こうの祖そとして讃えられるでしょう。これがもう一つの道です」

「…………」

　アルメインはなにも言うことができず、眼前のメイドを凝ぎよう視ししたままだった。たった今聞いたことを理解するのに、時間がかかった。

「君は……君はなにものなんだ。冥玉と共に生きているのか。どうして年を取らないんだ」

「メイドでございます。ですが」

　右手を肩の高さまで上げ、くるりと翻ひるがえす。

　刹せつ那な、手のひらに明かりが灯ともった。燐寸マツチのような弱々しいものではない。青白く、はっきりとした炎ほのおだった。
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　彼女は火のついた手を振り上げ、下ろす。

　青白い炎は火球となり、高速で突き進むと庭木を直撃した。激しい音がして、太い幹が真っ二つになる。

　アルメインは茫ぼう然ぜんとした。

「魔ま導どう……」

「はい」

　カリーンは礼をとる。

「わたくしたちは冥玉と共に生きることを選び、王に仕えることを生なり業わいとしてきました。魔導はそのためにあります」

　左手にある宝石は静かに色をたたえている。

「これだけではありません。鳥よりも早く、遠方より情報をもたらす技もあります。我が氏族は、古来より魔の力を受け継いでいるのです」

「とっくに滅びたと思っていた」

「わたくしたちの先祖は迫害され、混血によって力が弱まりました。もはや力を使えるのは、我が氏族のみでしょう」

　彼女はそう語る。アルメインはメイドの、以前とほとんど変わらない美しさを見つめていた。

　この大陸で魔導の歴史は古く、迫害は長い。炎を操り水を生み出す力は、自分たちにはできないという理由で嫌われ、遠ざけられてきた。なにより双聖教の教義に反するものだったから、表舞台から退場させられたのは必然でもあった。

　長い歴史の中で魔導が戦いに寄与することもあった。特に炎の魔導は、重ちよう宝ほうされたらしい。だが力は年月を経るうちに緩ゆるやかに失われ、消えていった。同時に人々の間に魔導を使うものへの嫌けん悪お感かんも薄れていったが、これは魔導が歴史書の墨すみにすぎなくなったとの理由が大きい。

　アルメインは大陸中を旅していた際、一度だけ魔導を使う人間を見たことがある。森林の奥の朽くちかけた庵いおりで暮らす老ろう婆ばで、指先に燐寸を灯すことしかできなかった。

　しかし今目の前にいる女性は、そんな程度ではなかった。おとぎ話に出てくるような魔導を、こともなげに使用して見せたのだ。

「…………」

「我が氏族は、遥はるか以前から、国の裏面で仕事をしてまいりました」

　カリーンが語り出す。

「初代の王、ヴィーリシス大王に冥玉が渡ってから、歴代国王の手足となって働いてきたのです。無論、裏の人目につかないところで」

「この国には、テーアドーラ大聖堂があるんだぞ。魔導は認められていない」

「光り輝くところには、必ず濃い影ができるものです」

「なんで……俺に」

「ご命令があったからです。わたくしはルドニア三世の指示によってアルメイン様につけられました。ですが、強く推おされたのはヒルトルート様です。わたくしの部下であるメイドたちは宮殿内のみならず、国中、大陸中に散らばっております。支配者に必要なのはあらゆる情報です。メイドからは、魔導によって逐ちく一いち情報がもたらされております。それらの中には王族、貴族の醜しゆう聞ぶんや隠された犯罪も含まれております。いずれもアルメイン様にとって武器となりうるでしょう。それだけではありません。魔導を利用すれば、大陸に覇はを唱えることも可能となります」

「それにしても……」

「冥玉が選んだからです」

　カリーンは静かに語った。

「ルドニア三世がはじめてアルメイン様と対面されたとき、冥玉は小さく輝きました。ほとんど分からないほどの光でしたが、そのときに後継を考えられたそうです。ただ、ヒルトルート様がおられました」

　このメイドはゆっくりと言葉を紡つむぎ出だす。

「冥玉は以前より、ヒルトルート様のために強く輝いていました。ですからそのままではアルメイン様が後継になることはなかったでしょう。ですがヒルトルート様は病に冒おかされてしまわれたのです」

「だから俺を……代王に」

「はい」

「どうしてヒルトルート姉さんは俺を放っておかなかった。君を俺につけたんだ」

「愛されていたためかと」

　メイドはそう答える。

「ヒルトルート様はとりわけアルメイン様に目をかけておられました」

「俺は宮殿を逃げ出した身だ」

「その理由は存じております」

　アルメインは息を詰まらせた。

「姉さんが……」

「はい。ヒルトルート様がわたくしにお話しになりました。わたくしをお使いになるなら、アルメイン様の心の闇を消すこともできるであろうと、おっしゃっていました」

「…………」

「はじめてではありますまい」

　カリーンは言った。

「アルメイン様は大陸のあちこちで、商家や王室の醜聞、陰謀に遭そう遇ぐうしたはずです。そして好むと好まざるとにかかわらず、巻き込まれていきました」

「なんで、そのことを……」

「砂漠の国でマスリーハー王妃の喉のどを突いた短剣。あれをそもそも王妃に渡したのはアルメイン様ではないのですか？」

　アルメインはよろめいた。自覚せず、足下をふらつかせていた。

「どうして……知っている」

「魔導は海をも越えて知らせをもたらすからです。ヒルトルート様もご存じでした。宮殿に満ちた匂いはアルメイン様にも染みついています。冥玉はその匂いを嗅かぎとったのです」

　そうなのだ。彼は陰謀に巻き込まれただけではなく、手も貸していた。それは金のため、生きるためであったが、そのわりには規模が大きすぎた。王室を崩壊させる計画、大貴族を没落させる陰謀にも彼はあちこちで関わってきたのだ。

　大陸中を放浪したため彼の知識は重宝され、才覚は陰謀に生かされる。いつしか裏の社会で「大貴族、大商家を手に入れたかったらこの男を雇やとえ」とまで囁ささやかれるようになった。

　リューブルグに戻ってきたのはそんな生活に嫌気がさしたためだ。だがやはり、ここでも逃れられなかったのだ。

「ヒルトルート姉さんは……なにもかも知っていたのか」

「はい。わたくしを使いこなせるであろうと」

「……生きたいのなら、カリーンを使えと言うことか」

「わたくしは毒です。ですが毒は人を殺あやめるだけではなく、救うこともできるということです」

「下宿先のおばさんたちは、咎とがもないのに殺された。ああいうことをなくすには、君の力が必要なのか」

「はい」

「俺の心の闇を、眠れない夜から解放されるには、君の力が必要なのか」

「はい」

　カリーンは感情を込めず、肯こう定ていしていた。

　アルメインは足から力が抜けていくのを感じた。なんということだ。あの姉は、稀き代たいの美しさと手腕を併せ持った姉は、とんでもないものを残していった。表向きの権力ではなく、裏の、誰はばかることなく使用できる力。

　この力の威力がどこまで及ぶものかは分からない。だが不気味な、底のない果てしなさを抱えていることは、嫌と言うほど感じられた。

　彼はくじけそうになる身体を、かろうじて踏ん張っていた。

「それは……必要な力なのか」

「はい」

　アルメインはカリーンを見つめた。魔導を使うメイドと、手の中の宝石を。

　暗い臙脂色の石は、手招きしているようにも感じられる。

「一つ訊きたい。俺以外の人間にも、他の代王にも、冥玉は輝いたのか」

「…………」

「どうなんだ」

　我知らず、彼の声は大きくなっていた。心の動きが声質となって現れていた。

　カリーンに感情の動きはない。

「……それをお答えすることはできません。ただ言えることは」

　メイドの台詞は、冥玉の気持ちを代弁しているかのようであった。

「冥玉は容易に人を裏切ります。歴代の王は力、あるいは謀はかりごとによって冥玉を得ましたが、冥玉もまた王を得るのです。そして冥玉にとらわれすぎると、王とて生気を失い死へと転落します。これを防ぐには強い意志が必要です。時には非情とも思われる力を使うことにもなります」

「そのための君か」

「それだけではありません。時には人を遊ゆう戯ぎ盤ばんの駒のように扱わなければならなくなるでしょう。駒を動かす手は冷たいものです。人からは恨うらまれます。きっと、ご姉妹にも」

　一瞬だが、彼の脳裏にナリアやメーニカの顔が過よぎった。

「……その道を進まなければならないか」

「王となるなら」

「ならば……俺は、王になろう」

　彼は言い切った。手のひらが汗で濡ぬれていた。

「冥玉を手にカリーンを使ってみせよう。咎なく死ぬ人たちをなくす。血でがんじがらめの王家を正す。全ての心の闇を消す。こんな闇の力に頼るような国を、変えてみせる。そして、いずれ」

　彼は息を吸った。

「冥玉に従う必要のない国にしてみせる」

「それは……」

「平和だ」

　アルメインは言い切った。

「俺はどれだけ汚れようと、闇を一掃して平和の国にしてみせる。力は使う。血にも手を染める。闇にも足を踏み入れる。だが最後には、王国を平和で豊かな国にしてみせる」

「……かしこまりました」

　カリーンは深く頭を下げた。

「わたくしは今後、なにがあろうとアルメイン様の手足として力を尽くします」

「だがいずれ、俺が国を収めたら、冥玉は葬ほうむり去さる。そして君のような人間は追放する。闇を払ったあとに、毒は必要なくなる」

「委細全て、承知いたしました」

　メイドの言葉に揺らぎはなかった。

　彼女は手を伸ばす。その手のひらには冥玉が握られている。アルメインはためらうことなく受け取った。

　冥玉は空中に浮かぶ。そして数回回転すると、彼の手のひらに消えるようにして吸い込まれていった。

「冥玉は気まぐれです。なにかをきっかけにして、その姿を現すこともあります」

「最後に教えてくれ」

　アルメインは言った。

「もし俺が断ったら、君は他の代王の元に向かったのか？」

　彼女は返答しなかった。

　まあいいと彼は思った。すでに決心したのだ。王としての道を進むと。それは石畳で舗装された安あん寧ねいな道ではなく、行く先の知れない、ひたすらに長い道のり。

　もはや振り向く余裕はない。すでに退路は断たれていた。
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　ハイニルとヒルトルートが没してからというもの、王国の内外では野心という名の思おも惑わくがしきりと脈動していた。

　フィンメルハウゼン王国は北側の大部分をグーゼルホーフ帝国と接し、南の半分をベールランド連合王国と接している。両大国からの影響は免れない。かつては十三王国の末まつ裔えいという栄光、物流の中心地であること、双聖教の主座があることを生かし、なんとか存続してきたが今後も安泰とは限らない。連綿と受け継がれてきた王国が力を得た人間の気まぐれによって跡形もなくなった事例は、枚まい挙きよに遑いとまがないのだ。そして今グーゼルホーフはルドニア三世崩ほう御ぎよから時を経ずして、国境付近の軍を増強していた。

　王国内においてヴィントレーアとジネルの二人の代王は、早くも政策を発していた。

　まずヴィントレーアは「廉れん潔けつ」を掲かかげて王宮内外の清掃をはじめた。

「高潔な人間による高こう邁まいな政まつりごと。フィンメルハウゼン王国が再び大陸に覇を唱えるために、他の方法は存在しない」

　彼女はそう明言すると、腐敗官かん吏りと貴族を片端から探し出し、罪を裁いていった。

　特に許されなかったのが怠たい慢まんである。ヴィントレーアは書類を整理する役人、外壁を補修するため雇われた職人にすら、昼夜行軍する兵士並みの労働を要求した。

「全ての人間が汗を流せば、自おのずから国力が増すのだ」

　理屈の一つではあった。事実、彼女は自分の手足である軍を過か酷こくな訓練によって鍛きたえ上げ、王国内で並ぶもののない存在に変へん貌ぼうさせたのだ。「私の部下にできたのだから、できる」というのがその理由である。

　そうはいっても職種の違う人間にまで過酷な労働をさせるのは無理があった。事務仕事は膨ぼう大だいな書類との格闘であり、国家の運営に不可欠なものだが同時に理解されにくい。そもそもヴィントレーアは働きに見合っていないという理由から、役人の手当の削さく減げんも布告したのである。今は皆、文句も言わないが、いずれ人間と組織の双方が疲ひ弊へいすることになるかもしれない。

　城内の人間はさておいて、民衆は歓喜の声で迎えた。無論喜んでいるのは役人と関係ない市民であり、地位が上のものの苦痛を酒のつまみとする人たちである。ヴィントレーアは改革者として迎えられつつあった。

　音ねを上げた一部の貴族は自然と財務を預かるジネルの元に集まりつつあった。王国は土地の面積の割に貴族の数が多い。領土が少なくても貴族の名を継いだものがそれほど減らなかったためである。名ばかりの貴族となった人間は土地収入をあてにできないため、自然と軍人か官僚となった。軍人はヴィントレーアを支持している。過酷な労働を押しつけられる官僚がジネルに流れるのは当然のことであった。

「働くものには報むくいを。わたしの懐ふところに飛び込んでくる人たちを無む下げに扱ったりはしません」

　苦情を申し立てる貴族たちに、ジネルはそう告げた。そしてわずかばかりの金を握らせると、「今は忍耐のとき。いずれ元のようになる。そうなったときは私の恩を忘れぬように」と宥なだめた。

　ジネルはジネルで税率の軽減策を発表していた。この税率軽減はよく見ると、大商人のみに限られており、富めるものがますます富む政策であった。そしてジネルというよりはギーメルと彼の実家であるゴルワース家がますます豊かになるようにしたものであるが、彼女はそんなことを馬ば鹿か正直に告げたりはしない。

　なんにせよゴルワース家の力の増大は、ジネルの立場上昇に寄与する。今は政策の布告をしたばかりだが、いずれ効きいてくるであろう。

　これら二つの政策が二人の人間から発せられる。これが今までのフィンメルハウゼン王国と違うところであった。そもそも政策というのは発案者が複数であっても途中で摺すり合あわせがおこなわれて、一つにまとめられるものである。個々に発表されるとは長い王国の歴史でも滅多にないことだ。そしてその「滅多にない」ことが起こるとき、必ず内戦をともなっていた。

　貴族たちの間に激震が走った。遠からずヴィントレーアとジネルは激突する。内戦になるかどうかはともかく、今のうちに足場を固めておかなければと、貴族たちは競ってヴィントレーア、ジネル両代王の元を訪れていた。

「まあ、俺のところに来るわけはないよな」

　アルメインは皮肉っぽい言い方をした。代王とはいえ中務卿という名誉職についた人間を訪れるのは、どうしても後回しになるか無視されるだけだ。

　彼自身はどちらにも顔を出さない。今は頭を低くしているときだ。前面に出るつもりもなく、むしろ目立たないくらいがいい。

　二人の姉も、アルメインのことは脇わきに置いて、当面の敵手に注意を向けていた。ヴィントレーアはジネルを「惰だ弱じやくで腹黒な姉」と考えており、ジネルはヴィントレーアを「短慮で性急な妹」と思っている。そしてどちらも「排除しなければ王国に明日はない」と信じてもいた。

　それでも完全にアルメインを無視しているわけではなかった。名誉職とはいえ中務卿であり、同じ代王の位にあるのだ。

　葬儀後しばらくしてから、ヴィントレーアはアルメインのところに来てこう語った。

「私の手足となれ」

　強圧的であるが、確固とした信念の元、彼女は言っていた。

「姉が亡くなってから、王国はたがの外れた桶おけのようになっている。水みず漏もれを防ぐには多少力を込めてでも弛ゆるまぬようにしなければならない」

「姉さん、俺は桶屋じゃないけれど」

「私とて身体は一つしかない。動いてくれる人材が必要だ。中務卿の地位のまま、安あん穏のんとしてるよりは退屈しないだろう。それに、ナリアのこともある」

　ヴィントレーアが以前から、ナリアに眼をかけていたことは彼も承知していた。

「ナリアとお前は肉親だ。働いてもらいたい」

　彼は、血の繋つながりについてひとことあるのだが、ここで口にするのは控えた。

　代わりに自らを低く見せる台詞せりふを発する。

「王宮から逃げ出した身だよ」

「だったらなおのこと働け。弟が姉のために尽くすのは当然だろう」

「そうかな」

「長い間王宮を離れていても、肉親の情は残っていると信じている」

　肉親の情。アルメインはこの隻せき眼がんの姉が、いざとなればいくらでも酷こく薄はくになれることを知っている。グーゼルホーフとの国境紛争中、北西の小国に嫁とついだ従姉いとこが使者としてやってきたことがあった。遠回しにグーゼルホーフの意向を伝えに来たその従姉をヴィントレーアは歓待し、そのまま独房に放り込んでしまった。彼女の「どうせグーゼルホーフから援助を受ける代わりに、我々に不利な条件を飲ませるとでも言ってやってきたんだろう」との想像が正しかったようで、グーゼルホーフ側も積極的に救出することもなく、紛争が収まったときには衰すい弱じやく死し寸前であった。ヴィントレーアは「別に殺してもよかった」と言うのだから、生きて解放されたのはたまたまにすぎない。

　つまり、ヴィントレーアの判断基準は使えるかどうかにかかっている。では使い終わった後はどうなる。

「……俺はまだ、王族の生活を満まん喫きつしていたいよ。今まで貧乏しすぎた」

　アルメインは言外に、今は権力に興味はないと告げたつもりだった。真意はともかく。

「ふん。面おも白しろくもない返事だ」

　ヴィントレーアは退出していった。アルメインの思いが伝わったかどうかは分からない。武に片寄ってはいる姉だが、単細胞ではないのだ。

　面白いことに、ヴィントレーアが去ったすぐあとにジネルがやってきた。

「アルメイン。ようやくあなたとゆっくり話すことができるわ」

　彼女はほっとしたような表情を浮かべていた。いかにも安心しきった顔つきだ。アルメインはこの姉が、趣味で舞台に上がっていたことを思い出した。

「帰ってきてくれて嬉うれしい。宮殿の外はさぞ大変だったろうに」

「それほどでも……」

「知っての通り、私は財務卿に任じられたが、才覚に見合わない地位であることは分かっている」

「実力が見込まれたんですよ」

「私は細い枝も同然。強風で折れることもあるわ。日々不安でならない」

「回りくどいですよ、姉さん」

「……私を助けて欲しい。ヴィントレーアは王国を締め付けすぎている。桶とてあまり強く締めれば壊れてしまうものを」

　アルメインは心の中で苦笑した。同じ桶の譬たとえだ。さすが姉妹、思わぬところが似ている。

「でもジネル姉さんが、そんなに弱い女性とも思えないですよ」

「女はいつだってか弱いものよ」

　そんなはずはない。亡くなったヒルトルート相手に、ジネルは対等に振る舞っていた。それだけでも相当な精神力だ。

「アルメイン、私を助けてくれない？」

「……一つ訊いていいですか」

「なにを？」

「俺が代王じゃなくても、ジネル姉さんは頼ってくれた？」

「……もちろん」

　瞳の色がほんの少しだけ変化したのを、アルメインは見逃さなかった。

　確固たる言げん質ちは与えず、彼はジネルに引き取ってもらった。

　一人きりになり、彼は無心に考えた。どちらも権力を欲している。王室の血がそうさせるのだろう。そしてアルメインを味方に引き込もうとしている。

　ごめんだと彼は思った。一時的に手を組むことはあっても、利用されるつもりはない。

　ヴィントレーアは軍を統とう括かつする身だから、容易に剣での解決を図ろうとするだろう。ジネルもまた、有り余る財力を利用すれば兵を集めることは可能だ。正面からぶつかれば、きっと多くの血が流れる。あの二人の下につけば必ず巻き込まれる。

　アルメインはすでに別の道を行くと決めていた。どちらとも相あい容いれない道。

　その道を進むと決めたのだ。心の中の闇、王国に澱よどむ闇を晴らすために。

　彼はナリアを呼んだ。

「お呼びですか」

「以前の部屋にまた住むことにする」

　妹は怪け訝げんな表情をしていた。

「狭せまく、暗い場所です。この執務室でよろしいのではありませんか」

　かつて寝起きしていた部屋は、狭せまかった。彼が姿を消してからは使われておらず、埃ほこりが積もるがままとなっていた。

「近くに書庫があって、メイドの控え室があるのがいいんだ」

「ならば、私も兄上の近くに移ります」

「いいよ」

　あっさりした返答に、むしろナリアの方が驚いていた。

　その後アルメインは妹を連れて、自分の部屋の階下にある宮殿の書庫に足を向けた。

　書庫は歴代の王、とりわけ八代前のミルネルク二世の書物好きが高じて、個人的な書庫として作りあげられた。その後、書物だけではなく各所に散らばっていた公的文書なども収蔵することになり、拡張を続けていた。

　書庫の戸口にいる衛兵に、軽く合図をして中に入る。出入りは制限があるが、代王ともなれば何の問題もない。

　内部には一か所しか窓がない。そういう作りなのではなく、本が積み上がっていて他の窓は役に立ってはいないのだ。

　アルメインはぐるりと見回した。

「便利な場所だ」

「そうでしょうか？」

　とナリア。

「執務室に頻ひん繁ぱんに出入りすれば、テルヒムや姉さんたちがいい顔しないからな」

「抗議なさればいいのです。兄上も代王なのですから」

「いや、ここがいいんだ」

　彼はカリーンを呼んだ。このメイドは、どこにいようと呼べばさほどの時間をおかずに現れる。

「お呼びでしょうか」

「書庫を整理する人間を集めてくれ。あと、古着屋の遺族がいたら見舞い金を出してくれないか」

「あのご夫婦に子供はおりません」

「……そうか。じゃあ葬儀だけでも。それとグーゼルホーフ大使とベールランド大使、あとジネル姉さんについて調べて欲しい」

　メイドはかしこまりましたと言って退出した。ナリアが再び怪訝そうな表情をする。

「何をなさろうとしているのですか」

「色々とね」

「……どうしてあのメイドを重用なさるのですか。調べごとなら、私にお命じください」

「いいんだ」

　アルメインはたしなめるように言った。

「それより、ナリアこそ俺につきあっていていいのか。ヴィントレーア姉さんに誘われていただろ」

「忠誠を誓った方をころころ変えるようでは、見識が問われます」

　離れるつもりはない、ということであった。

　彼は椅い子すを持ってくると窓際に座った。

　陽の光が長机の周辺だけを照らしている。あとは薄暗い。

　今の自分を表していると彼は思った。代王とはいえ役職は日ひ陰かげ。手の内にあるのは自らに忠誠を誓う妹とメイドだけ。

　だがそれでいいのだ。これからおこなうことは多くの耳じ目もくに晒さらすことではない。怨えん恨こんと復ふく讐しゆう心しんを生み出し、そして恐らく、幾いく多たの死人も。

　書庫の扉とびらが開く。メイドたちだろうと彼は思ったが、そうではなかった。

　その人物は飛び上がるようにしてアルメインに抱きついてきた。

「お兄様！」

　メーニカは満面の笑みを浮かべていた。

「このようなところにいらっしゃるなんて。メーニカは宮殿の全てのお部屋を探してしまいました」

「ごめんな。これから俺はいつもここにいるから」

　この妹の無む垢くな笑顔を見ると、彼の表情もついほころんでしまう。それだけ愛らしかった。

　メーニカは室内を見回していた。

「お兄様、ひょっとして王国の歴史や法を調べられるのですか？」

「そうだ。よく分かったな」

　妹の思わぬ指摘に、彼は驚いた。

　メーニカは微笑を浮かべる。

「わたくしもお兄様のことを手伝わせてください」

「メーニカ、君にはまだ無理だろう」

「まあ。メーニカはもう大人です」

　頰を膨らませる。その仕草がむしろ幼さを強調させていた。

「お兄様のお役に立ちたいのです。いずれお兄様は王国の主あるじとなられますわ。メーニカはその横にいたいのです」

　その言葉は予言めいており、力強くもあった。

　目を細めて妹を見ていたアルメインは、視線を感じてふと顔を上げる。部屋の扉近くに、メーニカと共にやってきたメイドがたたずんでいた。サリューンである。

「メーニカ」

　彼は声を潜ひそめた。

「あのメイドは、カリーンの部下だったりするのか？」

「いいえ？」

　メーニカはきょとんとしていた。

「サリューンはメーニカだけのメイドです。どうしても欲しいと言われるのなら、お兄様づきにしても」

「……いいんだ。そうじゃないんだ、メーニカのものを取ったりはしないよ」

　その言葉に、幼い妹はにっこりと笑った。

　十名近いメイドがやってきた。カリーンの部下たちだ。先頭のメイドはラーニーンと名乗った。

　ラーニーンは他のメイドたちと違い、胸元に陶器の胸針ブローチをつけていた。薔ば薇らをかたどったものだ。

「参上いたしました」

「この雑然とした書物を片付けて欲しい。あと、王国の地図と歴史書、特に冥玉のことが載のってるものを持ってきてくれ」

「はい」

「ああ、ラーニーンにはもう少し難しい仕事を頼む。『斑まだらの短剣』の最近の活動についてだ」

「かしこまりました」

　ラーニーンはカリーンよりもさらに堅かた苦くるしい感じで、頭を下げた。

　メイドたちが本と地図を持ってくる。アルメインの前に積み上げられた。

「……ナリア」

　アルメインは地図を広げながら訊いた。

「はい、兄上」

「……ヴィントレーア姉さんがグーゼルホーフと国境争いをしていたはずだが」

「ヒルトルート姉様が直々に命じて、レンデン市に駐ちゆう屯とんしていました。相手の将軍とも交渉をしたと聞きました」

　レンデン市はグーゼルホーフとの国境すぐ近くにある街である。隊商が必ず通る道が、街の真ん中を貫いていた。

　グーゼルホーフはかねてよりこの街を自国の一部であると主張していた。曰いわく、市民にはグーゼルホーフ系住民が多く、彼らは独立を望んでいる。我が国はその運動に心から賛同するものであると。

　もちろんフィンメルハウゼンは真っ向から否定していた。古来よりこの地はフィンメルハウゼンのものであって、グーゼルホーフの領土であったことは一度もない。独立を煽あおり、しかるのち併合を目もく論ろむ見みえ透すいた企たくらみであると。

　今でこそ小康状態だが、過去には幾度か同市を巡って紛争もあった。それが去年、グーゼルホーフ軍が演習を目的に近郊に出現したことで急きゆう遽きよヴィントレーアが派遣されたのである。

　国力はグーゼルホーフの方がフィンメルハウゼンよりもずっと上である。対処は慎しん重ちようを要する。ヴィントレーアがヒルトルート直々に命じられて出向いたのも、その現れであった。

「姉さんと対たい峙じしていたグーゼルホーフの将軍の名前はなんていった」

「ノイエンリック将軍です」

「ふーん。シュタインベルク大使とは？」

「連絡は取り合っているでしょう。伝書使クーリエが行ゆき交かっていると聞いたことがあります」

「大使は欲深だって聞いたな」

「有名な話です。賄賂を拒こばまず、しかも吝りん嗇しよくですから。王国に赴任したのも、商業の中心で金が動くからだとか。ノイエンリック将軍はそれほどでも」

「あの二人、仲はよくないはずなんだ。女を取り合ったことがあるはずだからな」

　アルメインの言葉にナリアは顔をしかめ、ついで驚いた。

「どうしてそのようなことを？」

「少し前にグーゼルホーフで仕事をしていたとき、娼しよう館かんの女から聞いたんだ。今は王国の国境近くにいるのか……」

　娼館という言葉にまたしても彼の妹は顔をしかめたが、アルメインは気づかなかったふりをした。

　そこにカリーンが戻ってくる。

「各所に手は打ちました。近いうちに報告があがってくるでしょう」

「ありがとう」

　ねぎらいの言葉をかける。ナリアの表情にふと引きつるようなものが見えたが、アルメインは今度は本当に気づかなかった。

「カリーン。ベールランド連合王国は国境でなにかしているか？」

「いいえ。今のところは」

　メイドは首を振った。

　ベールランドの領土に対する欲求はグーゼルホーフほど露骨ではないが、手が込んでいる。フィンメルハウゼンの一地方ではなく国全体を狙ねらっているのだ。特に物流の中心である首都リューブルグを抑えられればローディア大陸を商業的に支配することが可能なのだ。

　手が込んでいるのは土地そのものを狙っているわけではない点だった。ベールランドの操り人形を王座に就つけることが目的だ。あとは条約でいかようにもできる。そのためかねてから、フィンメルハウゼンの官僚や貴族には多くの賄賂が撒まかれていた。

「俺にも金貨の詰まった袋が届けられるかな」

「兄上」

　ナリアがたしなめるように言う。清せい廉れんを身上にしている妹は、冗じよう談だんでも口にすることを好まない。

　アルメインは苦笑し、懐から銀貨を二枚取り出した。中務卿に任じられたときに支払われた金銭の一部である。家賃を払うにも事欠いていたころに比べれば、目も眩くらむような額だ。

　銀貨を長机の上に並べて載せる。

「ヴィントレーア姉さんとジネル姉さん……どっちにすべきかな」

　ナリアが眉を顰める。

「なにが、でしょうか」

　アルメインは妹の疑問には返事をしない。

「カリーン。どっちの姉さんが優すぐれていると思う？」

「軍を率いるヴィントレーア様と実務をつかさどるジネル様。どちらも相応の見識と実力をお持ちです。もっともジネル様はあまり多くの人に慕われてはおりませんが」

　メイドの返答は相変わらず素っ気ないが、核心を衝ついている。

「軍はヴィントレーア様の下で結束しておりますが、ジネル様の下に集う役人はそうではありません」

「なるほどねえ。じゃあ、こっちからにしよう」

　彼は右側の銀貨を裏返す。それがジネルを指していることは、ナリアにすら理解できた。





	

















　今のところ、白はく磁じ宮殿から火の手は上がっていないが、緊張が増しているのは誰だれの目にも明らかだった。熱せられた油が撒まかれているようなもので、きっかけさえあればいつでも燃え上がる。

　ジネルが生まれたとき、ルドニア三世には二人の女児がいた。つまり彼女は三人目の娘なのだが、直後に次女が病やまいによって世を去った。いつの時代も病気はあっさりと命を冥めい界かいへ運んでいく。

　聡そう明めいで美しい長女ヒルトルートに比べ、ジネルは万事控えめと言われていた。だがそれは姉と比較されるのを好まないからあえて口数を少なくしていた面もある。心中には負けないほどの野心を秘めていた。皮肉なことに、これは姉を見て育ったからであり、その姉が物ぶつ故こした今、控えめという重しは必要なくなっていた。

「あなた」

　ジネルは良人のギーメルに言った。

「貴族たちはどのように言っておりますか」

「みんなヴィントレーアに不満を持っている。あれだけ給金を減らされては当然だろうな」

　貴族の末端に連なっていても家格の低いものたちは、土地を持たないか、持っていても猫ねこの額ひたいほどしか所有していない。土地収入のない彼らは王国の役人となって禄ろくを得ていた。それをヴィントレーアは削さく減げんしはじめたのだ。不満が募つのるのも当然であった。

「宰さい相しようも同じ様なことを言ってたよ」

「テルヒムには財産があるはずです」

「その財産を削って、貴族たちに分け与えて欲しいって持ってきた。貴族こそが国を支える根幹だと言って」

　血管がなければ血液は体内を流れず、貴族が役人として血管の役を担になっているのだとすればその考えは正しい。ヴィントレーアの締めつけは、流れを止めるようなものと映っているのだろう。問題はテルヒムの目的が、貴族救済よりもジネルに媚こびを売ることなのだが。

　ジネルとギーメルの二人は、宰相を「味方」と見なしつつ、金を受け取った。

「半分ほど貴族たちに渡そう。多少の金銭を渡すだけでも、涙を流して喜ぶ」

　ギーメルは言う。当然残りは彼の懐に入れるつもりだ。

　ジネルは夫の言葉を軽けい蔑べつしつつも認めた。

「そっちはあなたのしたいようにしてくださいな。ただ貴族たちには、なるべく働かないでいてもらいます」

「働いてもらうんだろう」

「働かないでもらうのです。あなたはなにも分かっていないのですね。いくら軍がヴィントレーアの手足とはいえ、ものを食べなければ生きていけないのですよ」

　ギーメルは気分を害したように返答する。

「そんな言い方はないだろう」

「私の言うとおりになさっていればいいの。実家から厄やつ介かい払いも兼ねて私と結婚したのですから、素直になってもらいたいわ」

「危険を冒おかして人と金を集めているぞ！」

「それくらい当然です。昼間私がいないとき、稚ち児ごを寝台に招き入れているのを知らないとでも思っているのですか？」

　怪あやしく光る眼光に、ギーメルは絶句した。双そう聖せい教きようの教義で男色は禁じられていないが、それと世間の評判は別だ。まして代だい王おうの夫がそのような行為にふけっていると知れたら、どうなるか分かったものではなかった。

　なにも言えなくなった夫に、ジネルは命じ続ける。

「貴族たちに私の命を伝えてくださいな。それと例のものをあなたの実家から運び続けて」

　ギーメルは表情を歪ゆがめながらも、ジネルの命を果たすために退出した。




　翌日から、ヴィントレーアの指揮下にある軍への食糧供給が、いきなり滞とどこおりはじめた。

　食糧不足なのではない。糧りよう秣まつ庫こにはきちんと保管されている。なのに届けられなかった。

　軍隊というのは組織であり、組織を動かすのは書類である。国の財産である食糧や装備品を動かすのには手続きと許可がいった。

　その許可が下りない。手続きは煩はん雑ざつ化かし、書類は滞たい留りゆうする。兵舎から兵舎に槍やり一本動かすにも難なん渋じゆうし、たちまち軍内には不満が渦巻いた。

　これらは貴族たちの怠たい業ぎようの仕業である。そのことは、ヴィントレーアにも理解できた。

「あの女め、私の兵を干ひ乾ぼしにでもするつもりか」

　ヴィントレーアは眼帯に覆われていない方の眼を憎にく々にくしげに歪ませた。

「一度干上がった兵を戻すのは並大抵のことではない。大人おとなしい顔をして悪あく辣らつな女だ」

　怠業を正すために、彼女はこれまで以上の締め付けと刑罰を与えている。それがますます貴族たちからの不満を招いており、負の連れん鎖さとなっていた。

「テルヒムあたりに、国庫から金を出させて直接食糧を供給するようさせられないのか」
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　部下のイーレクリス将軍が返答した。

「宰相閣かつ下かに面会を申し込みましたが、病で面会は難しいと」

「なにが病だ。あの老人め、ジネルに味方するか」

　直接的な力を封じられたら、金を持っている側が有利である。

　イーレクリスはまだ初うい々ういしさの残る年若い女将軍だが、彼女は峻しゆん烈れつさを伴う上官が、なにを好むか熟知していた。

「ならば宮殿内に兵を発しましょうか」

「そしてジネルを叛はん逆ぎやくの罪で捕らえるか。じつに魅力的だ。が、どこに証拠がある。貴族の怠業をジネルの責にするにも証拠はない。武器でも集めているなら別だが、白磁宮殿に集積するほどあの姉も愚おろかではないだろう」

「身辺を探らせておりますが、なかなか尻尾しつぽを出しません」

「部下たちはこういうことに慣れていない」

　ヴィントレーアの部下は剛直で直情的な人間が多い。裏に回って工作するより、戦場で矛ほこを交えることを好む者たちだ。

「証拠がなくとも、玉座を狙ねらっているのは明らかです。常に先手を取れば、足下をすくわれることもありません」

「ふむ……」

　ヴィントレーアは、右目を覆っている眼帯を、ゆっくりと引ひっ掻かいた。

「そうだな。このまま続くようだったら、私も部下のために立ち上がるしかなくなる」

「我々の忠誠はヴィントレーア様に捧ささげられています」

「感謝している」

　イーレクリスはヴィントレーアの脳裏に自分の案が刻まれたことに満足して引き下がった。これで今夜の臥ふし所どを共にするのが自分であることはまず間違いないだろう。隻眼の女将軍もまた、他の兄弟姉妹と同じように、独自の性せい癖へきを持っているのだった。




　代王の中でも、もっとも目立つことがないと陰かげ口ぐちまで叩たたかれている人物は、この状況でどうしているのか。実はずっと書庫へこもりっきりであった。

　ただ日にちが経つに連れ、書庫へ出入りする人間の数は多くなっていた。いつの間にか衛兵はメイドへと代わり、アルメインの関係者以外は入れなくなった。カリーンの部下たちは武器を扱っても精神面でも男にひるむことはない。

　窓際の椅い子すに陣取っているアルメインの下に、メイドたちがなにかの紙片を置いていく。彼はそれを見ては思し索さくにふけっていた。

「兄上、一体なにをなされているのですか」

　あるとき、思い切ったようにナリアが質問してきた。この妹は護衛でもあるので、書庫への出入りは自由である。

　アルメインは曖あい昧まいに返事をする。

「ま、色々とだ」

「情報漏もれを心配なさっているのでしたら、私が秘密を漏らすことはいっさいありません」

「それは信用してる。でも、それとこれとは別だ」

　やんわりとたしなめるように言った。

　そのとき書庫にラーニーンが入室してきた。

「アルメイン様、お話が」

　このメイドはそれだけを口にして、あとは黙る。

　アルメインは察すると、妹に「外してくれ」と告げた。

「私は邪じや魔まなのでしょうか」

「そうじゃない。市場マーケツトで穀こく物もつが値上がりしているって聞いたんだ。様子を見てきて欲しい」

　ナリアはやや不満そうな素そ振ぶりを見せたものの、素直に従った。

　二人きりになってからラーニーンが話し出した。

「斑まだらの短剣のことですが、リューブルグ内に隠れ家があるのは確実のようです。今、他のものが正確な場所を探っております。そこで誰かを捕らえられれば、アルメイン様の乗られた馬車を襲撃した理由も判明するでしょう」

「急がなくていい。露見しないよう慎重にやってくれ」

「実はその過程で、ご兄弟の存在が現れました」

「誰だ」

「ノイベク様です」

　アルメインはわずかに身体からだを動かした。

　ラーニーンの口調に変化はない。カリーンの部下は感情の起伏をあまり表さない人間が多いが、中でも特に自じ若じやくとしていた。

「あの死んだ兄貴が、裏で糸を引いていたのか？」

「いいえ。ノイベク様の死に『斑の短剣』が関わっているようなのです。正確には『斑の短剣』を操っているものが、ノイベク様を毒殺したということです」

「毒を盛ったメイドは自殺したはずだ」

「カリーン様の部下ではない普通のメイドです。高いところが苦手でした」

　他殺であると彼女は断言した。

　アルメインはしばらく黙もつ考こうする。自分たちを襲おそわせたのとノイベクを殺害した黒幕が同一の存在の可能性が高い。だとすると、それは誰なのだろうか。

　正確には、馬車で襲われたのはアルメインではなくナリアである。ナリアを亡き者とし、ノイベクも殺す。そのことで利を得る人物である。

　よく分からない。ナリアとノイベクに「兄妹である」という以外の利害関係があるとは思えないのだ。

　ノイベクだけに限定すると話は変わってくる。彼も代王だ。故ヒルトルートがどのような理由でノイベクを代王位に就つけたのかは置いておくとして、いなくなれば残った人間にとっては競争相手が減ったことになる。もっとも、襲われたときには、誰が代王になるのか知りようがなかったのだが。

（この理屈なら俺も容疑者だ）

　アルメインは苦笑した。頼んでもいないのに、わざわざ代王を排除してくれる人間がいるのだろうか。

　彼自身はともかくとして、ジネルとヴィントレーアは立派な容疑者である。向こうがどう思っているかはともかく。

「引き続き調査をしてくれ」

　彼の命令に、ラーニーンは黙って頭を下げて退出した。

　入れ替わりにナリアが戻ってきた。

「早かったな」

「市場マーケツトのことは調理人に聞きました。値上がりはしていないとのことです」

「ああ、まだなのか」

　彼は呟つぶやいた。今の季節、穀物の値上がりは買い占めによって起きる。それは商人が戦争の危機を察する、あるいは軍が直接買いつけるため発生することが多かった。

　ヴィントレーアはまだ軍を動かすつもりはないのだろうと、アルメインは判断した。

「ヴィントレーア姉さんの背を押すには、材料が足りないなあ……」

「まさか軍を動かすよう要よう請せいするのですか？」

「それが難しいんだよなあ。下へ手たに軍を動かしたらグーゼルホーフあたりが誤解するだろうし」

　グーゼルホーフ帝国とは国境策定を巡って小競り合いを続けている。どのような理由であれ、ヴィントレーアが大軍を発したらグーゼルホーフは反応するだろう。そしてあの峭しよう厳げんな姉は受けて立つに違いない。

「強大な帝国と戦ってる場合じゃないよ。今はな」

　アルメインの望みは、なるべく少量の血で多くの益を得ることである。ヴィントレーアに大規模な動員をされるのは、それはそれで困るのだ。

　そこにカリーンがやってくる。このメイドはほとんど足音を立てずに、アルメインの下へと近寄った。

「カリーン、貴族たちの様子は？」

「ヴィントレーア様への不満は相当根強いものがあるようです」

「そりゃ金を減らされりゃな」

「一部には不ふ穏おんな動きもあります」

「怠業してるんだろう」

「はい。ヴィントレーア様は軍を押さえておりますから」

　軍はそのまま力となる。フィンメルハウゼンは小国なので常備軍の数は多くはないが、それでも他に同等の力を持つものがいないため、正面切って逆らうことは不可能に近かった。なので怠業という手段に出ているのである。

「ヴイントレーア姉さんが爆発する前に、ことを進めた方がいいな」

　アルメインは一瞬だけ思考を巡らせた。

「……カリーン、ジネル姉さんはまだ、あれを持っていると思うか？」

「どのようなものでしょう」

「知らなかったっけか。ヒルトルート姉さんが亡くなる前に、俺が口を滑すべらせたことがあって」

　カリーンは思い至ったようで、小さくうなずく。これにはナリアも気がついた。

「兄上、そのことは……」

　アルメインは指を立てて、妹の台詞せりふを制する。それからカリーンに言った。

「どうだ？」

「こちらで監視は続けています。が、手元にはないでしょう」

「じゃあ細工が必要だな。遣つかいに行ってもらえないか」

「ジネル様……いえ、ギーメル様ですね」

「そういうこと。よく分かったな」

　アルメインは用件までは口にしない。メイドは全てを承知しているかのように静かに頭を下げ、それを見ていたナリアは面おも白しろくなさそうな顔をした。




　書庫を出たカリーンは、警護のメイドに眼で合図をしてから廊下を歩き去る。目的地は白磁宮殿の外にあった。

　倉庫街に向かう。フィンメルハウゼン王国は海に面していないが、ルント川が流れている。リューブルグ市は川に面しているため、流通のための倉庫が建っていた。

　その一角に向かう。昔から川や海で働く人間は気性が荒々しいと相場が決まっている。今もメイド姿の彼女をじろじろ眺める輩やからが多いが、全く意に介していなかった。

　粗末な事務所らしき建物内に入った。中にいた人物が、ぎょっとして振り返る。

「なんだ、君は!?」

「どうかお静かに。宮殿のものです」

「……ジネルの遣いか？」

　カリーンはそれには答えない。その人物、ギーメルが想像するままにさせていた。

　ギーメルは妻に頭を押さえつけられているが、自尊心は高い。宮殿のメイドの顔を覚えるなど、自分のような人間のすることではないと思っていた。彼女はそのことを承知している。

　カリーンはちらりと、吹きさらしの窓の外に目をやった。大勢の人間が、なにやら倉庫に運び込んでいた。ときおり日の光に反射するそれらのものは、大量の武器や防具であった。

「順調に運び込まれているようですね」

「必要なものだからな。実家も援助は惜しまないと言っていた」

　ギーメルの実家であるゴルワース家によって調達された武器が、倉庫街に集積されているのだ。軍向けのものではない。もっと別の用途、ジネルのために使われる武器と防具。権力奪取のためのものだ。

　無論このことはヴィントレーアに知らせず秘密裏におこなわれているが、カリーンの部下たちは実体を把は握あくしていた。

　ギーメルは書類を確認しながら言った。

「ジネルはなんと言っている」

「明日の深夜より、白磁宮殿に運び込んで欲しいとの仰おおせです」

　彼は唾を飲み込む。こんなに早くなるとは思っていなかったのだ。

「……ついにやるのか」

「貴族の皆様の不満は頂点に達しております」

「だがヴィントレーアに発覚したらどうするのだ。あの女は軍を掌しよう握あくしている」

「手は打つと」

　カリーンはジネルの手のものではない。だからこの言葉はジネルから発せられたものではなかった。だがギーメルがそれを察することは不可能だった。

　彼は額に汗を浮かべつつ、うなずく。

「承知したと言ってくれ。……ついに俺が、王おう配はいとして認められるときが来るんだな」

「ジネル様は多大な期待を寄せていると」

　ギーメルはようやく、ぎこちない笑みを浮かべた。

　彼もまた、権力の座に魅み入いられた人間だ。商家ではとうていかなわないこと、すなわち王家に名を連ねるのである。これが喜びでなくてなんであろう。そのためジネルにこき使われても耐えてきたのだ。自らの名を史書に残すために。

　いつの間にかカリーンはいなくなっていた。権力の空想に浸っていたギーメルは、彼女と共に書類の一部が姿を消していることに気づいていなかった。




　そしてその日の深夜。

　人ひと気けのなくなった通りを走る影が一つ。

　場所は住宅街。しかも貴族や大商人が軒のきを連ねる地域である。眠ることを知らない歓楽街や、翌日の仕入れで忙しい市場マーケツトと違い、ここはいつも静かだ。だが今は、石いし畳だたみを蹴ける音が鳴り響いている。

　大通りから脇道に入り、また大通りに抜ける。駆けているのはメイド姿。カリーンの部下、ラーニーンだった。

　調査を命じられたこのメイドは単独で行動することが多い。自信の表れでもあるのだが、今は身の危険を感じていた。

　彼女はときおり後ろを確認しながら走っている。追跡を警戒しているのは明らかだ。人影はうかがえないが、誰かに追われていることを確信するかのように疾しつ走そうしていた。

　衣嚢ポケツトに手を突っ込んで、黒鉛を尖とがらせた筆記具と小さな紙を取り出す。余分な紙片は口に咥くわえた。

　大急ぎで紙に文字を走らせる。彼女はカリーンと同じ氏族の出身だが遠話を使えない。得た情報は記憶するか、なにかに書き記して伝えるしかないのだ。

　いつもなら寸分違たがわず頭に刻み込み、一文字の狂いもなく報告する。その彼女が紙片へ記録しているのは、危機が差し迫っている証左であった。

（『斑の短剣』の雇やとい主は危険すぎる……。なんとしてもアルメイン様にお知らせしなければ……！）

　背後になんらかの気配。ラーニーンは記録を中断し、服の裾すそをまくり上げた。細長い小刀を取り出す。指で挟はさみ、振り向きざまに投げた。

　固い音がして、小刀は石畳に落ちた。

（外れた……!?）

　ラーニーンの勘は、確かにその場所に追跡者がいたと囁ささやいていた。左右を確認するが誰もいない。実は追われていなかったのだろうか。いいやそんなはずはない。確かにいた。『斑の短剣』を追跡し、真実を摑つかんだ自分を狙う人間が。

　とりあえず脇道に飛び込む。息を整える間もなく紙片を指で挟み、もう片方の手で胸元の胸針ブローチを摑んだ。

　不意に首筋が総毛立つ。殺気だと感じた瞬間、ラーニーンは横っ飛びに逃げた。

「あっ!?」

　頭上に敵。左右ではなく上にいたのだ。敵の湾曲刀キリチが一瞬だけきらめく。メイド服と衣嚢ポケツトが切り裂かれ、紙片が地面にばらまかれた。

「しまっ……」

　ラーニーンは自分の身と大事な情報を天てん秤びんにかけ、一瞬だけ躊ちゆう躇ちよして後者を選ぶ。それがいけなかった。

「がっ！」

　背中に激痛が走って口から空気が漏れる。指は紙片に届かない。

　さらなる刃が彼女を死の淵ふちへと押しやった。

「ぐふ……ああ……」

　薄れゆく意識の中、襲撃者が紙片を拾い集めるのを、ラーニーンはなすすべもなく見つめていた。
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　翌日。

　アルメインはカリーンから倉庫街の報告を受けた。

「おおよそ、部下の報告通りでした」

「義に兄いさんは申し出に乗ってくれたか？」

　返事代わりにメイドはうなずいた。

　アルメインは満足し、朝食が載のったままの皿を隅すみに押しやった。最近の彼は朝食を書庫に持ってこさせるが、手をつけることは少なかった。

　カリーンの視線が手つかずの朝食に向いた。

「召し上がらないのですか？」

「なんか食欲がない」

　アルメインは呟くように言う。

「面白くない夢も見る。腹が減ったままなら食う夢だけを見られるんじゃないかと思ってるんだ」

「食べることも代王の仕事であると思われます」

「君の役目には俺の食事管理も含まれているのか？」

　アルメインは嫌味のつもりだったが、カリーンは当然のようにうなずいていた。

「そうです」

　彼女はゆっくりと皿を元の位置に戻す。

「どうぞ。毒味はすんでおります」

「冷たいのが嫌だ。貧乏でいたときも、小銭があれば温かい食事にはありつけた。今じゃ逆だ」

「次からは寝室に持っていかせます。起きてすぐ召し上がれるようにいたしますので。書庫で睡眠を取られなければ、ですが」

　アルメインはしばしば書庫で夜を明かす。面倒な場合はそのまま床で横になることもある。このメイドはそのことを暗に諫いさめていた。

　彼は反論しようと口を開けたが、止やめた。

「分かったよ。食べるから、武器がきちんと宮殿に運ばれるか確認してきてくれ。ジネル姉さんの謀はかりごとがうまくいくように」

「承知しました。わたくしが戻ってきたときに、皿が空からになっていることをお祈りしております」

「嫌味はやめてくれ」

　彼は早く行けと手を振った。




　書庫から出てきたカリーンに警護のメイド二人が軽く頭を下げた。歩き出そうとして思い出したように振り返る。

「ラーニーンの姿を見ませんでしたか？」

　警護のメイドは首を振った。

「いいえ。確かまだ、アルメイン様ご依頼の調査をしている最中だと」

　戻ってきたら私に報告をと告げて、カリーンは階段へ向かった。

　ゆっくりと、ほとんど音を立てないようにして歩く。なるべく目立たないようにするのが、彼女と出身氏族に伝わるやり方である。昔から迫害を被こうむっていたため、影のように行動することを好む。王国を裏面より担になう役職は適任でもあった。

　廊ろう下かを歩く人間は彼女のことを見もしない。メイドなのだから当然だ。恐らくすれ違ったことすら記憶していないだろう。カリーンもそのことは当然だと受け止めていた。

　だがそれでも、ごく少数だが、注目する人間は出てくる。

　彼女はふと、足を止めた。それから廊下を直進せずに右に曲がった。あまり人気のないバルコニーへと出る。

　中庭に面したバルコニーは、構造上滅多に陽がささない。そのためどこか湿し気けており、汚れがちであった。

　カリーンはバルコニーに出てから振り返った。

「なにか御用でしょうか」

　しばらくしてから、女性が出てくる。

「……よく分かったわね」

　宰相テルヒムの秘書官、エルラニアであった。やや吊つり上あがった目つきはどこか猛もう禽きん類るいを思わせる。

「ずっとわたくしをつけておられましたね」

「まさか。書庫にはあの怖そうなメイドが立っているから」

「用件は」

「あら。たかが秘書官の私がこんなところであなたと出会っても、驚かないの」

「わたくしはあなたの正体を存じておりますので」

　エルラニアはくいっと口の端はしを曲げた。一瞬だけ得体の知れない殺気のようなものが、全身から吹き出た。

　すぐに消える。

「……そんなことだろうと思っていたわ。メイドにしてはあなたは危険すぎた」

「わたくしを殺すつもりですか？」

「いいえ。消すならもっと、密かにやっている」

「容易でしょうね。『白磁の吐と息いき』、宰相直ちよつ轄かつの諜ちよう報ほう集団。束ねているのはあなたなのですから」

「そう。あなたの出身氏族もだいたい分かっているつもり」

　今度はカリーンが、眼を細めた。

　容易な相手ではないと彼女は思っていた。白磁宮殿の名を冠した諜報集団は、王国に隠いん然ぜんたる力を持っている。ときの国王の切り札として、あるいは国王に逆らった宰相の刃として使われてきた。実働の兵こそ少ないが、それだけに表だって活動することが少ない。

　しばしば実在そのものが疑われてもいた。だがカリーンは早くから存在を察知し、動きを監視してきたのである。

　それはエルラニアも同じであろう。年を経へてもほとんど顔形の変わらないメイドを、不審なものとして捉とらえていたはずだ。

　カリーンはそっと自分の右腕を背後に回す。指を決まった回数、決まった法則で折り曲げた。口にする必要のない無声呪じゆ文もんである。

　エルラニアは軽く手を上げる。

「やめてもらえないかしら」

「我が氏族は歴史の影に潜むだけではなく、存在を知るものを少なくしていくことによって、命を長らえてきました」

「あなたを抹まつ殺さつするつもりはないの」

「信じろと？」

「書面にはしないけど」

　しばらく睨にらみ合あう。この手の職業は、ほとんどが口約束だ。それには時間をかけた相互信頼が欠かせないが、経験を積んでいればおおよその見当はつく。

　カリーンは、今の時点では信頼できると判断した。無声呪文の構えを解く。

「どのようなご用件でしょうか」

「少し協力して欲しくて」

「いずれにせよ、アルメイン様の了解を得ねばなりません」

「現場での合意は大事でしょう」

　カリーンは直接回答はせず、無言で自分の質問の答えをうながした。

　エルラニアは肩をすくめた。

「分かったわよ。ジネル様の動きで、なにか材料ない？」

「おや、宰相はジネル様とは親しかったのではありませんか」

「親しいのと深いところまで付き合っていることは等価じゃないわよ」

「そのためにわたくしに接触ですか」

「まあ、そうね。詳しい人に訊きくに限るわよ。あとは顔つなぎがしたくて」

　無用な衝突を避けるために、相手の顔を知っておくのはよくあることであった。

　カリーンはエルラニアの物腰と声を記憶の箱に収納した。恐らく眼前の女も同じことをしている。

「ジネル様のなにがいいですか」

「なるべくキツいの」

「無料というわけにはいきません」

「礼はするから」

　しばらく考えてから、メイドは返事をする。

「ならば一つ、現在進行形のことをお教えしましょう。きっと満足なさるでしょう」

「それ、あなたのご主人に黙って言っていいことなの？」

「現場での合意です」

　カリーンはエルラニアの台詞を、そのまま返した。

　宰相の秘書官は苦笑する。

「ちゃんとした情報なんでしょうね」

「保証します」

「じゃあそれでいきましょう」

「教えて差し上げますが……その前に伺いたいことがあります。これは宰相の託たく言げんだと解釈してもよろしいですか」

　カリーンの問いは、「テルヒムは親しいはずのジネルと敵対することに決めたのか」という意味であった。相手の足を引っ張る材料を欲しているのだから、友好的に利用されるとは思えない。

　エルラニアは面白そうな顔をする。

「いえ。宰相ではなくて私の判断」

「おや。あなたは宰相閣下の懐ふところ刀がたなだと思っていましたが」

「一生宰相を支え続けろって？」

「忠誠とはそういうものでしょう」

「周囲がそう思うのは勝手よ」

　手た綱づなの付いた犬ではないのだな、と翡ひ翠すい色の髪をしたメイドは思った。この女は腹の内でなにか企たくらみごとをしている。

　カリーンは頭の中で、眼前の女性に要注意の札をつけた。

　それから知っていることを話す。エルラニアは満足そうにうなずいた。

「どうも。使えそうね」

「お礼が欲しいですね」

「これなんてどう？」

　彼女は衣嚢ポケツトから胸針ブローチを取り出した。陶とう製せいで、薔ば薇らの花が刻まれている。

　カリーンはわずかに顔をこわばらせて受け取った。

「どこで？」

「落ちていたのよ」

「……これはわたくしの部下がつけていたものです。どこにありましたか」

「そこまで突っ込まないで」

「落ちていたのではなく、ラーニーンからもぎ取ったのでは？」

「そうかもしれないわ。でも、否定しておく」

「ラーニーンは……死体となったのですね」

　エルラニアは返答しない。それが答えとなっていた。

　カリーンは部下の形見を握りしめる。

「誰にやられたのです」

「さあ」

　知っていても、教えてくれはしないだろう。

　ラーニーンがエルラニアの手にかかったのでないことは分かる。もし眼前の女性が犯人なら、ここで渡したりしないだろう。親切心ではなく、取り引き材料として胸針ブローチをくれた。

　ラーニーンは『斑の短剣』を調べているうちに、なんらかの真実に行き着いたのだ。その関係者に殺害されて、口を封じられた。

　すでにエルラニアはバルコニーから去っていた。カリーンはしばらく胸針ブローチをもてあそんでいた。

　ふと、裏側が開いた。台座が小さな蓋ふたとなっていた。紙片がこぼれ落ちる。

（なにか書いてある……）

　乱れた小さな字だったが、カリーンはなんとか読み取った。

（住所か……）

　襲撃されたラーニーンが、かろうじてこれだけを胸針ブローチに隠したのだろう。他にも情報はあったはずだが、もはや確認する術すべはない。

　カリーンは紙片を細かく破ると、バルコニーから撒いた。

　情報は脳裏にだけ留める。そして身を翻ひるがえすと、書庫へ戻っていった。
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　日にちがたち、貴族たちへの締めつけはますます厳しくなる。同時に軍への物資供給も滞っていった。

　兵の秩序は軍律によって保たれるが、それもきちんとした裏付けがあってのことだ。主に給金と食事であり、この二つがないと兵は逃げ出すか、略奪に走る。

　ヴィントレーアはそのことを知っていた。なので自らの財産を減らすことまでして兵たちに与えていたが、いつまでも続かないことは明白だった。

「本格的に私の兵を弱らせるつもりだな」

　眼帯に覆われていない方の目が怒りに満ちる。弱らせたあとはなにをするつもりなのか。悪い想像ならいくらでも出てくる状態だ。

「ヴィントレーア様の兵は大陸全土に轟とどろき渡る精強さでございますから、弱らせるのは兵法の常道でありましょう」

　隻眼の代王は背後を振り向いた。いつの間にか彼女の執務室には、テルヒムがいた。その隣には、影のようにひっそりと、秘書官のエルラニアが控えている。

「これは宰相殿。いったいなんの用だ」

「私めは常に王国の忠実なる家臣。代王同士が争うのを見ていられなくなりまして」

「ジネルと繋つながっていることを吹ふい聴ちようしているそうではないか」

「全ての代王の方と、親しくさせてもらっております」

「ふざけたことを。お前は王にすがりつく蛭ひるのようなものだ。どんなに嫌われようと、血を吸って生きながらえている」

　テルヒムの顔が引きつる。誰からも愛されず、弁によって今の地位に就いた彼だが、ここまではっきりと言われたのははじめてのことだった。

　ヴィントレーアは容よう赦しやしない。

「地位に汲きゆう々きゆうとしているお前としては、代王の仲を取り持てば王国での身も安あん泰たいというわけだ」

「……私はただ、我が身ではなく王国のみを案じておるのです」

「ならば宰相としての職務のみを果たしていればよいのだ。影響力を保持しようなどと考えない方がよい」

「どうあれ、宰相という職は対外的にも対内的にも充分な地位でございます」

「……ふん」

　事実であった。王宮内の評価がどうあろうと、テルヒムは大過なく宰相職をこなし、他国への受けもそこそこ良い。ただ貪どん欲よくであり、賄わい賂ろをしばしば要求する。能力はあるから見過ごされていたが、ヴィントレーアは清廉を身上にしているだけに、それが忌いま々いましく思われる。

　テルヒムはヴィントレーアが口をつぐんだのを確認して、別の話題を持ち出した。

「実はヴィントレーア様に引き合わせたいお方が」

「誰だ」

　老宰相はエルラニアに軽くうなずく。彼女は扉の外になにか告げた。

　でっぷりとした男性が入ってくる。彼は粗そ暴ぼうさの入り交じった声を上げた。

「ヴィントレーア、我が妹よ！」

　言われた妹は露骨に顔をしかめる。

「ガルクトではないか」

　彼女はそれだけ言うと、あとは無視してテルヒムに訊く。

「こいつとならこないだ会ったぞ。メイドに手際が悪いと怒ど鳴なりつけていた」

「ガルクト様はヴィントレーア様を手助けしたいとおっしゃっております。ぜひ私に仲ちゆう介かいをして欲しいと」

「そうだろうとも」

　ヴィントレーアは当然のようにガルクトが好きではなかった。年は彼女が下だが、精神的に風かざ下しもに立ったことは一度もない。粗暴だからというよりも、虫が好かないのである。だから会話もほとんどないか、あっても一方的に皮肉を浴びせて終わる。

　彼女は再び隻せき眼がんをガルクトに向ける。太った兄は一瞬たじろぎながらも、近づいてきた。

「俺はお前と手を組むことができる」

「私には理由がない」

「テルヒムが俺の才を生かすにはお前と組むのが一番だと言った」

「そう吹き込まれたのか」

　ガルクトは粗暴で単純だ。なにより世せ辞じに弱い。それは幼少の頃から暴ぼう力りよく癖へきを疎うとまれ、叱しかられ続けてきた反動である。世慣れたテルヒムに取っては小枝を折るより容易たやすかっただろう。

「俺と手を組むのだ、妹よ。二人で国を治めようじゃないか」

「なんで」

「あんな私生児よりは、俺の方がよほど王にふさわしいからだ」

「それが理由か」

「俺はやつが気に入らないんだ」

　もちろんヴィントレーアも、ガルクトのアルメインに対する過剰とも言える感情を知っていた。アルメインのことを口にするたびに、眼はぎらつき鼻息も荒くなり、泡を吹かんばかりになるのだ。

　この醜みにくい顔を、ヴィントレーアは好きではない。

「断る」

「ふざけるな！　俺がこうして出向いているんだ！」

「だからだ。頭のおかしい兄弟と付き合っていては、兵に笑われるのが落ちだ。私はまだ威厳を保っていたい」

「まあまあお二人とも」

　口を挟はさんだのはテルヒムであった。

「なにもガルクト様は手て土産みやげもなくいらしたわけではありませんぞ。そうでしょう？」

　宰相にうながされて、ガルクトはようやく気がついた。

「そ、そうだった。俺はジネルのことで知ってることがあるんだ」

「くだらんことだろう」

「そうでもないぞ」

　ガルクトは早口で話しはじめる。当初は興味のない素振りのヴィントレーアだったが、徐々に注意が傾いていく。

　話し終わったガルクトの表情はどこか誇らしげだった。

「どうだ」

「……ふん。どうせお前ではなく、宰相の入れ知恵だろう」

「俺の得た情報だ！」

「分かった分かった。ならばそういうことにしておいてやる」

　ヴィントレーアにとって情報の入手先はどうでもよかった。真実なら、ジネルへ反撃する充分な材料となるのだ。

　ガルクトは勢い込んで喋り続ける。

「では俺の望みもかなえてくれるだろうな」

「なに？」

　怪け訝げんな顔をするヴィントレーアにガルクトは勢い込んで言う。

「俺を代王にしろ。できるだろう」

「馬鹿を言うな。代王が代王を任じていたら、いずれ大陸中の人間が代王を名乗れるようになるぞ」

　そもそも代王位自体が臨時のものだ。いずれは王となるべき地位で、過去を見ても代王に長期間留まっている例はなかった。

　代王が複数いるのも例外であり、王位を狙うヴィントレーアにしても同じ地位の人間をこれ以上増やすつもりはなかった。

「俺とて王の資格はあるんだ！」

「銀の杯さかずきを飲み干してから何を言っても無む駄だだ」

「ならば新たな典てん範ぱんを作ればいいだろう！」

　なおも食い下がる。ヴィントレーアは呆あきれた。

「だったら、今の情報を活用してくれるだろうな」

　ガルクトは言葉の意味が分からなかったらしく、目をしばたたかせている。

「なにを？」

「たった今私に伝えた情報だ。真実ならガルクトが先頭に立ち、確かめればいい」

「も、もちろんだとも」

　不安に襲われたようだったが、うなずいていた。

「俺が先に立つ」

「よし。うまくいったら典範の改定は考えよう。だが失敗したら、二度とお前は信用されない。分かったな」

　隻眼に睨まれ。ガルクトは何度もうなずいた。

「結構だ。では準備に取りかかろうではないか」

　ヴィントレーアは部下を呼んだ。
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　それからしばらくたち、貴族たちの不満は爆発寸前であった。誰からともなくヴィントレーアへの不満の声が上がり、それらは徐々に「武力による叛逆も辞さぬ」とまで高まっていった。今はヴィントレーアの兵たちも弱っている。好機ではないか。

　それらの不満と血を見ることも辞さない決意は、当然ジネルとギーメルの元へも届けられている。これはアルメインの命を受けたメイドたちによって誇こ張ちようされているのだが、そのことは悟られていなかった。

　頃合を見計らい。ジネルはギーメルに言った。

「貴族たちを大広間に集めるよう命じました。伝えたいことがあります」

「やるのかい」

「無論です」

　ギーメルは唾つばを飲み込んだ。武力による叛はん乱らんである。成功すれば宮廷革命。失敗すれば愚か者による叛逆と呼ばれるであろう。

　二人は早くからこのことを企んでいた。ヴィントレーアの基盤が武力なら、それを弱めてしまえばいい。大義名分は貴族による不満爆発である。これならどこの国でもよくあることだ。

「武器は購入してあります。貴族たちは貧しいが、見栄から使用人を雇っているものも多いはず。彼らに渡してもよいでしょう」

「白磁宮殿を制圧するんだな」

「それが狙いです。武器があれば宮殿内の親ヴィントレーア派を追放できる。市内の駐ちゅう屯とん地ちから軍がやってくるには時間がかかります。その間に、貴族たちに忠誠を誓ちかわせる。王国と……私にです」

　ジネルははじめて、歯を剝むき出だしにして笑った。今まで心に秘めていたものが噴ふん出しゆつした瞬間であった。

　彼女の脳裏には、玉座に座り、戴たい冠かんする自分の姿が映っていただろう。ヒルトルートが生きているうちは、決してなしえない光景であった。

「妹は弱っている軍を集めることもままならないでしょうね。貴族への演説はあなたが」

　ギーメルは怪訝な顔をする。

「俺おれに？　お前がやればいいだろう」

「女が出しゃばるものではないものです」

　それはむしろ、目立たない方が動きやすいという理由であったが、ギーメルは気づいていない。

　ギーメルは上機嫌となって「分かった」と返答した。彼はいわば娘むすめ婿むこだが、妻の陰に収まっていることをよしとしない性格でもある。積極的に表に出ようとしているのは、ジネルにとっても都合のいいことであった。

「確かに俺がやった方がいいな。すでに武器を宮殿に集めていることだし」

　ジネルははじめて怪訝な顔つきになった。

「ここに？」

「そうとも」

「武器は寸前で運び込むのです。宮殿の武器蓄積は、近この衛え兵へい以外では重罪なのですよ。今は近衛そのものが存在しません。なのにあなたはもう武器を運んでしまったのですか？」

「君の命令だろう」

「私はそんなこと命じておりません！」

「一応、誰にも知られないところに保管してある」

「そういう問題では……！」

　ジネルに焦あせりの表情が浮かんでくる。このことが公になれば、逆に叛逆の罪を着せられてしまう。叛逆自体は企んでいるだけに、抗弁は不可能に近い。

　狼ろう狽ばいが伝染したか、ギーメルもおどおどし出した。

「中止しようか」

「今さら貴族たちに帰れと!?　それだけでヴィントレーアの注目を引くのに充分です」

　ならば実行するしかないのだ。だが武器の事前集積が露見することだけはまずい。

「あなた、できるだけ人を集めて武器を外に運び出してちょうだい」

「それもばれてしまうだろう」

「布かなにか被かぶせればいいでしょう。早くしてください。早く！」

　ギーメルは慌あわてて駆け出した。

　幸いその姿は、ヴィントレーアの部下に目撃されることはなかった。だがカリーンの部下たちによって、しっかりと追跡されることになった。




　その日、白磁宮殿の広間に集められた貴族の数は数百に上る。主に土地収入をほとんどもたない下級貴族である。

　広間は天てん井じようが高く、舞ぶ踏とう会かいなども開かれる。正面の階段にジネルは上っていた。ただしギーメルの横に控える形だ。その表情に焦りの色はなくなっている。

「歴史あるフィンメルハウゼン王国と王朝に仕える貴族諸君」

　ギーメルは声を張り上げた。

「禄を減らされ、日々の暮らしがやせ細っていく中、よくぞ集まってくれた。私と代王である妻は、諸君の忠誠を忘れることはないだろう」

　彼の言葉は、給金を減らしたのは自分たちではないことを言外に述べていた。減らしたのはヴィントレーアであったから、それは正しい。

「私と代王は貴族諸君を決して見捨てたりはしない。生活に事欠けば援助をしよう。地位が欲しければ与えよう。我が妻は財ざい務む卿きようであり、我が出身は商家だ。金の心配はいらない。だが……」

　彼は密ひそかに唇を濡らした。そしてジネルに教えられた言葉を発した。

「代わりに私たちを助けて欲しい。我らが足下は脆ぜい弱じやくであり、武においてもヴィントレーアに劣おとる。そしてヴィントレーアは我らへの敵意を隠そうとしない。諸君らに期待するのは静かなる抵抗である。これまでもよく抵抗してくれた。だが最後はやはり武だ。ヴィントレーアをいずれ代王の座から引きずり落とさなければならぬ。そのためには武が必要なのだ」

　貴族たちの間にざわめきが走る。ヴィントレーアへ攻撃しろと言っているのだ。書類の停滞ではなく、剣と弓による攻撃。だが軍を統率している人間を怒らせてただですむのだろうか。

「案ずることはない。ヴィントレーアの軍は弱く、こちらの武器の用意は整っている。そして私はベールランド連合王国に深い繋がりがあるのだ。諸君らの立つ台は連合王国によって支えられていると知って欲しい」

　一部の貴族たちは顔を引きつらせた。それはつまり、ベールランドの風下に立つという意味ではないだろうか。将来的にフィンメルハウゼン王国はあの十八人の王からなる連合王国に取り込まれてしまうかもしれない。

　それでもギーメルは続ける。王国に弓を引くのではない。ヴィントレーアを駆く逐ちくするのだ。それこそが世を去ったヒルトルート様の願いなのである。

「そもそも、諸君らとてヴィントレーアによって迫害されているではないか。これは効果的な方法なのである。今こそ立ち上がるときだ！」

　どこからか拍手が起こる。やがてそれはさざ波のように広がり、広間を埋うめ尽つくさんばかりの歓声となった。

　ギーメルは満足げに手を振った。確かにこれは、彼の人生においても初めての晴れ舞台であった。大商人の出とはいえ、家格がずっと上のフィンメルハウゼン王家に入り婿した身である。それまでの肩身の狭せまさをすっかり忘れ去った。

　だがその充実感は長く続かなかった。

　轟ごう音おんとともに施せ錠じようされたはずの広間の扉が開く。なだれ込んできたのは完全武装の兵であった。

　貴族たちは蒼そう白はくとなり、ギーメルは驚きよう愕がくに目を見開いていた。兵は王国の紋もん章しようを着けた正規軍だ。ヴィントレーアの手の物であることは明白であった。

「全員動くな！　王国に逆らう叛逆者どもめ！」

　先頭に立ち、誇らしげに叫んでいるのはガルクトだった。遅れて、ヴィントレーア、そしてエルラニアも入ってきた。

　ヴィントレーア自身はなにも言わず、ガルクトに任せている。

「王国を恣ほしいままにするものはこのガルクトによって誅ちゆうされるのだ！」

　剣が抜かれ、貴族たちは兵に取り囲まれる。

　様子を見守っていたジネルは、急いで階段から下りた。

「なにをするのですガルクト、兵を下げなさい」

「ほう、これは姉上。ご健勝のようで」

　ガルクトは嫌味っぽく言う。

「火遊びもほどほどにすることですなあ。叛逆の証拠だ」

「どこに証拠があるの」

「ここに人がいることが第一。次に武器を集めているはずだ」

「そんなことはない」

「ある。そこに集積しているのだ」

　ガルクトは隣室への扉を指さした。

「あそこは地下への道。そこに武器はある。白磁宮殿に兵のための武器を集めることは禁じられているが、密かに運ばれているとの情報が入った。兵を持たないジネル姉だが、貴族たちに直接武器を持たせれば即席の軍となりうる。シルゲン市で武器を買い付けた噂は、本当だったのだ」

「…………」

　ジネルは無言だった。ギーメルはおろおろしている。

　ガルクトは大おお股またで歩くと、地下階段への扉を開けた。彼は意い気き揚よう々ようと足を踏み入れる。

　ヴィントレーアは部下に命じ、ジネルとギーメルも連れて行かせた。集まった貴族たちは残りの部下に見張らせる。少ない食糧を優先的に与えたため気力は有り余っている。貴族の甘かん言げんに乗ることもない。

　大広間の下はかつて葡ぶ萄どう酒しゆの貯蔵庫として使われていた。だが白磁宮殿の拡張に伴い貯蔵庫は移され、今や知る人も少なくなっていた。

　ガルクトは松明たいまつをかかげると、古ぼけた木の扉に手をかける。

「さあ、これが証拠だ！」

　大言と共に開け放つ。乾燥した空気が流れ出す。

　それだけだ。なにもない。

　そこには、がらんとした空間が広がっているのみだった。壊れた樽たるがいくつか放置されているだけで、武器など影も形もなかった。

「ばっ、馬鹿な!?」

　ガルクトの驚きに、ジネルは冷静に答える。

「どうしたの。どこに武器があるのです」

「そ、そんなはずは……」

「我が良人が不穏な演説をしたことは謝罪しましょう。ですが肉親同士で血を流すことを好むはずありません」

　口をぱくぱくさせ、顔を真まっ赤かにしながらガルクトは黙り込む。

　ヴィントレーアが足早にやってきた。

「どういうことだ？」

「い、いや、確かにここにあるはず……」

「お前を信じた私が愚かだった。お前は私に、なんの証拠もなしに兵を宮殿に入れさせたのだ」

　ヴィントレーアは吐き捨てるように言う。そして大きく手を振った。

「さっさとどこかへ行け」

「まっ、待ってくれヴィントレーア。俺とお前が手を組めば大陸中に覇はを……」

「行けと言ってる」

　それでも彼は出ていかなかったため、ヴィントレーアは兵に命じて強引に連れ出させた。ガルクトは最後には、獣けもののような悲鳴を上げていた。

　地下から広間に戻る。ジネルがヴィントレーアと向き合った。

「あなたも出ていったらどうなの、ヴィントレーア。近衛兵、警護兵以外の武装者が白磁宮殿内に入ることもまた、禁じられています。法を犯したわね」

「ジネル、武器をどこかに移したな」

「なんのことかしら」

「白磁宮殿に武器を集積することは罪だ。知らないわけじゃあるまい」

「どこにあると言うの」

　木で鼻をくくったような物言いだったが、ヴィントレーアは口をつぐまざるを得なかった。だが次の瞬間。

「待った、ヴィントレーア姉さん」

　階段の最上部から声がかかる。

　そこにいたのはアルメインだった。その後ろにはカリーンが控えている。

「証拠はある」

　再び広間がざわついた。空気が変わり、ジネルの顔に明らかな動揺が走った。

「アルメイン、なにを言うの。武器がないのはあなたも見たとおり」

「噓うそはよくないよ、ジネル姉さん」

　彼はカリーンに軽くうなずく。メイドは部下たちに小声でなにかを命じた。

　布のかけられた手押し車が運ばれてきた。次から次へと出現し、張り出しの廊下にずらりと並ぶ。

「ジネル姉さんにヴィントレーア姉さん。これが証拠だ」

　言葉が終わると同時に、布が払われた。

　出現したのは剣に槍、弓に矢。山のように積まれた武器また武器。それらはすべて新品で、鈍にび色いろに光っていた。

「これらはそこの部屋に置いてあった。すべてジネル姉さんとその良人ギーメルが買い集めたもの。白磁宮殿への武器集積はそれ事態が罪。動かぬ証拠」
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　ざわめきは大きくなる。再び貴族たちの間を動揺が走り、それは恐怖を伴っていた。

　ジネルは悲鳴のような声を上げる。

「馬鹿なことを言わないで！　それは移動した……」

「おや。やっぱり姉さんは武器の集積を認めるんだね」

「そ……そんなことはないわ。私とギーメルが集めた証拠はあるの!?」

　アルメインは一枚の紙を取り出す。

「これは武器の売買契約書だ。ギーメルの署名がある」

　ギーメルが声にならない叫びを発した。本来なら彼が持っていなければならないものだ。

　ジネルが怒りを爆発させた。

「あなた、なにを間の抜けたことを……！」

「いつのまにかなくなっていたんだ！　きっと誰かが盗んで……」

　彼女は矛ほこ先さきを張り出し廊下の弟に向ける。

「アルメインが仕組んだのね！」

「姉さん、俺は叛逆を見逃せないんだ」

「卑怯者！　姉をなんだと思っているの!?」

「残念だよ」

　アルメインは首を振る。それが合図であったかのように、ヴィントレーアが号令をかけ、兵たちが引き返してくる。

　ジネルとギーメルは、貴族たちと共に取り囲まれた。隻眼の代王がゆっくりと言う。

「我が姉上とその夫には、しばらく部屋で大人しくしていてもらおう。沙さ汰たはそのあと下す。せいぜい震ふるえているのだな。残る貴族どもは……」

　隻眼の代王は腕を振りかぶろうとした。兵たちが大きく剣を構え、いつでも斬りかかれる態勢になる。貴族たちの間から哀あい願がんと慟どう哭こくの声が漏れる。

「待った待った、姉さん」

　アルメインがヴィントレーアに言った。

「処分は俺に一任してくれないか」

「古来、叛逆者は死罪と決まっている」

「実際に武器を手に取ったわけじゃない。それに、俺にそれくらいの褒ほう美びはくれてもいいだろう」

　負けかけた勝負を弟のおかげで逆転できたのは確かだ。ヴィントレーアはふんと言うと、ゆっくり手を下ろす。

　兵たちは剣を鞘さやに収めた。

「なら、好きにしろ」

　彼女はジネルとギーメルだけを連れ、兵を従えて去って行った。

　貴族たちは今度こそほっとし、安あん堵どの息をついていた。アルメインは身の安全を告げてから解散させる。彼らは口々に感謝の言葉を述べ、足早に去って行った。

　貴族たちは命を救ってくれたアルメインのことを決して忘れないだろう。そして役人として、彼の役に立とうとするであろう。王国は正常な働きを取り戻す。アルメインの功績によって。

「カリーン。あとのことは任せる」

「はい」

　アルメインは書庫に戻ることにした。野望の絨じゆう毯たんを歩こうとしたジネルは躓つまずかせた。これでもう、再度歩き出すことはないだろう。

　だがこれで終わりではない。まだやるべきことは数多くあるのだ。




　自分の主人が戻ったあと、人気のなくなった広間の柱に、メイドは声をかけた。

「腹を立てているのですか」

「……当たり前よ」

　エルラニアは、渋面を作りながら近づいてきた。

「偽情報を摑ませたわね。あそこに武器はなかった」

「ありましたよ。確かに」

「いずれジネル様が気づくことは織り込みずみだった。移す瞬間を狙っていたのね」

「劇的な方が効果的ですから」

「とぼけないで。私に情報を渡したのも、ガルクト様が宰相と組んでいることを知っていたから。失敗させて国政から遠ざけたかったのね」

「ガルクト様をアルメイン様と同じ屋根の下に住まわせたくありませんので」

　メイドとして同然のことだとカリーンは告げていた。

　エルラニアは屈くつ辱じよくを押し殺している。

「よくも踊らせてくれたわね」

「そこまでおっしゃるのでしたら、ガルクト様を呼び戻すのはどうでしょう。武器集積は正しかったのですから」

「あんなそそっかしい人間に、また頭を下げろって？」

「粗暴なだけの人。野心が大きすぎる人。どちらも王国に相応ふさわしくありません」

「あなたのご主人はどうなのかしらね」

　エルラニアの皮肉をカリーンは微笑だけで受け流した。

　宰相の秘書官は忌々しそうに言う。

「……ま、ガルクト様はともかく、宰相はこんなことで諦あきらめないわよ。あの人、伊だ達てに年を取ってないから」

「諦めないのは宰相閣下ではなく、あなたがでしょう」

　その言葉に、エルラニアはちょっと口の端を曲げる。

「そうね。あなたのことが嫌いになったからねえ。もう手を組むことはないわよ」

「お手柔らかに」

　カリーンはメイドらしく、深々と頭を下げた。
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　その晩。

　深夜の白磁宮殿も人が多い。王族とその家族、そして召使いたちがいるからだ。もっとも多くは就寝しており、起きているのはよほどの用事があるか、物好きかだ。

　宰相テルヒムの寝室は二階の一番端にある。大きな部屋だが、歴代の宰相は他のこぢんまりとした部屋を好んでいた。テルヒムの代になってから移ったのだ。その大きさは宰相自身の野心とも共通していた。

　その部屋から、うめき声が漏れていた。

　注意深く聞かなければ分からないほどかすかなものだ。そしてその声は、苦く悶もんというよりは喜き悦えつに近いものであった。

　テルヒムは室内にいた。だがその皺しわが寄って肉の垂れ下がった身体は、壁に縛りつけられ、正面を向かされている。身体には絶え間なく鞭むちが振り下ろされており、そのたびに蚯蚓みみず腫ばれを残していた。

　一国の宰相が鞭打たれる光景。明らかに異様だが、テルヒム自身の顔には喜びが浮かんでいる。さきほどからの悦えつ楽らくの声は、彼のものであった。

　そして、裸はだかに薄衣一枚のみをまとい、枝でできた鞭を振っているのは、部下のはずの秘書官、エルラニアであった。

「あの女、あの女！　よくも私に恥を……！」

　目に溜め込んだ怒りを鞭に託し、宰相の身体にぶつけている。そのたびにテルヒムは跳はね、喜びに変えていた。

「この私がメイドごときに……！」

「エ、エルラニア、今日は激しいな」

「お黙りなさい！」

　強く鞭を振るう。テルヒムは顔面に愉ゆ悦えつを張りつかせながら苦悶する。

「ひい、ひい」

「よがってないで聞こえるの、この豚ぶた！　私がカリーンに負けるなんてあり得ない、そうよね!?」

「そ、そうだ」

「口の利きき方がなってないわ！」

「その通りです。エルラニア様」

「あのメイドを打ち負かすにはどうすればいい」

「秘密を明かせばよい。カリーンはほとんど老化しない不思議なメイド。王の命によって探ることは禁じられていたが、代王しかいない今なら……」

「そんなことは分かってるわ！」

　鞭による強烈な一撃。テルヒムは快楽に襲われながら悶もん絶ぜつした。

　エルラニアもとっくに考えたことだ。「白磁の吐息」の長として、カリーンたちの正体はある程度まで摑んでいる。だが暴露しようとすれば、メイドたちはこちらに牙きばを剝くだろうし、「白磁の吐息」のことも触れ回るだろう。エルラニアの望みは裏から王国を操ることである。そのため宰相の性欲を利用して今の地位に就いたのだ。表に出ることはできる限り避けたい。

（だから、人知れずカリーンを葬りたいのよ！　しかも屈辱を与えながら……！）

　だがそんな方法はあるのだろうか。いいや、きっとあると彼女は考えた。カリーン自身に瑕か疵しはないとしても、周囲の人間に、なにかが。

　エルラニアは考えを巡らせた。そしていつまでも、意識を失った宰相の身体に鞭を振り下ろしていた。




　宰相が悶絶したのとほぼ同時刻のこと。

　エルラニアにとってもっとも注意すべき相手はカリーンであった。それはカリーンにとっても同じことであり、互いに要注意人物と位置づけていた。

　故ゆえに見落としていることもあった。あまりに小者すぎて、二人が忘れかけていた人物。

　ガルクトは屈辱に顔を歪ませながら、宮殿内をのし歩いていた。

　眠れない。昼間からこうやって歩き回っていた。手近な人間に当たり散らして憂うさを晴らすためだが、姿を見た使用人たちは慌てて姿を隠し、方向を変える。激情に駆られたこの男が、手近なものに粗暴な振る舞いをすることはつとに知られていた。

（くそっ、ヴィントレーアめ、俺を虚こ仮けにしやがった。しかもあの私し生せい児じがジネルの陰いん謀ぼうを暴いただと……）

　彼は追い出されたあとも、扉の外から内部をうかがっていた。隙すき間まからアルメインのやったことも一部始終確認したのだった。

　ガルクトの目にはアルメインが輝いて見えた。己の自尊心が貶おとしめられているように見えたのだ。

「あんなやつに……くそっ!!」

　廊下に飾られている花か瓶びんを手で払い落とす。床に落ちて割れるが、片付けもしない。

　目の奥がどす黒い色に染まっていく。

（なんとかしてあの私生児を蹴落としてやる……）

　頭の中がアルメインへの憎悪で一杯になっている。おかげで柱の陰にいる人物のことに気がつかず、声をかけられてもしばらく歩き続けていた。

　ようやく声が耳に入ったときには、その人物はガルクトの真正面にいた。

「お話しがあります」

　ガルクトは胡う散さん臭くさげな表情を作った。

「なんだ、お前は」

「それほどお時間は取らせません」

「今は夜中だ」

「こうして起きております。お互いに」

「うるさい。あっちへ行け！　殴なぐられたいのか」

　彼の恫どう喝かつにも、その人物は平然としている。

「お聞きになった方がよろしいかと」

「俺は忙しい。自分の主人のところにでも行ってろ」

「まさにそのことです」

　彼は意表を突かれ、怒りの言葉を呑み込む。

　その人物は、ガルクトの注意を引くかのように、ゆっくりと話し続けていた。





	

















　ジネル代だい王おうの代王位返上と、良人ギーメルとの離縁が発表されたのは、叛はん乱らん未遂があってからしばらく経ったあとのことであった。名目的にはジネルが病やまいを発はつ症しようし、ギーメルが錯さく乱らんして狂人となったためということになっている。

　これにはアルメインも深く関与している。特にギーメルをベールランド連合王国の実家に帰すことを強く主張した。ベールランドからの干かん渉しようを防ぎつつ、恩を売るためだ。叛はん逆ぎやく者しやとして処刑されるのはゴルワース家にとっても不名誉だが、病なら面メン子ツが保たれる。

　これで代王は二人となった。そしてアルメインには財ざい務む卿きようの地位が提案されたが、彼は謹つつしんでそれを辞退した。

「どうして」

　ヴィントレーアは意外そうに尋たずねた。

「中ちゆう務む卿きようなどという名誉職よりも、よほどやりがいがあるぞ」

「俺おれの手には余るんで。他に使えそうな人材を推すい薦せんしますよ」

　アルメインは実際に、貴族の中からライゼンホルト伯はく爵しやくという、野心の薄そうな男を推挙した。実務能力に長たけているので、大過なく財務卿の仕事をこなしてくれるだろう。

　実はライゼンホルトの息子むすこは、先のジネルの叛乱計画に一枚嚙かんでいる。ヴィントレーアへの不満もよく漏もらしていた。すんでのところでアルメインに救われたので父である彼は恩義に感じている。財政上の融ゆう通ずうも利きかせてくれるだろう。

　アルメインが一歩引いたことにより、フィンメルハウゼン王国の代王は二人ではあるが、表にはヴィントレーアが立っていた。

　彼女は軍への金の流れがよくなるよう要求した。ライゼンホルト伯爵はアルメインの助言もあって、それに従う。貴族の怠たい業ぎようもなりを潜ひそめ、軍は以前の活気を取り戻していった。

　こうしてヴィントレーアは、フィンメルハウゼン王国の第一人者として振る舞いつつあった。

「兄上は、これでよいとお考えですか？」

　書庫の窓際に座っているアルメインに、ナリアはそう尋ねてきた。

　彼はぼんやりと木々を眺めながら返事をした。

「構わないけれど？」

「ジネル姉様の陰いん謀ぼうを暴いたのは兄上です。それなりの地位を要求してもいいと思いますが」

　この妹は、アルメインが裏で動いていたことを知らない。彼自身も特に教える気はなかった。

「いいだろ。金勘かん定じようは苦手なんだ」

　室内に向き直る。そこにカリーンがやってきた。

　メイドは無言で紙片を差し出す。彼は中をちらりと見て言った。

「好感触だな」

　カリーンは答える。

「グーゼルホーフの大使は欲の深い方です。それとこれは未確認ですが、大使官邸でエルラニア秘書官らしき女性の姿を見たと」

　アルメインは一瞬、誰だれのことか分からなかった。

「ああ、宰さい相しようの部下か」

「いかが致しましょう」

「余計な動きをしなければ放っておいてくれ。まだそっちに気を回している余裕がない。それよりもこの件だ」

　紙片を少し持ち上げる。

「ライゼンホルト伯爵には話をつけてある。受け取りを」

　カリーンは「かしこまりました」と言って退出した。

　彼は改めて妹を見た。

「えーっと、俺が金勘定が苦手だってことだっけ」

「欲がなさすぎます」

　ナリアは机に両手をついた。積まれている書物がぐらりと揺れる。

「この国の王になるとおっしゃったではありませんか。日がな一日、書庫に閉じこもり、メイドの言うことを聞いているだけです」

「ナリアも護衛のしがいがないか？」

「それは……」

　ナリアが口ごもるのに合わせたように、書庫の扉が開く。

　小柄な身体からだがやってきた。

「お兄様、やりましたね！」

　メーニカであった。いつものように、後ろにはサリューンを連れている。

　彼女はアルメインにしがみついた。

「ジネルお姉様を代王から引きずり下ろすなんて、さすがです」

「なにかしたわけじゃない」

「いいえ。お兄様でなければできないことですわ」

　目を輝かせている。アルメインは少し驚いた。吹ふい聴ちようしたわけでもないのに、メーニカは色々知っている口ぶりだ。この小さな妹は、もしかすると全て見抜いているのだろうか。

「メーニカもなにかお手伝いしたいです」

「その気持ちだけで充分だよ」

　メーニカは目をくりくりさせながら、アルメインの膝ひざに乗ってきた。

　ナリアが眉まゆを顰ひそめる。

「メーニカ、少しは遠慮しろ」

「お姉様、羨うらやましいのですか？」

「馬ば鹿かを言え」

「お兄様はメーニカにだけは許してくださるのです」

　それはその通りであった。この年若い妹は、出会う人間を瞬またたく間に虜とりこにしてしまう魅力を持っている。今はまだ無邪気と無む垢くによって表されているが、成長すると妖よう艶えんさに化けるかもしれない。

　ナリアは極力平静を装よそおっているが、不機嫌さを隠しきれていない。そこにメーニカが追いうちをかける。

「ねえお姉様、お兄様はまだ中務卿のままの方がいいと思うのです」

「どうして」

「ジネルお姉様の後にお兄様がすぐ収まってしまっては、お兄様が裏で糸を引いていたのではないかと邪じや推すいする方も出てきます。だからお兄様はこのままでいいのです」

「糸を引いたなんてことは、今、お前が言っているだけだろう」

　ナリアは嫌味っぽく言うが、メーニカは平然としている。

「ここでの話に留まるのと、国中に知れ渡るのは別問題です」

　アルメインはメーニカを膝から下ろす。

「俺の妹は賢いな」

「お兄様に褒ほめられるととても嬉うれしいです」

「でももう、俺の仕し業わざだって噂うわさも出てるんだ。こういうことはどうしたって外に漏れてしまうものなんだ」

　ナリアが勢い込んだ。

「なら、その噂を流しているものを捕らえてきます」

「いいって。否定はしない」

「ですが……」

「したってしょうがない。それに俺は、どのみち代だい償しようを払い続けている」

「そうなのですか？」

「眠れなくてね」

　最後は独り言に近い。ナリアとメーニカは怪け訝げんそうな表情をしていた。




　彼の言葉はまったくの本心だった。

「うあ……あ……。あー!!」

　夜中、アルメインは寝台から跳はね起おきた。

　額ひたいからは汗が滴したたり、背中はぐっしょりだ。悪お寒かんまでする。それでも大きく息を吐いて安あん堵どしているのは、夢だと分かったからだ。

　枕まくら元もとに目をやる。臙えん脂じ色いろの宝石がそこにはある。

　冥めい玉ぎよくは昏くらく輝いていた。

　この宝石は普段姿を見せない。だがなんらかのきっかけで出現する。そして彼に、悪夢を見せるのだ。

　夢の中のアルメインは幼かった。純粋で力もなく、母を失った直後だった。そこに優しく、綺き麗れいな姉が現れる。そして自室へと連れて行かれた。あとは思い出したくもない。

　彼は額の汗をぬぐい、寝台脇わきの小卓にある水差しをとった。コップに注つがず、直接口をつけて飲む。

　ようやく一息ついた。

　冥玉はぼんやりとした輝きを見せ、ゆっくりと光を減じる。そしてアルメインに吸い込まれるようにして消えた。

　どうしてこのような現象が起こるのかは分からない。だがこういうときは決まって、心を削り取られたような疲労感を覚えるのだった。そしてジネルを追い落としてからは、頻ひん度どが増えている。

　ノックの音がした。小さく、早い。誰何すいかする前に扉が開いた。

「お兄様……？」

　高価な寝ね間ま着きに包まれた小さな身体。その顔は心配そうな色を見せている。

「お兄様！　大丈夫ですか!?」

　メーニカは小走りに近寄ると寝台に飛び乗ってきた。アルメインは戸と惑まどいながらも、止めなかった。

「メーニカ。どうしてここに」

「苦しそうなお声が聞こえたのです。どうなさったのですか」

「いや……なんでも」

　ない。そう言おうとしたが、本当のことを口にした。

「夢を見たんだ」

「まあ、悪夢だったのですね。とても苦しそうでした」

「そうだな……いい夢じゃなかった」

　それから心配ないというように、小さく笑う。

「でも今はメーニカがいてくれる」

　メーニカがアルメインに寄りそう。肩に重みを感じ、彼はなされるがままとなった。

　口に出したことはないが、アルメインは女性との接触が好きではない。特に女としての性を感じさせる年代が苦手だ。これはもちろん、姉から受けたあのことが心の傷になっているからだ。そのため女性とは無意識に距離を取る。会話はもちろん可能だが、ある一定の距離よりも接近されることは激しく拒こばんでいた。

　ただ、老女と少女ならば心が乱されることもなかった。そのためメーニカは、王宮内において、唯ゆい一いつと言っていいほど彼に触れることを許された存在でもあった。

「嬉しいですわ、お兄様」

　年若い妹が言う。

「メーニカを頼ってくださって」

「ここを出ている間も、メーニカのことは気にしていたんだ」

「これからはずっとお側そばにいられます。今晩も、お兄様が悪夢を見られるようであれば……」

　がちゃりと扉が開く。飛び込んできたのはナリアであった。

「兄上、お加減は」

　彼女は兄の隣にいる少女を見てぎょっとしたが、すぐに言葉を続けた。

「……大丈夫なのですか」

　アルメインは安心させるようにうなずく。

「平気だ」

「苦しそうなお声がしたとメイドから」

「もう大丈夫だよ」

　ナリアはほっとした表情を見せた。そこにさらなる妹の声。

「お姉様、遅いですわ」

　メーニカの言葉に、ナリアは少しだけむっとしたようだ。

「宮殿内を見て回っていた。兄上をお守りするためだ。知っているだろう」

「お兄様はとても苦しそうでした」

「遅れたつもりはない」

　事実、ナリアの息には荒さがあった。駆けてきたのだろう。

　メーニカはその姿を見てもなにも思わないようで。

「今こ宵よいはメーニカがお兄様のお側にいます」

「馬鹿言え。兄上と寝台を共にするつもりか？」

「もちろんです」
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「……なっ……！」

　ナリアは、冗じよう談だんで口にしたことが事実だと知り、絶句した。

「メーニカはお兄様と一緒に寝ます。お兄様を悪夢から守るのです」

「……妹だろう！」

「妹だからです」

　アルメインの身体にメーニカの頭が擦こすりつけられる。猫ねこのような愛らしい仕草だった。

　その様子に、ナリアの顔がこわばる。

「いい加減にしろ。兄上をお守りするのは私の役目だ。なんなら、室内で夜を明かす」

「メーニカがお兄様の無ぶ聊りようをお慰なぐさめするのです。お姉様は外に」

「その小さな腕で暴漢を防ぐことができるのか？」

「悪夢を払うことはできます」

　そしてアルメインの腕にしがみついた。

　ナリアは表情を硬かたくしたまま寝室に入ろうとした。だが、すぐに制された。

「ナリア、いい」

　兄の言葉に、妹は意外そうに言う。

「何な故ぜです？」

「いつものように、隣の部屋にいてくれ」

「私では不満なのですか？　兄上をお守りできないと!?」

「……そうじゃない」

　それ以上アルメインは語らない。沈ちん黙もくしたままであった。

　ナリアは幾いく度どか口を開こうとしたが、無益を悟ったかうつむき加減になって首を振った。かすかに、腰の長剣が鳴った。

「……失礼します」

　背を向けると、彼女は寝室から出て行った。

　ナリアが本心から守りたがっていることを、アルメインは理解している。だがそれでも、特定の女性と二人きりになるのは抵抗があるのだ。ましてやついさきほど、悪夢を見たばかりである。

　メーニカはナリアが出ていった扉をじっと見つめている。彼は声をかけた。

「もう寝るといい」

　身体ごと振り向いた。

「それは駄だ目めです。お兄様が先にお休みになってください。なんのためにメーニカが来たのか分かりません」

「朝、起きられなくなるぞ」

「まあ。メーニカはもう子供じゃないです。お兄様を起こして差し上げます」

「分かったよ」

　アルメインは苦笑しながら、横になり軽く目をつぶった。

　そのため、年若い妹が扉に眼をやり不敵に微笑ほほえんだのを、知ることができなかった。


[image: ]



　夢に怯おびえる夜はともかく、昼は代王として振る舞わなければならない。それと、王となる目的のことも。

「アルメイン様」

　書庫にカリーンがやってきた。

「早馬です」

　高価そうな紙が渡された。一読する。

「用意を」

「すでに整っております。例のものは馬に積みました」

「よくできるメイドだ。すぐ行く」

　彼はうなずき、メーニカを膝から下ろして立ち上がった。

　書庫から出ようとするアルメインに、ナリアが急いでついてくる。

「どちらへ」

「俺とカリーンだけでいい」

「宮殿の外なら、私は護衛として同行します」

　決意は明らかだ。忠誠を誓った相手への義務だと言わんばかりに。

　アルメインはちょっと困った顔をした。小声で隣のメイドに訊きく。

（なんでこんなにしつこいんだ）

（あの方は護衛です）

（連れて行っていいと思うか？）

（そのようなことをメイドに訊きますか？）

（代王は相談しちゃいけない法典でもあるのか）

（ナリア様は護衛として右に出るものがいません。一方で融通の利かない性格でもあります）

（俺のやろうとしていることを知ったら、文句言うだろうなあ）

（置き去りにされても、苦情をおっしゃるでしょう）

（美人なんだけどなあ。あれさえなけりゃ）

（そうお伝えしたらどうですか？　喜ばれるでしょう）

　アルメインは肩をすくめると、ナリアに「ついてきてくれ」とだけ告げた。

　三人は宮殿から出ると馬に乗り、そのまま石いし畳だたみを走り去る。馬は四頭いて、うち一頭には大きな荷物が積まれていた。

　市内は賑にぎわっていた。ハイニル、ヒルトルートの葬そう儀ぎの見物に来て、そのまま住み着いた人間すらいる。市民にとっては王族の婚こん姻いんも死も、等しく娯ご楽らくであった。

　アルメインに注目する市民はいない。隻せき眼がんのヴィントレーアに比べて、彼の知名度は著いちじるしく劣おとる。まして目立たない中務卿のままなのだ。だがそれは秘密裏に行動する際には有利に働いていた。

　一行は北の大門を抜け、郊外に出た。

「兄上、どこまで行かれるのです」

「もうすぐだよ」

　街道の右手に小高い丘がある。かつてはヴィーリシス大王がのちの皇后と婚姻前に食事を共にした場所だという。

　アルメインはそこに馬を向かわせていた。頂上に到着して馬から下りる。

「兄上、ここでなにを」

　妹の疑問には答えず、彼はカリーンを見る。

　メイドは遠方を確認した。

「……来ました」

　馬が三頭、丘までやってくる。ナリアが一見しただけで言った。

「立派な馬ですね。財力か地位がなければ、あれだけの馬に乗ることはそうそうありません」

「鋭いね、妹君は」

　アルメインが呟つぶやいた。馬三頭は眼前まで近づいてきた。

　馬上の人物は馬に乗ったまま威風堂々喋しやべりはじめた。

「フィンメルハウゼンの代王。このような場所に呼び出すとは」

「お越しいただき恐きよう悦えつ至し極ごく。シュタインベルク大使」

　その名を聞いてナリアがぎょっとする。話している相手は、グーゼルホーフ帝国の大使、シュタインベルク公こう爵しやくだったのだ。

　影武者などではない。葬儀で見た姿と同じであった。大国の大使が人目を避けるようにして会いに来ている。

　それにしても、代王とはいえ一国の王を前にして馬上のままとは儀ぎ礼れいを欠いた行いである。強大な帝国が背後にいるための所業であろう。

「私に話とはなにかな」

「損をすることではありません」

「そうであろうな。わざわざ人ひと気けのないところに呼び出すのだから」

　シュタインベルクと副官二名は馬から下りた。

「用件を聞こう」

「話が早くて助かります。西方にあるターキニー国なんか、いちいち茶を飲んで座を暖める必要があるくらいですから」

「さっさと言え」

　アルメインはわざとらしく咳せき払ばらいをする。焦じらせた方が、のちの期待も大きくなるというものだ。

「ご存じの通り、我が王国は現在混乱しております。ヒルトルート代王が身み罷まかって以来、国政がなかなか定まらない状態です」

「ふん。代王が一人辞めたそうじゃないか。政まつりごとを知らぬ国よ」

「それで一つ確認したいのですが、帝国はこれからも王国と平和的におつきあいいただけますか」

「無論。我が国は他国の内政にまで干渉はしない」

　アルメインは胸を撫なで下おろしたりはしなかった。シュタインベルクの言葉を馬鹿正直に受け止める人間はいないだろう。国境付近にあり、しばしば小こ競ぜり合あいの対象となっているレンデン市をグーゼルホーフ帝国は自国領土と主張している。自国のものである以上、力尽くで奪回しても問題にはならないということだ。そして他国の内政に干渉しない以上、自国の内政にも口を出すなと言ってくるだろう。

「よく分かっています」

　アルメインは自分の分析を口に出すような真ま似ねはせず、儀礼的微笑を浮かべた。

「ただ我が国としては、しばらく宮殿内の出来事に力を注そそぎたいのです。ですがしばしば、帝国から王国への政治にもっと関与したいとの声が聞こえてきます。俺……私としてはそのあたりのことで、大使のご助力をいただけないかと思いまして」

「ふうむ。つまり、わしから本国に、貴国にあまり関与せぬよう話してもらいたいということだな」

　シュタインベルクはごわごわした髭ひげを撫でた。

「立場は理解しよう……が」

　髭の奥の唇くちびるが、にやりと歪ゆがんだ。

「そのためには先立つものが必要だ。人は言葉だけでは動かぬ。誠意がなければなあ」

　黙って聞いていたナリアが、かすかに眉を顰める。この男は賄わい賂ろを要求しているのだった。

　太った身体に収まりきらないほどの欲を前にしても、アルメインは動じていない。

「もちろん、大使のお力には相応の礼をさせていただくつもりです」

　彼は指を鳴らす。カリーンが馬を引いてきた。

　鞍くらにくくりつけられた麻袋に、アルメインは手を入れる。黄金色に輝く貨か幣へいを取り出すと、シュタインベルクに渡した。

「ほう……これは」

「ヴィーリシス大王金貨です」

　アルメインは言う。

「大陸に覇はを唱えた大王が最初に鋳ちゆう造ぞうした金貨。現在流通しているシュレイン三世金貨の十倍の価値はありましょう。これでいかがでしょう」

　彼は馬の鞍を叩たたいた。

「この馬ごと」

　シュタインベルクの目が見開かれる。隠すつもりのない欲望が渦巻いていた。

　ヴィーリシス大王金貨は価値があるが、今は滅めつ多たに流通しない。手に入れたものは珍めずらしさと価値の高こう騰とうを期待して手元に置いておくのだ。そして一番所持しているのがフィンメルハウゼン王国なのは周知の事実であった。

　馬には多くの袋がくくりつけられている。それを渡そうというのである。シュタインベルクは明らかに興奮していた。

「な、なるほど……わしの力が必要か」

「はい」

「いや、しかし、わしにも立場というものが……」

　断る気などないだろうが、そう言ってしまうのは見栄なのだろう。アルメインは駄目を押した。

「これは半金です。帝国を説得していただければもう一頭分」

「なんと！」

　いささか品のない声を上げる。

「代王がここまでするとは」

「私は安全を買いたいのです。それはグーゼルホーフの益にもなるはずです」

　アルメインは告げた。野心を燃やすグーゼルホーフ帝国は、隙すきあらばレンデン市に兵を出そうとする。ヴィントレーアは強硬派だから、すぐに兵をぶつけて対抗するだろう。今までは一将軍だから小競り合いで終わっていたが、代王になったら遠慮なく大軍を使うかもしれない。現段階で国庫を傾けたり、国内を疲ひ弊へいさせることは避けたかったのだ。少なくとも、自分の地位が安定するまでは。

　対外的な厄やつ介かいごとをなくし、なおかつグーゼルホーフの好意まで買えれば、できることは飛躍的に増大するはずだ。

　グーゼルホーフの益になると言ったのは方便だが、そんなのは眼前の男も信じてはいないだろう。が、綺麗事もときには役立つ。

　シュタインベルクは大きくうなずいた。

「分かった、分かった！　そなたの望み通りにしよう。両国の友好のためだ」

「大使におかれましては、本国への報告をよいように」

　太った中年男は金貨の袋を眺めているばかりで、アルメインの口上を聞いているかどうか分からない。彼は苦笑しながらもう一度繰り返そうとした。

　その刹せつ那な。

　かすかな空気の乱れにその場の半数が気づく。アルメインは放浪の末に得た勘かんによって。ナリアは軍役から会得した知覚によって。カリーンは類たぐいまれなる能力によって。

　シュタインベルクは哀れだった。

「ぐっ！」

　脂し肪ぼうで膨れた顔から断だん末まつ魔まが漏れる。シュタインベルクの首には黒く塗ぬられた矢が刺さっていた。

「がっ！」

「ぐわっ！」

　従者二人にも同じく矢が刺さる。アルメインは前方の低木に目を凝こらす。そこから放たれていた。人影を認めると同時に駆け出す。

「兄上！」

　ナリアの声は背中で受ける。暗殺者はすでに走り出しており、逃走しかかっていた。

　辺り一面は繁しげみで動きづらいが、アルメインは気にせず走る。二年前には密林地帯を全力走破したこともあるのだ。

　相手はもたもたしている。身体ごとぶつかり、地面に転倒させた。

　若い男だ。地味な色合いの動きやすい服装。弓だけを持っている。

「どこの手のものだ！」

　返事なし。次の瞬間。

「兄上！」

　またナリアの声だ。同時に強大な殺気。

　なにか飛んでくる。矢ではなく投とう擲てき用ようの短剣。若い男に突き刺さる。

　アルメインは顔を上げる。まだ敵がいたのだ。しかも三人。ごつい大男と細身の長身と、短髪の男。全員若者と同じ服装をしている。

　大男が剣を構えて向かってくる。

「お前の相手は私だ！」

　ナリアが裂れつ帛ぱくの気合いと共に、自らの長剣で攻撃を受け止めた。大男の力を受け流し、華麗な足取りで迎え撃つ。怯ひるんだり、動じるところは微み塵じんもない。

　もう一人はどこだ。長身の男は離れた場所にいた。両手には短剣。刃がぬらぬらとしているのは、なにか塗ってあるからだ。間違いなく毒の短剣。

　二本同時に投げられた。アルメインに向かって飛んでくる。刺さったら即死しないまでも、苦しみぬいて絶命するだろう。

　一瞬息が止まる。突然、短剣がアルメインの眼前で落ちた。見えない壁にぶつかったかのように、跳ね返ったのだ。

「アルメイン様、そのままで」

　進み出たのはカリーンだった。

　彼女は指を複雑に折ると、手のひらを前方に向けて突き出す。指の間から炎ほのおが生まれ、渦を巻きながら球となると、暗殺者に向かって放たれた。

　火球は長身の男を直撃。そのまま大きな光となった。

　ほぼ同時にナリアの剣も大男を倒す。大男の武器は真っ二つになっている。前王から拝領した豪剣は、遺い憾かんなくその切れ味を発揮していた。

　ナリアは剣を収めると駆け寄ってくる。

「兄上、お怪け我がはありませんか」

「大丈夫だ」

　周囲を見回した。残る一人、短髪の男の姿が、どこにもなかった。

「逃がしたか」

「申し訳ありません。生かして捕らえることができませんでした」

　彼女は詫わびると、カリーンの方を向いた。メイドはアルメインが捕らえた暗殺者の身体に屈かがみ込こんでいる。

　首を振った。

「毒を飲まれました。歯の奥に仕込んでいたようです」

　そして服を脱がせて、なにか確認をしている。

「……『斑まだらの短剣』ですね。間違いありません。はじめから大使を狙ねらったのか、それとも我々を殺あやめるつもりだったのか……」

「こいつらを調査していたのではなかったのか」

「継続していますが、困難を極めています」

　調べていたメイドが殺されたことをナリアは知らなかった。

　カリーンは立ち上がった。

「戻った方がよさそうです。暗殺者がまだ残っていないとも限りません」

　アルメインは顔をしかめた。

「どんな理由で大使を殺害しやがったんだ。調べる時間もないな」

「あとで人を寄よ越こします」

　早く宮殿に戻った方がよさそうだ。ここでの会合が露見しているということは、他にも手を打たれている可能性がある。

　アルメインは足早に馬のところに戻る。そのため、後方での会話に気づかなかった。

　背を向けたカリーンの腕を、ナリアが摑つかんでいた。

「おい」

　ナリアの眼光は鋭く、昏い。

「あれは、魔ま導どうだな」

「目の錯覚だと言っても、信じてもらえないでしょうね」

「とうに滅びた術だと思っていた」

「隠すのは得意です」

「魔導士がなにをしている。兄上をたぶらかすつもりか」

「どうぞご内密に」

　カリーンはそっと腕をほどくと、さっさと離れていった。




　白はく磁じ宮殿に戻ったときにはすでに暗くなっていた。書庫内にも角灯ランタンが持ち込まれた。可燃物ばかりなので、机の上に一つだけ。

　アルメインは一休みする間もなく、矢継ぎ早に指示を飛ばす。

「大使官邸に人をやって見張らせろ。それと誰か現場にやってくれ。逃げた奴やつの追跡を」

「現場へはすでに部下をやりました。大使官邸にはすぐに」

「家族から使用人まで調べ上げろ」

　カリーンは部下のメイドに短い言葉で指示を飛ばした。

　少しして、彼女は眉根を寄せた。このメイドにしては珍しい仕草だ。

「……死体がないそうです」

「なに？」

「部下からの遠話ですが、暗殺者の死体がなくなっています。大使の死体はそのままですが……」

　不審な表情が大きくなった。

「足跡がいくつかあり、どうも兵のものらしいと」

　アルメインが即座に言った。

「ヴィントレーア姉さんに会いたいと言え。すぐに」

「その必要はない！」

　カリーンが返事をする前に、別の声音が飛んできた。

　書庫の扉は開け放たれていた。乱入してきたのは幾人かの兵と、瞳ひとみをぎらつかせた粗暴な男。

「この私し生せい児じ、引導を渡してやるぞ！」

　アルメインは眼を細めた。

「ガルクト……？　俺は姉さんに用があるんだ」

「お前を逮捕しに来た」

「なんだそりゃあ」

　気け色しきばんだのはアルメインよりもナリアだった。彼女は進み出て、二人の兄の間に割って入る。

「なんのつもりです！」

「王国への罪だ！」

　ガルクトの合図で二人の兵がアルメインを捕らえようとする。

「なにをするか！」

　ナリアの一いつ喝かつに兵はびくっとして動きを止めた。

「兄上にそれ以上近づいてみよ。身体が頭を探して永遠にさまようことになるぞ」

　彼女は腰の剣に手をかけている。武勇はつとに知られた女性だ。生じる殺気もただごとではない。兵は動揺し、ガルクトをうかがった。

「ええい、なにを怯んでおるか。捕らえよ！」

「おいガルクト。ナリアとばかり話してないで、少しは俺の言うことも聞いてくれ」

　げんなりしたアルメインに、ガルクトはむしろ救われたように顔を向ける。

「神妙だな」

「そうじゃない。なんの容疑だ。ジネル姉さんのときの愚ぐ行こうを繰り返すつもりか？」

「あのときは機会を誤った。だけど今度は証拠は押さえたぞ！」

　彼は誇らしげに大音声を放った。

「アルメインにはグーゼルホーフ大使シュタインベルク公と接触し、殺害した罪が問われている！」

「……なんだって？」

　驚きよう愕がくにわざとらしさが伴ったのは、その目撃者であったからだ。なにしろ目の前で大使は殺されたのだから。もちろん驚いたのは大使の死亡がすでに露見していたからだが、おかげでガルクトに一定の正当性があると感じさせた。

「恐らく王国をグーゼルホーフにでも売り飛ばす算段をしていたのだろう。だがそこで意見が食い違い、激情に駆られて大使を殺害した！」

「君と一緒にしないでくれるか」

「黙れ！　以上によって罪は明白！　さっさと捕まえろ！　さもなければお前たちも同罪だ！」

　一瞬アルメインは考える仕草。怒声に勇気を得た兵たちが捕らえようとする。そこにナリアが割って入った。

「兄上に手をかけたら容よう赦しやしないと言ったはずだ！」

「兄の言うことが聞けないのか！　お前もその私生児と同罪にするぞ！　一緒に捕らえて欲しいのか！」

「なんだと！」

　ついに剣を抜き放ったナリアの肩を、アルメインは軽く押さえた。

「やめろ、ナリア」

「兄上!?」

「本が血で汚れるのは困る」

　剣を収めるよう手で合図をする。彼女は渋々鞘さやに戻す。

　ほっとした兵たちによって、二人は書庫から連れて行かれた。いつの間にかカリーンが姿を消していたが、それに気づいたものはいなかった。
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　代王であるアルメインが捕ほ縛ばくされたことは対外的に公表されていなかった。だが人の口に戸は立てられない。捕らえられ、幽ゆう閉へいされたことだけは口から口へと伝わっていく。

　当初、罪状もなく捕らわれたと思われていたが、直後にシュタインベルク公爵が殺害されたと発表されたため、否いやでも応おうでも結びつけられることとなった。

　そのシュタインベルク公の殺害はかなりの衝撃を引き起こした。グーゼルホーフ帝国本国からは、さっそく犯人の引き渡しと賠ばい償しようの要求がもたらされる。書面は丁てい寧ねいかつ高圧的で、拒否した場合は武力による解決も辞さないと匂わせてあった。

「これは国内の問題だ。引き渡すつもりはない。来るなら受けて立とう」

　外交文書を受け取ったヴィントレーアは、遠慮なくぐしゃぐしゃに丸めた。

「我が軍の精強さを戦場にて披露しようではないか。侮あなどっていれば火傷やけどではすまんぞ」

　とは言うものの、帝国軍と王国軍では地力に差があることは彼女も理解していた。部下の一人がもたらした報告は、それを裏付けるに充分なものだった。

「現在の所、即座に動ける軍は一万ほどしかありません」

　イーレクリス将軍の言葉にヴィントレーアは不快感を隠さなかった。国境方面に駐ちゆう屯とんしているグーゼルホーフ軍は三万を数える。戦場で相まみえるには不利だった。

「市民より兵を募つのり、あるいは外国人であろうと募集すればさらに増えますが、それでも三か月後に二万がせいぜいかと」

「三か月あったらグーゼルホーフ軍は王国を横断して西央海で海水浴をはじめるぞ。どうしてこれしかいないのだ。三年前なら四万はいた」

「武器と糧りよう秣まつの供給が追いつきません。官僚の間で事務作業が停滞しており、各地に集積しているはずの物資が首都まで届かないのです。募兵もやはり事務作業ですから」

　ヴィントレーアは舌打ちした。貴族たちを締め付けていたせいで、不満が溜まっていたのは知っていた。それがこんな形で噴出するとは予想もしていなかった。ジネルの叛乱が事前に防がれたため表だった抵抗はしてこないが、鬱うつ積せきは解消しようがない。ギーメルの演説を聴いていた貴族に事務作業の専門家が多かったのだが、彼らは半分謹きん慎しん状態だ。

「今いる人間をもっと働かせろ。武器と食糧がなければ兵は戦えん」

　減少した人数にさらなる負担を強しいるのは疲労と過失を増やすもとだが、他に手はない。現に疲ひ労ろう困こん憊ぱいした役人が寝入っている間に失火で食料庫が焼失した事件が起こっており、前途の困難を予想させた。

　宮殿内の慌あわただしさは緊迫感となり、首都リューブルグ内に伝染する。市場マーケツトではグーゼルホーフとの戦争が噂されるまでになった。




　国境付近のみならず、白磁宮殿内も緊迫していた。それはヴィントレーアが感じているものとはいささか異なる。

「何故兄上が捕縛される!?」

　ナリアは叫んだ。罪状は聞いたが納得がいかない。だが相手がヴィントレーアともなれば、怒りの持っていきようがなかった。

「陰いん謀ぼうとしか思えぬ」

「それは間違いありません。誰かがヴィントレーア様に密告したのでしょう」

　カリーンが言った。

　二人のいる書庫は主人が不在のままだ。そのためか、どことなく陰いん鬱うつさが感じられた。

「お救いします」

「正気か？」

　カリーンの言葉に、思わずナリアは反はん駁ばくした。

「ヴィントレーア姉様に逆らったらジネル姉様どころではなくなる」

「わたくしの主人はヴィントレーア様ではありません。アルメイン様です」

「だから気にしないというのか。隻眼の勇将、赤毛の旋せん風ぷうとまで呼ばれた姉を」

「ナリア様はどなたにお仕えしているのですか？」

　核心を衝ついた問いに、思わずナリアは黙った。

　沈黙は長く続かない。彼女には、そのまま答えない方が負けだと思えた。

「……決まっている。我が兄上だ」

「ならばお任せを」

　カリーンはうやうやしく腰を折る。書庫を出ようとするので、慌ててナリアは呼び止めた。

「どこに行く気だ」

「どうぞこのままお待ちになっていてください」

　このメイドはそれ以上言わず、姿を消した。

　ナリアは書庫をうろうろした末、自室に戻った。悔くやしいがあのメイドの言うとおりだ。待つより方法がない。それにしてもあの女は、いったいなにをするつもりなのだろう。

　夜になると宮殿は一気に人ひと気けがなくなる。一部の部屋では終夜問わず仕事をしているが、ほとんどは寝入ってしまっている。長持ちして明るい蠟ろう燭そくは高価だ。王室といえど潤じゆん沢たくに使えるものではない。

　ナリアは眠れないまま、自室のバルコニーにもたれかかっていた。

　夜空を見上げる。月の光が柔らかくナリアの身体を照らしていた。

　ぼんやりと、昼間のことを思い出す。捕らえられた兄。不敵なガルクトの顔。そして、あのメイド。

　カリーンは自信満々だった。滅多に表情を変えたりはしないが、それくらいは分かる。あれはアルメインとの信頼関係から生じたものだ。

　幼いころの兄は聡そう明めいで、彼女から見てもとても賢かしこく見えた。ただ線が細く、弱々しさも感じられたため、守りがいがあった。自分がこの人をお守りしなければという気にさせられた。王室の空気に染まっていない兄は、王国にきっと新しい風を吹き込んでくれるだろうと。

　だがアルメインは姿を消した。そのことを知ったとき、ナリアは驚き、狼ろう狽ばいし、次に泣いた。滅多に流さない涙だったが、このときばかりは誰にも見られないところで声を押し殺し泣いた。わずか九歳の少女に突然の別離は辛つらすぎたのだ。

　だがそれでも、アルメインへの忠誠心はいささかも揺らいではいない。久しぶりに再会したときですら、以前の物腰を変えなかったほどだ。たとえ本心では、飛びついて顔を埋めたい心境にかられていたとしても。

　再会した兄は以前のような線の細さが消えて、たくましくなっていた。心に澱おりのようなものを抱えている風ではあったが、いずれ消えるだろうとナリアは考えていた。なによりも、八年ぶりに帰ってきた兄に聞きたいことは山ほどあった。

　しかしそれはかなわない。兄姉が立て続けに世を去り、周囲はごたごたしていた。そしてアルメイン自身が変わってしまった。

　変わったといっても不可解な変化ではない。王室への嫌けん悪お感かんが薄れ、はっきりとした決意となっている。代王になってからはよりはっきりと感じられた。

　そのこと自体は歓迎すべきことだ。連れ子ゆえ報われなかった兄の栄進。だがどうしても、ナリアは違和感を抱いてしまう。アルメインはひょっとして、玉座への執着ではなく、もっと大きな決意をしたのではないか。それは彼女にも想像できない、深い闇やみへの潜せん行こうではないか。

（いけない……）

　首を振る。兄への忠誠を誓った身だ。あのときは九歳だったが、真しん摯しな思いだったのだ。兄を疑うことがあってはならない。

　もう一度首を振る。心の邪念を追い払おうとしていた。

　不意に、気配がした。

「誰だ!?」

　振り返ると同時に剣の柄つかに手をかける。父王から拝領した豪剣は、すでに身体の一部となっていた。

　そこにいたのは、女性であった。ナリアよりも年上で、万事他人の陰かげに身を置くような存在。それでいて、しばしば内なる野心を剝むき出だしにする女性。

「エルラニアか」

「はい」

　宰相テルヒムの秘書官である女性は、ゆっくりと礼をした。

　ナリアは柄から手を離さない。

「いつの間に入った。ここは私室だぞ」

「お話がございます」

「私にはない。お前はテルヒムという薪たきぎに火を点つける焚たきつけだ。私まで燃やすつもりか」

「ナリア様の損にはならないことです」

　すっと近づいてくる。

　ナリアは警戒を解かなかったが、制止しなかった。損にはならないという言葉に影響されなかったとは言えない。

「どんな用だ」

「最近のナリア様は、あまりアルメイン様とお話しになっていないのではありませんか？」

「なにかと思えば、そんなことか」

　ナリアは白面の秘書官を嘲ちよう笑しようした。

「私の任務は兄上の身を警護することだ。常にお側にいられれば、それで充分」

「今はお側におられることも少ないように思えます」

　エルラニアがバルコニーまで出てきた。星の明かりで照らされた姿は美しいが、そこはかとない不気味さも漂わせており、ナリアの心に染み込んでいた。

「アルメイン様はナリア様を遠ざけようとなさっているのでは？」

「馬鹿なことを」

「ですが今のところ、あのメイドを重用なさっているはずです」

「…………」

　ナリアは無言になった。

　それは彼女もわずかながら考えていたことであった。アルメインは明らかにカリーンを重んじている。年齢不詳のメイドと二人で話しあっていることもしばしばだ。

　ナリアはそれを、執務に必要なことなのだろうと思い自身を納得させてきた。だが心の奥底では、どうしようもない苛いら立だちが渦巻いていた。唯一忠誠を誓った男性につきまとう女に対して。

「……兄上には、兄上なりの考えがある」

　絞しぼり出だすようにしてナリアは言った。

「代王としての責務を果たすためにカリーンが必要なのだ」

「ではそのカリーンが、アルメイン様を闇に落とす魔物だとしたらどうします」

「……なんだと？」

　思わずナリアは聞き返す。エルラニアは薄く微笑んでいた。

「ジネル様が隠いん居きよを余よ儀ぎなくされたことはご存じですね」

「あれはジネル姉様が叛乱を試みたからだ」

「その結果、ジネル様の良人であるギーメル様が狂人として実家のゴルワース家に引き取られました。市民には発表されていませんが」

「知っている」

「実はギーメル様は狂気になど陥おちいっていなかったのです」

　エルラニアは囁ささやくようにして話した。あえて声を小さくすることにより、注意を自分に引きつけるやり方だった。

　ナリアはそれに乗った。

「なんだと」

「ゴルワース家との間に取り引きがなされたのです。ゴルワース家は今までの武器買い付けなどを不問に付される代わりに、ギーメル様を狂人として引き取ると」

「ジネル姉様の入り婿むこが報いを受けただけだろう」

「取り引き時に、相当汚い工作がおこなわれたようなのです」

　ナリアの肩がぴくりと動く。エルラニアは続けた。

「アルメイン様は王国の財政を手に入れられました。もちろん表向きではなく、裏のです。あの方は陰謀に染まった階段を上りはじめたのです」

「…………」

　ナリアはなにかを言おうとした。兄はそんなことはしない。兄は不正に手を貸さない。むやみに人は殺さない。だがどれも言葉になった途端、霧散しそうな気がしていた。

「ご存じでしょう。その手を血に染めたものは、王になったとしても報むくいを受ける。歴史が証明しています」

「……綺麗事だけでは、王国を治めることなどおぼつかない。宰相の秘書官なら分かるはずだ」

　ナリアは振り払うように言った。途中で舌がもつれた。

　エルラニアはまったく動じない。

「私はナリア様がどうして王位継承権を放ほう棄きしたのか存じております」

「……なに？」

「ナリア様は王室内の混こん沌とんを嫌っておられた。ルドニア三世の力は衰おとろえており、子供たちが欲望のまま相争うところも目撃されたはずです。幼き目には大変汚れたものとして映ったことでしょう。アルメイン様は連れ子で王室の血が入っておりません。ナリア様はそこに汚れなき姿を感じられたはず。ですから第一王妃のお子であるにもかかわらず、継承権を放棄してアルメイン様に忠誠を誓ったのです」

　エルラニアの言葉に、彼女はまったく反論しなかった。

　いや、できなかった。それらは全て事実だからだ。ルドニア三世の子供には、病死や事故死が驚くほど多い。もちろん寿命もあるが、王室内の権力闘争に巻き込まれて命を落とした事例もたくさんあるのだ。王の血を引いていることは武器にもなり弱点にもなる。周囲の欲望に流され、使い捨てられることもあった。

　幼いころのナリアは、それらのことを汚らわしく感じていた。そして一つ上の兄アルメインに他の兄弟にはない新鮮さを見ていた。

　ナリアは一歩後ろに下がった。剣の柄からは、すでに手が離れていた。

「どうして……そんなことを知っている」

「私にも目や耳はあります」

「『白はく磁じの吐と息いき』。宰相直ちよつ轄かつの諜ちよう報ほう集団。束ねているのはお前だったか」

「そのあたりは想像にお任せします」

　エルラニアはナリアに迫った。顔に息がかかる寸前の距離だ。

「他にも、まだ」

「…………」

「先ほどの理由は、少し調べれば分かることです。ナリア様が継承権を放棄したときの記録を閲えつ覧らんして推測すれば分かります。ですが裏の理由もありましょう」

「……なにが、言いたい」

「本当は、アルメイン様を慕したわれているのではありませんか？」
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　ナリアは心臓が締め付けられる感覚を覚えた。息が一瞬止まり、押しつけられる苦しみ。

「なっ、なにを！」

「これは宰相付き秘書官として調べたことではありません。女としての勘です。ナリア様がアルメイン様に向けられる多くの視線。明らかに兄妹以上のものを感じます。しかも日増しに強まっておられる。さぞかし苦しいことでしょう。夫を持たれてもおかしくない年齢。夜が寂さびしいこともありましょう。たった一人で寝台で横になっているとき、なにをなされていますか？」

「貴様！」

　頭に血が上り、ナリアは一挙動で剣を抜く。近寄ったままだったら、エルラニアの胴は両断されていたかもしれない。

　だが秘書官の姿はすでに離れたところにあった。

「どうか落ち着いてください」

「愚ぐ弄ろうする気か」

「とんでもありません。血が繋つながらないとはいえ、ナリア様とアルメイン様は兄妹です。そのまま婚姻されるのは人じん倫りんにも双そう聖せい教きようの教義にももとります。まして王位継承権を所持したままなどあり得ないでしょう。だから放棄した。少しでも側にいるために、忠誠も誓った」

「黙れ！」

「否定なさらないのはよいことです。自分の心にも背そむくことですから。ナリア様はアルメイン様に王としての理想の姿を見ようとし、慕われている。結構なことです。ですがそれが、妨さまたげられようとしております。他ならぬメイドのカリーンのせいで」

「…………」

　剣を握る力が緩ゆるむ。エルラニアは再び彼女に近づいた。

「あのメイドはアルメイン様に取り入ろうとしています。しかも心にです。あの汚けがれなきお方が手を血で汚すことになったのも、全てはカリーンの策謀によるもの。あの女はアルメイン様を変えようとしているのです」

「そんな……そんなことは……」

「ナリア様にも分かっているはずです。どうしてたかがメイドが代王の側近に収まっているのか。カリーンはアルメイン様を己の都合のよい操り人形にしようとしているのです」

　普段のナリアなら、このような言葉に耳を貸さなかっただろう。冷静に内容を反はん芻すうし、消化できたはずだ。だが自らの心中を見み透すかされた怒りと恥はずかしさ、なによりカリーンがアルメインの近くにいるという事実が心を狂わせた。

「どうか、立ちあがってください」

　エルラニアは囁いた。

「アルメイン様のために、剣を使うのです。あのメイドはアルメイン様を狂わせようとしている。ナリア様が正すのです。兄妹として、なにより愛するものの義務として」

　愛するもの。この言葉はナリアにとって、なによりも甘かん美びなものであった。

「……そのことが……兄上のためになるのだな……」

「はい」

　エルラニアは頭を下げる。

「アルメイン様のためでございます」

「兄上の……」

　彼女は言葉を発そうとする。悪意への、血で支払う契約への承しよう諾だくの言葉。

　寸前で違うものになった。

「私に……そんなことは……」

「可能です」

「…………」

「すぐにとは申しません。ですが時がたてばたつほど、カリーンはアルメイン様の心を蝕むしばんでいくでしょう。ナリア様は虫食いだらけになり爛ただれた代王を愛さなければならなくなるのです」

「…………」

「どうかご一考を」

　エルラニアはまた頭を下げ、ゆっくりと退出していった。背後から斬りつけられることがないと、確信した足取りだった。

　ナリアはそのままバルコニーに立ち尽くしていた。手から剣が滑すべり落おちていると気付いたのは、しばらくしたあとのことであった。
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　時間は少し戻る。アルメインは牢ろうにいた。

「個室と言えないこともないけど、光がほとんど入らないのはたまんねえなあ」

　薄暗い牢内で、彼はぼやいた。

　白磁宮殿より二刻ほど歩いたところにあるレーナウ城。ゾローニス一世が建設したこの城は、現在監かん獄ごくとして使用されていた。

　アルメインが収監されているのは塔の一番上である。仮にも代王の地位にいるものへの敬意だろうか。単に脱獄しづらいとも言える。

　鉄格子の向こうには番兵が二人立っていた。微動だにせず、緊張感が漂っている。王族の見張りに加え、ガルクトが「絶対に目を離すな」と念を押したのである。

「やつはいずれ、俺が直々に拷ごう問もんして殺人を自白させてやる。それまでは自殺させたり、病気にかからせたりするなよ」

　ガルクトのこの台詞をアルメインは知らないが、ろくな目に遭あわないだろうと言うことは理解していた。

　ふと、耳の奥でなにかが鳴っている感覚があった。

　ぎょっとして周囲を見る。誰もいない。例の番兵が二人だけだ。疑問に思いながらも、藁わらの寝台に横になった。

（……様、アルメイン様）

　驚いて、危うく跳ね起きそうになった。

（なんだ!?　カリーンか？）

（魔導で話しかけております。どうかそのままで）

　アルメインは横になったまま、番兵に背を向ける。

（これが遠話か。便利だな）

（使えるものもずいぶん減りました。わたくしも長時間は無理です）

（分かった。なにか報告することがあるんだろ）

（はい。ヴィントレーア様は一戦交えるおつもりです。不利は承知の上で）

（まいったな）

　兵数に劣おとっていることは承知のはずだ。だがあの姉は、こういう局面で引くことをしないのである。なまじ軍を率いることに自信があるため、たとえ帝国が相手でも恐れることがない。

　アルメインにとっては困る。大多数の人間にとっても。グーゼルホーフとは国力が違うのだ。たとえ一戦に勝利しても、連戦するといつかは敗北する。そのとき首都を守る藩はん屏ぺいは存在しなくなるだろう。何回負けても大丈夫なグーゼルホーフと、一回負けただけでも致ち命めい傷しようとなりうるフィンメルハウゼンでは、おのずと国力が違うのだ。

　まして兵を集めづらい今は、緒戦で敗北もありうるのだ。

（止めないとまずい）

　彼は決して盲もう目もく的てきな平和主義者ではない。まして王になるためには毒をも使うと決意した身だ。だがその前に足下が崩ほう壊かいしては元も子もなかった。

（ですが、現在、ヴィントレーア様に忠告できる人間はおりません）

（軍の人間が逆らうはずもないし、テルヒムはどうだ）

（宰相のことを嫌っておられます。一番いいのは、王族の皆様に協力を仰あおぐことです）

（しかも地位の高い……あー、俺がジネル姉を引退させちまったからな）

　苦笑いをする。自らの足場固めと競争相手の排除だったが、思わぬ副産物を生んでしまった。自身に皮肉を浴びせたくなるが、それで満足している場合でもない。

（お一人だけ、ジネル様と同等の地位の方がおられます）

（だよな。よし、ヴィントレーア姉さんに会いたい）

　アルメインは口を動かさずに伝えた。

（弟の頼みだと言ってくれないか）

（かしこまりました。ただ、メイドの言葉に耳を貸していただけるか、分かりませんが）

（なんだったらナリアに任せてくれ）

　そこで遠話は終わった。カリーンの言葉の最後は、疲労のためか掠かすれ気ぎ味みだった

「時間はないな……」

　ヴィントレーアは軍を率いてレンデン市に出発する。軍の移動は当然グーゼルホーフも察知するから、国境付近の部隊を移動させるだろう。先手を打ってレンデン市への侵攻もあり得た。

「その前に止める」

　彼は呟いた。自然と立ち上がり、陽の差さない小窓に目をやっていた。




　牢にヴィントレーアがやってきたのはその日の夜だった。

　彼女は番兵を下がらせると鉄格子の所までやってくる。アルメインはカリーンに感謝し、次に顔をしかめた。一緒にガルクトがいたのだ。「大使暗殺の犯人捕縛に功があったため」地位に復帰したとの噂。

「よう、いい姿だな、私生児」

　いかにも傲ごう慢まんなガルクトの声。

「お前には牢が似合うぞ。代王になったのが間違いなんだ」

　いずれお前の代わりに俺が代王になる。ガルクトはそう言いたかったのだろうが、ヴィントレーアによって遮さえぎられた。

「代王たるものが牢の中とはな。王族がレーナウ城に監禁されるのは二百年ぶりらしい」

「もっと酷ひどいところに入ったことはあるよ」

「命いのち乞ごいをするか？」

　彼はこの言葉を無視した。ヴィントレーアに顔を向ける。

「姉さん、俺をグーゼルホーフに引き渡してくれ」

　横で聞いていたガルクトが驚愕する。彼はアルメインが平伏して出してくれるよう懇こん願がんするものと信じていたのだ。

　ヴィントレーアはそこまで驚かない。

「ほう……どうして」

「犯人だって言えばいいだろう。俺は仮にも代王だ。ここまで地位のある人間を引き渡せば、帝国だって矛ほこを収めるさ。大使の命と比べてもお釣つりが来る」

「戦いを避けたいか」

「ああ。レンデン市も取られずにすむ」

　二人とも「本当の犯人は誰か」には言げん及きゆうしない。この会話ではどうでもいいことなのだ。グーゼルホーフにどう対処するかが優先される。

　ヴィントレーアは即答する。

「駄目だ。グーゼルホーフには引き渡さん」

「姉さん」

「誤解するなよ。姉弟の情にほだされたわけではない。グーゼルホーフは犯人が誰だろうと侵略の口実に使うだろう。戦闘は避けられん。そんな連中に代王を貢みつぎ物ものにすることは名誉に関わる」

「気にしなきゃいいじゃねえか。代王なら向こうも扱いに困るだろ。引き渡せば、あとは自分でなんとかする」

「お前の意見も関係ない。私が決めたことだ。この大陸では武が正義だ。やつらとは戦場で相まみえるしかないのだよ」

「姉さん！」

　アルメインは鉄格子に手をかける。ヴィントレーアは表情を変えない。

「そこにおとなしく入っているんだな。処罰は追って伝える」

　ヴィントレーアは優ゆう雅がに、ガルクトはわざとらしく背を向けると、塔の階段を下りていった。

　アルメインは足音が遠ざかるのを聞いていた。あとは寝るだけかなと思ったが、番兵はまだ戻らない。

　メイドの声が頭のなかに響く。

（アルメイン様。ヴィントレーア様とガルクト様が城から出たのを確認しました）

（カリーン、大丈夫か）

（お気き遣づかいなさらぬよう）

（説得は無理だった。予想通りだ）

（はじめから引き渡されることはないと、確信しておられましたね）

（まあな。一戦交える決意も分かったよ）

（せめて大使を暗殺した真犯人を見つけましょう）

（姉さんは犯人が誰だろうとグーゼルホーフには関係ないだろうし受けて立つと言っていた）

（それは犯人にもよります。もしグーゼルホーフ自身に原因があれば、彼らは口実を失ってレンデン市に侵攻しなくなるでしょう。当然ヴィントレーア様も戦う必要がなくなります）

　兵の数では王国軍が圧倒的に不利なのだ。いかにヴィントレーアといえど、国境を越えて帝国本領にまで侵攻はしない。

　しかし、必要条件があった。

（大使の暗殺がグーゼルホーフ自身の原因でなければ意味がないな）

（なければ作ります）

（いい手だ）

　またナリアが聞いたら卒倒しそうなことを二人は平然と口にする。

（だが、できればそれは最後まで取っておきたい。『斑の短剣』の調査はどうなっている。あと現場から逃げたあいつだ）

（隠れ家は判明しています）

（早いな）

（部下が書き付けを胸針ブローチに残していました……直接お話しした方がよいかと）

（おい、どうやって。俺は閉じこめられたままだ。番兵に酒でも飲ませてごまかすか？）

（さっき眠ってもらいました。少々荒っぽい手段を取ります）

　破は裂れつ音おんがした。天てん井じようから石粉が降ってきて、アルメインは思わず首をすくめる。

　鉄格子が倒れていた。

「こちらです」

　向こうにいたカリーンが、頭を下げる。彼は呆あきれた。

「俺の知識じゃ、ここは塔の最上階なんだけどな」

「魔導は便利なものなのです」

　アルメインはカリーンに導かれて、塔から抜け出した。

　ヴィントレーアやガルクトの手のものに見つからないよう注意しながら白磁宮殿に帰還する。宮殿のメイドたちが手引きをしてくれた。

　書庫に入ると、ナリアが駆け寄ってくる。

「兄上！」

　ナリアはひざまずいた。

「お怪我はありませんか？」

「大おお袈げ裟さだな。放り込まれてまだ二日だぞ」

「ヴィントレーア姉様がレーナウ城に向かったと聞きました。やはり肉親を投獄するには忍びなかったと」

「いや……」

　力ずくで逃げ出したんだと説明しようと思ったが、ほっとしている妹を見るとそうも言えなくなる。

「兄上の無事を信じておりました」

　ふと、彼の心にも情が湧わいたが、別の思いも過よぎった。

「……なにかあったのか？」

「なんでしょう」

「いつもとは違うような気がする」

「……わたしは常に、兄上をお守りする騎き士しです」

　ナリアはそう告げた。

　その姿にかすかな哀かなしみが伴っているのをアルメインは感じた。だがこれ以上感傷に浸っていることは許されなかった。

「カリーン、『斑の短剣』の方だ」

「隠れ家らしきものに人をやりました。そこには連絡員らしき人物しかいなかったのですが、数刻前に髪の短い男がやってきたそうです」

「大使を殺したときのやつだな。夜が明けたら俺が牢からいなくなったことが発覚する。それまでに片をつけるぞ」

　アルメインは長剣を身につけると出発の用意をした。彼が自身が赴おもむくつもりであった。
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　白磁宮殿の反対側は、広大な空き地となっていた。そこは軍が出陣するための場所であり、集結地となっている。歴代の王は整列したフィンメルハウゼン王国軍を閲えつ兵ぺいし、激励してから戦場に送り出したのだ。

　深夜にもかかわらず、その場所に各所から兵が集まっていた。天幕が数多く張られてひっきりなしに出入りしている。ヴィントレーア指揮下の兵たちだ。どの顔も緊迫感を隠そうとしない。戦いは不利であるのに加え、代王自身が指揮を執とって出撃するのだ。どうしたって緊張する。

　アルメインたちは兵たちの脇を、密ひそかに通過していた。

　彼とナリア、カリーン、そしてメイドたちは頭ず巾きんで顔を隠し、兵士が密集している敷地内を横断しているのだ。アルメインは捕らえられ収監されている身である。あまりにも大胆な行動であった。

「露見したらどうするつもりだ」

　もっともなことを言ったのはナリアだった。

「ここには姉上の手のものしかいないのだぞ」

「近道です。まさかアルメイン様がここを通るとは誰も思わないでしょう。自分の足下に落ちているものは、なかなか探しにくいものなのです」

　カリーンはさらりと答えた。

　彼女の言うとおり不審な目を向けられることなく、一行は敷地を抜けた。あとは遠慮なく走って『斑の短剣』の隠れ家へと直行する。

　隠れ家は人目を避けるように、川沿いに立っていた。奇襲はメイドたちが受け持つ。

　扉を破ると無言でなだれ込む。横になろうとしていた短髪の男を押さえつけ、隣の使用人を引き倒す。

「失礼」

　カリーンが市場マーケツトで肩が触れたみたいに言う。男は目を見開いている。

「『斑の短剣』の手のものですね。名はリゲル」

　男が返事をしないのは訓練のたまものか、それとも名を知られたことによる驚愕か。

「グーゼルホーフ大使暗殺を遂行したのは知っています。どこから依頼を受けたのか、答えなさい」

「…………」

　リゲルは返事をしなかった。口すら開けない。

「痛い目をみたいですか？」

　カリーンの言葉にも怯えはしなかった。

　アルメインはメイドに「代わってくれ」と告げ、男を椅い子すに座らせ、上から見下ろす。

「時間がないんだ。手っ取り早くやらせてもらうぞ。俺は四年前に『斑の短剣』と戦ったことがあるからお前らのことは知ってる。男ではなくなったが、逆に女としての欲求が出てくるらしいな」

　彼は使用人を連れてくるよう告げた。なにをするか察したナリアが、つい声をかけた。

「兄上……」

　アルメインは静かにしてろと手で制する。再び男に言った。

「『斑の短剣』は若い男を使用人として連れることがある。お前の愛人だろ」

　リゲルは口にこそしないが、動揺していることは手に取るように分かった。

　アルメインはカリーンに小さくうなずく。

　メイドは鞘から短剣を抜いた。そして一挙動で、使用人の腿ももに軽く突き刺した。

　悲鳴が起こる。暗殺者は目に見えて動揺した。

「やめろ！」

「口が利けたのか」

　カリーンがもう一度使用人に短剣を刺す。今度は深く。悲鳴はさらに大きくなった。

「やめろ！」

　アルメインは悲鳴を聞き流しながら言う。

「さっさと言え。そうしたら治療してやる。なんならお前たちがどこか遠くで暮らせるだけの金を渡してもいいぞ」

「この……」

「泣き言は不要だ」

　リゲルは顔を歪めながら、口を開いた。




　必要な情報は手に入った。カリーンが使用人に簡単な手当を施ほどこし、リゲルと共に縛って放置する。あとで医者を寄越すつもりだ。

　道を引き返す。来たときと同様、ヴィントレーアの軍が駐屯している敷地を横切ろうとして、頭巾を深く被って顔を隠す。

　だがその必要はなかった。一行は驚いて立ち止まる。

「……いない！」

　なにもなかった。空き地を埋め尽くしていた天幕や人馬は影も形もなく、風が吹き抜けているだけだ。火を熾おこしたあとや足跡が見られるのみだった。

　アルメインはうめいた。

「意表を突いたのか……さすがはヴィントレーア姉さんだ」

　グーゼルホーフ帝国を欺あざむくために、夜のうちに出撃したのだろう。先手を取ってレンデンの街に入り、あわよくば奇襲でグーゼルホーフ軍を粉ふん砕さいするつもりだ。

「奇襲は常に攻撃側に有利に働きます。ヴィントレーア様は兵数の劣勢を補うつもりなのでしょう」

　とカリーン。

「追いかけて、先ほどのことをヴィントレーア様にお知らせなさいますか」

　その台詞に、アルメインはいったんはうなずいた。

「そうだな……いや、待て待て。グーゼルホーフだって馬鹿じゃない。もしかしたら誰かにこっちの動向は調べさせているかもしれない。姉さんの出撃を知らせるはずだぞ。そうなったら止められない」

　グーゼルホーフ軍は国境を越え、レンデンか近郊で激突するだろう。奇襲の効果は薄れ、仮に勝利したとしても甚じん大だいな損害を受ける。あとは坂道を一直線。

「カリーン、大使官邸を調べさせてるメイドに遠話できるか」

「短時間ですが」

「不審な人物が出入りしていないか調べろ。いなきゃいいし、いたらそいつが密偵だ」

　カリーンは精神を集中する。簡単そうに見えて相当に体力を消しよう耗もうするらしい。あとで聞いたことだが、相性によってはまったく不可能な場合もある。

　彼女は伏せていた目を、すぐに開けた。

「……つい先ほど、グーゼルホーフ大使官邸から馬が出たそうです」

　そして目撃情報をそのまま伝えた。

　馬上の人物の名を聞き、アルメインは舌打ちする。

「あいつか。『斑の短剣』だけじゃなくてこっちまで」

「予兆はありました。ノイエンリック将軍と連絡を取り合っており、大使官邸にも出入りした痕こん跡せきが」

「くそっ。追うぞ。空とか飛べねえかな」

「残念ですが、そのような魔導はもはや誰も使えません」

「こっちも馬か」

　アルメインは妹に言った。

「宮殿で馬を調達してくれ」

　ナリアは戸惑いつつ言う。

「グーゼルホーフの早馬を捕らえるのですか？　あとあと問題に」

「どうせ馬に乗っているのはあいつだ」

　ナリアが馬を引いてくる。夜道を全力で疾走する。

「街道沿いにはいないだろう。目立たないように裏道を使う。夜が明ける前に捕捉するぞ」

　月と星が夜道を照らす。おかげで迷うことはない。念のため、ときおり松明たいまつに火を灯ともして方向を確認した。

　前方に人馬らしき影が見えた。

「いたぞ」

　相手も気づいて馬の速力を早める。だがこちらは宮殿から調達した駿しゆん馬めだ。見る見るうちに距離が縮まる。

　止まれと叫んでも止まるはずはない。

「くそっ」

「お任せ下さい」

　カリーンが炎の矢を放った。

　矢に殺傷能力は低く、せいぜい火と音で驚かす程度のものであったが、馬にはそれで充分だった。

　いななきを上げ、棹さお立だちになる。騎手が手た綱づなを引っ張るがどうにもならない。馬から振り落とされ、草むらに転がった。

　その人物は頑強な肉体なのか、すぐに起きあがり、脇目も振らずに林の中に駆けていく。

「止まれ！」

　今度は思わずアルメインも叫んだ。夜の林に逃げ込まれては探すのが難しくなる。

「カリーン、ナリア。散って探すんだ」

　アルメインは伝えると、剣を抜いて林の中に分け入った。

　下生えはそれほどではないが、時々木の根が張りだしていて、走るのを困難にさせている。これは逆に、逃亡の妨げとなるだろう。

　アルメインはちらりと上を見る。木の葉の間を埋めている夜空は、少しずつだが白っぽくなっている。夜明けも時間の問題だ。

　男の背中が視界に入った。

「そこか！」

　駆け出す。男が振り返る。アルメインの姿を認めると、逃げるよりも向かってきた。

　幅広の長剣を手にしている。両手で振り下ろしてきたそれを、アルメインは自分の剣で受け止めた。

　金属音とずしりとした手応えが両腕にかかる。彼は耐えきると、相手に次の動作をさせず、脇腹を蹴け飛とばした。

「ぐわっ」

　男が転がる。それでも剣を手にしたまま立ち上がった。

　二人の間に距離が生まれる。アルメインは両目をぎらつかせている男に向かって言い放つ。

「どうした。俺が戦えて驚いたのか」

　かすかに笑う。

「昔とは違うよ。逃げ出して大陸中を渡り歩くうちに、戦うための技も覚えたんだ。宮殿で寝転がっているやつに負けると思うかい。ガルクト」

　アルメインと対たい峙じしている男は、紛まぎれもなくあの粗暴な兄、ガルクトであった。
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　林は広く、視界は利かない。捜そう索さくするには人手が必要だった。だが今はそうもいっていられない。

　ナリアはときおり木に手をかけて身体を安定させながら、林を駆けていた。

　アルメインに命じられるままここまで来たが、どうにも胸のもやもやは残っていた。あの『斑の短剣』の隠れ家での行為が頭に残っている。

　確かに暗殺者は大使を殺し、アルメインに罪を着せた。恐らくこれまでも数え切れないほどの人間を殺害しているだろう。だから同情するに値はしないのだが、アルメインは躊躇ためらうことなく拷問にかけた。

　それが驚きだった。やはり以前の兄とはどこか違う。あの女の言うとおりなのだろうか。兄が変わってしまったのは誰の仕業なのか。

「ナリア様」

　彼女ははっとして声の方角を見る。

　カリーンがそこにいた。ナリアは先ほどまでの感情を胸の内にしまい込む。

「なんだ。まだ見つけていないぞ。そっちは」

「わたくしも。ですが、向こうで剣の音がしました」

　踵きびすを返す。指摘された方角へ向かおうとした。

　直前で足を止める。ナリアが囁く。

「……待て。なにか聞こえなかったか？」

「ええ」

「剣の音ではないな。小枝を踏みしめるような……」

　ナリアは呟くと同時に剣を抜き、林の中に叫ぶ。

「出てこい！　誰だ！」

「さすがは元近この衛え騎士」

「……お前か」

　ナリアは口の中で罵ののしる。現われた人物はエルラニアであった。
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　アルメインはガルクトから目を離さない。カリーンとナリアの到着を待つかとも思ったが、それでは逃げられそうでもあった。

　彼はあえて叫んだ。

「お前が裏で糸を引いていたな」

　ガルクトは目をぎらつかせながら返事をする。

「そうだ。驚いたか」

「驚いたよ。こんなことができるだけの頭があるんだな。暗殺者から聞き出したときは、間違いだと思った」

　アルメインの物言いに、ガルクトは顔を真まっ赤かにして大きく口を開く。

「俺を舐なめるなよ！　もうすぐ王になるんだからな！」

「無理だ」

「無理なものか！　『斑の短剣』を動かしてお前に罪を着せて追放し、グーゼルホーフ軍を呼び寄せてヴィントレーアを倒す。そうすれば王になるのは俺だ！」

「そのために自分からグーゼルホーフに向かおうとしたのか。道案内して引き寄せるつもりなんだろう」

　アルメインは続けて言う。

「そうやってグーゼルホーフの風かざ下しもについてなにがいい。操られるだけだ。お前は昔から、なにも分かっちゃいないんだ」

「黙れ！　俺の才があればグーゼルホーフの傀かい儡らいにはならん！　フィンメルハウゼンの真の王になるんだ！」

　口から泡を吹いて絶ぜつ叫きようするガルクト。

　アルメインはしばらく彼のことを見つめていたが、やがて静かに首を振った。

「お前は哀あわれだ。ガルクト」

「黙れ！」

「粗暴で劣れつ等とう感かんが強い。ずっと他の姉弟と比較されてきたんだろう。自分でもやれる、自分ならもっとやれるって思い込みがこんな風にした」

「黙れと言ってる！」

「同情はしない。ただ、生まれる場所を間違えただけだ」

「黙れと言ってるんだ!!」

　ガルクトは絶叫しながら斬りかかってきた。
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　エルラニアが美しいことは事実であり、その神秘的な雰ふん囲い気きは夜空にぴったりであった。だが神秘が剣けん呑のんと紙一重であることを、ナリアは承知している。

「どうしてこんなところにいる」

「あなた方の動向は、なるべく把は握あくするようにしています」

「追ってきたな。何故……」

　疑問を口にしかけて、ナリアは気づく。

「ガルクトがグーゼルホーフ大使官邸に出入りできたのは、お前が橋渡ししたからか！」

「私は口を利いただけです。陰謀までは関与していません」

「宰相はいつもそうだ。自分だけは手を汚さないようにする。腰こし巾ぎん着ちやくのお前もな」

　ナリアは剣先をエルラニアに合わせた。腕には自信がある。いかに宰相付き秘書官が鍛きたえていようと、負けはしないだろう。

　だがエルラニアはひるまない。それどころか薄笑いすら浮かべていた。

「どうして私がここで姿を現したと思います？」

「知れたこと。お前が黒幕なのだろう」

「それは違います。ガルクト様はただ私にクーゼルホーフ大使官邸への橋渡しを頼んできただけです。計画はすでに準備していました」

「では誰がガルクトに『斑の短剣』を雇やとわせ、大使を暗殺させたのだ」

「その答えを得る材料は、私もまだ持ち合わせてはおりません」

「では何故私たちをつけた」

「もっと別の、ナリア様も興味のあることをお知らせしたかったからです。誰にも咎とがめられることのない、ここで」

　彼女の視線は二人に向けられている。ナリアと、後ろにいるメイドと。

「思い出してください。王位継承のとき、皆さんはヒルトルート様の前で金の杯と銀の杯に入った葡ぶ萄どう酒しゆを飲み干しました」

「見ていたかのように言うんだな」

「直後にノイベク様は吐と血けつして亡くなりました。毒を盛られたのです。事情を知るメイドが一人身を投げ、そこで調査は止まっているはずです」

「それがどうした」

「私は調査を続けていました。やはり怪あやしいのはメイドです。メイドが毒を盛ったことは明らかなのです。ですが彼女たちはあれで結束が固い。噂好きなのに、肝かん心じんなところで口が固いのです。そんな宮殿内のメイドに力を及ぼせる人間が一人だけいます」

「まさか……」

　ナリアはゆっくり後ろを向く。そこには静かに立っている、一人のメイド。

「そうです」

　エルラニアは言った。

「カリーンこそがノイベク様を抹まつ殺さつした主犯なのです」

　その時だけ、林の中が静まりかえったような気がした。

　ときおり聞こえていた梟ふくろうの鳴き声、虫の音すら消えたように感じられる。響いているはずの剣けん戟げきの音すら耳に入らなかった。

「私の調査に間違いはありません」

　とエルラニア。

「そのメイドは部下に命じてノイベク様に毒を盛り葬ほうむり去さった。アルメイン様と同格の代王なのが邪じや魔まだったのでしょう。ジネル様も策を弄ろうして引退させた。いずれはヴィントレーア様も同じ運命にあうでしょう」

　ナリアはうめく。

「どうしてそうだと分かる」

「そういう女だからです。忠誠心を表向きにし、自らの野望をかなえていく。今はアルメイン様を唯一無二の王にするのが目的でしょう。ですが、その後は？　ある種の獣けものは世話になった親をも殺すのです」

「つまり、お前は……」

「カリーンはいずれアルメイン様をも殺します。そして新たな操り人形を探すことでしょう。間違いなく、そういう女です」

　エルラニアは自信に満ちた表情で断言した。

　カリーンはなにも言わない。ナリアの心に様々な感情がうごめく。常に兄の側にいて、あらゆることを吹き込むメイド。昔から姿も変わらず側近面をしているメイド。そして得体の知れない秘術を操る魔導士。

　憎いのは確かだ。アルメインとカリーンのやりとりを見ていると、どうしようもない苛立ちが全身を支配する。兄の関心が自分に向かないことへの哀しみ。向けられているメイドへの嫉しつ妬と。

　それはあの夜のエルラニアとの会話で増幅されていた。

「……それがカリーンの正体なのか」

「はい。カリーンを誅ちゆう殺さつなさいませ。それこそがアルメイン様への忠義でもあるのです」

　エルラニアがカリーンを指さした。

「さあ、早く！」

「……分かった」

　ナリアは剣先を動かした。刃が一瞬だけきらめく。

　豪剣の軌き跡せきと、女性の身体が交錯した。

「くっ！」

　エルラニアが耳を押さえる。指の間からは血が流れ、地面には肉片が落ちていた。

「なにを……！」

　宰相付き秘書官は、口の中で呪のろいの言葉を吐いた。

「馬鹿なことをなさる！」

　エルラニアの耳を斬ったナリアは、再び切っ先を向ける。ふん、と言った。

「とんだ買いかぶりだ。兄上が信頼している人間を、私が簡単に殺すと思うか？」

「後こう悔かいしますよ……！」

「その時は自分自身を恨うらもう」

　エルラニアは左耳を押さえたまま、じりじりと後ずさる。やがて身体からだを翻ひるがえすと暗闇に駆けていった。

　ナリアは追わなかった。

　剣を鞘に戻す。事態が終わって、はじめてカリーンが口を開いた。

「いいのですか？」

「あの女を殺したら、それはそれで問題が起こる」

「そうではありません。わたくしを斬らなくてもよいのですか」

　ナリアは目を向ける。

「殺して欲しいのか？」

「それは答えになっていませんね」

「答えたくない。さっきエルラニアの言ったことは本当なのか？」

「答えたくありません」

　さらりとカリーンは返す。渋い表情を作るナリア。

「告発してもいいんだぞ」

「ではエルラニアのでまかせです」

　どうでもいいような口ぶりに、ナリアは肩をすくめた。

「そんな女だと分かっていた……だが、あえて言おう。お前のやることと兄上の望みが反する場合、私は容赦なくお前を斬る」

「そうならないよう努力します」

　これもまた素そっ気けない。だがナリアには、なんとなく、これは本心なのだろうとの思いがあった。
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　アルメインはガルクトの剣を正面から受けた。

　重い手応え。ガルクトは力はある。太い二の腕には大きな力こぶが盛り上がっていた。それでもアルメインは余裕を持って受け止めることができた。

「ぬおおっ！」

　ガルクトは力任せに剣を振り下ろす。二撃、三撃。だがアルメインの身体までは届かない。

　やがて粗暴な男の額に汗が浮かんでくる。

「くそっ、ちょこまかしやがって！」

「それほど動いちゃいない」

「うるさい！」

　真横からの攻撃。ガルクトにとっては必殺の一撃だったろうが、アルメインはあっさりとかわした。

　ガルクトは肩で息をしていた。

「動くんじゃない！」

「驚いているんだろう。お前にとっての俺は昔のままだ。抵抗しない子供だったからな。だけどもう違う。伊だ達てに大陸中を放浪してたわけじゃない」

「黙れ！　私生児なんかに負けるか！」

　獣のような叫び声と共に巨体ごと体当たりしてくる。

　アルメインはぶつかる寸前で足を出し、転倒させた。

　剣を突きつける。

「ガルクト、一つだけ聞きたい。お前にこの計画を吹き込んだのは誰なんだ」

「俺の計画だ！」

「噓うそをつけ。そんなことが考えられる頭じゃないだろう」

「うるさい、誰が言うか！」

　自分で考えたのではないと白状したようなものだが、彼なりの意地があるようだ。

「命乞いはしないぞ！」

「……俺も頼んだりはしない」
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　さてどうしようか。生かすか殺すか。生せい殺さつ与よ奪だつの権は自分にある。

　剣先が動いた。ガルクトの目が見開かれる。

「こ……殺すのか……」

「…………」

「兄の俺を殺すつもりか!?」

　アルメインは返事をしない。

　彼の瞳には宝石が映っていた。ガルクトには見えないだろうし、現実にも存在していないだろう。だがはっきりとあるのだ。誰にも見えないが自分だけには見える臙脂色の宝玉。

　冥玉は輝いていた。

　その光は鈍にぶく、頭の中を埋め尽くしそうだ。悪夢を見たときと同じように陰鬱な感情を呼び起こす。

　それにともない、殺意も湧いてきた。

　ガルクトを殺すか。この男は昔から粗暴で、屑くずで、嫌なやつだった。皿を投げられただけじゃない。転ばされ、殴なぐられ、水をかけられた。王族であること以外、いや、もはやそれすら価値のない人間。

　殺した方がましではないか。そうとも、殺した方が。

　冥玉が大きく輝く。アルメインは剣を振り上げる。

「ひいっ……！」

　ガルクトが顔を覆う。剣が振り下ろされる。

　剣先は髪をかすめ、地面に刺さった。

「……殺さないぞ、ガルクト」

　アルメインは呟く。ガルクトの表情が明るくなる。

「やはり俺の弟……」

「生かして白状させる。誰の手引きでこんなことをしたのか、全部だ。それに、そう何度も……冥玉の言いなりにはならない」

　彼は剣を放り投げた。

「それはそれとして、これは今までのお礼だよ！」

　アルメインは力一杯後頭部を蹴飛ばした。ガルクトは気絶し、冥玉はいつの間にかその姿を消していた。




　ナリアとカリーンが、林の中から姿を現す。アルメインはまだ、転倒した巨体を眺めていた。

　彼の姿に怪我がないことに、ナリアは安堵していた。

「兄上、ガルクト兄様は」

「そこに転がっている」

　足下で巨体がのびていた。

「そっちは？」

「特になにもございませんでした」

　カリーンが答える。ナリアも訂正しない。

　アルメインは聞き返さなかった。

「じゃあ後始末といこう。二人にはやってもらいたいことがある」

　彼はガルクトの身体にしゃがみ込むと、なにかを取り出していた。
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　朝焼けに穂先が輝く。槍やりを右肩にかけ、兜かぶとの下の両目はまっすぐ前方を向いている。一定の拍子で叩かれる太たい鼓この音は、歩数を合わせて進軍速度を維持するためのものだ。街道を整然と進むフィンメルハウゼン王国軍は、銅版画に彫られた神話の軍隊のようでもあった。

　だがその数は思ったよりも少ない。動員が進まないまま出撃したためだ。強大なグーゼルホーフ軍と戦ったらどうなってしまうのか、兵たちの表情が物語っていた。

　騎乗して先頭を進むのはヴィントレーア。数々の戦いを経験してきた隻眼の将軍。今は全軍を指揮下に収める代王だ。彼女の心中がいかなるものかは、今はうかがい知ることはできない。ただ屈服よりは戦うことを、恥ち辱じよくの勝利よりは栄誉ある敗北を選ぶ人間であった。

「……ん？」

　ヴィントレーアが目を細める。道の前方に誰かがいる。陽の光で反射しているため見えづらいが、中央に立ってこちらを向いていた。

「何者だ……」

　彼女は呟く。「確認に行きます」と言う部下を制止すると、自ら馬を走らせた。

　そこにいたのは弟のアルメインであった。かたわらに馬を止めており、誰かが縛り付けられている。

「やあ、ヴィントレーア姉さん」

　軽く手を上げている。彼女は笑いもしない。

「どうしてここにいる。お前は罪人としてレーナウ城に収監されているはずだ」

「まあそのあたりはいいじゃないか。用があって」

「脱獄し、私と軍を遮るだけの用件なのだろうな。場合によっては、弟であろうとこの場で斬り捨てる」

「俺の話を聞いてから決めてくれ」

　彼はグーゼルホーフ大使暗殺から起こったことを、かいつまんで説明した。もちろん『斑の短剣』のことも。

「グーゼルホーフは進撃してこない」

　アルメインは断言した。

「ナリアとカリーンが使者となって国境に向かっている。大使暗殺は『斑の短剣』が仕組んだことだって伝えにね。同時に姉さんは攻撃しないとも教える」

「グーゼルホーフは我が軍の出撃を知らされているだろう」

「ガルクトがこれを持っていた」

　アルメインは懐ふところから蠟ろう封ふうされた報告書を取り出した。ヴィントレーアはそれがなにを意味しているのか悟った。

「……ふん。報告がないとグーゼルホーフ軍は出撃しないのか」

「ノイエンリック将軍だって馬鹿じゃない。ガルクトと連絡を取り合っていたのは事実なんだ。二人はガルクトが捕まったことを知らせる。それだけでなにがあったか察するだろう」

　察した以上、闇雲に兵を動かしたりはしない。ナリアとカリーンは余計なことを口にしないだろうからノイエンリックの自尊心が傷つくこともない。彼の先走った野心がグーゼルホーフの首都に届くこともないからだ。国境はなにもなかったかのように、日々の平穏を取り戻すだけだ。

　ヴィントレーアはしばらく無言だった。

「……それで、私になにをしろと言いたい」

「このまま引き返してくれれば」

「戦争も起こらないか。だが、グーゼルホーフを叩く千せん載ざい一いち遇ぐうの好機だとは思わんか」

「全面戦争になったら俺たちは勝てない」

「そうでもない。グーゼルホーフの宮中は現在各派は閥ばつが争って統一された国論を取れない状態だ。分裂を誘う好機とも言える」

「それは賭かけだ」

「勝率が高くもある」

　一瞬顔を曇くもらせたアルメインに、ヴィントレーアは馬上から皮肉っぽく言った。

「私がまったく調べもせずに軍を動かしたと思っていたのか？」

「……派閥が争うなんて、まるで俺たちみたいじゃないか」

「そうだな。お前に本当に野心があるなら、私をさっさと殺して指揮権を奪うだろうな」

　この言葉が遠回しな指弾なのか、感想なのかは不明だった。

　彼女はちらりと視線を動かす。

「……あの馬に乗せられているのはガルクトか？」

「ああ」

「あとでゆっくり尋じん問もんでもしよう」

「『斑の短剣』の暗殺者も捕らえてある。そっちにも聞いてくれ」

「我が弟は食えない男となったな」

　ヴィントレーアは軽く片手を上げ、馬首を来た方向に巡らせる。それは帰投の合図であった。





	

















　状況はアルメインの言ったとおりになった。

　ヴィントレーアのフィンメルハウゼン王国軍は引き返し、ノイエンリック将軍のグーゼルホーフ軍も動くことはなかった。レンデンの街はなにごともなかったように商売にいそしむ。いつもの通りであった。

　グーゼルホーフ大使の暗殺は両国から公式に「事故」との発表がなされた。フィンメルハウゼンは暗殺だと非難したグーゼルホーフを咎とがめたりせず、グーゼルホーフもなにも言わない。示し合わせてはいないが、そういうものだ。

　問題はガルクトの処しよ遇ぐうだ。彼とて王族である。尋じん問もんには慎しん重ちようを要する。

「姉さんに立ち会わせてもらうか」

　アルメインはカリーンに言った。

「ガルクトがどうして『斑まだらの短剣』に仕事を依頼したのか、ちゃんと聞きたい。どうもあの動きは変だ。あいつあんなに頭よくないぞ」

「そのことですが、部下から緊急の報告が入りました」

　カリーンは身をかがめて、アルメインの耳元に囁ささやく。軽く息がかかったが、気にならなくなるほどの内容だった。

「……脱走した？」

　メイドはうなずき、アルメインの疑問を肯こう定ていした。




　その日の深夜。

「何な故ぜだ、何故失敗した」

　宮殿の地下貯蔵庫で、ガルクトはうめいていた。屈くつ辱じよくに顔を染め、身体からだはときおり震ふるえている。

　脱獄に成功したのは食事に何故か牢ろう獄ごくの鍵かぎが混入していたためだが、そんなことはどうでもよくなるくらいの怒りと汚お辱じよくであった。

　計画は壮大であった。フィンメルハウゼン王国にノイエンリック将軍率いるグーゼルホーフ軍を引き入れてヴィントレーアを撃破。その勢いで首都に進撃し、帝国の後ろ盾だての下、王位に就つく。大国の力を背景にした完かん璧ぺきな謀はかりごと。

「失敗するはずがないんだ！」

　彼は知らない。後先を考えない欲望から生まれた計画は、散る運命にあることを。見てくれの壮大さに目を奪われ、それに気がつかないことを。仮に成功したところで、グーゼルホーフ帝国の傀かい儡らいにすぎないことを。欲望の果実を眼前にぶら下げられると、人は正常な判断力を失ってしまうことを。

　それでも、失敗したのがアルメインに察知されたからだとは分かっていた。それが余計に恥ち辱じよくと感じられた。どうしてあのような私し生せい児じに、自分が敗北しなければならないのだ。

「そもそも、俺おれにこの計画は確実だと吹き込んだやつがいるではないか。やつは失敗のことまでは言わなかった」

　その人物の言うがままにノイエンリックと連絡を取り合っていたのだ。それに『斑の短剣』への仕事の依頼も。

　ならばそいつに問い、償つぐなわせようではないか。グーゼルホーフに差し出してもいい。場合によってはベールランドへ亡ぼう命めいすることにして、手て土産みやげ代わりの人質にしてもいいのだ。それだけ価値のある人物だった。

　こっそりと地下貯蔵庫を抜け出す。奇跡的に、誰にも見み咎とがめられることなく宮殿の一室にたどり着いた。

　その部屋は広く、明らかに地位のある者が寝起きしているところだった。しつらえてある豪華な寝具は、どれも庶民には手の届かない代物だ。壁にかけられている大きなローディア大陸の地図だけが、異彩を放っていた。

　目当ての人物はまだ起きていた。

「おい、よくもたばかったな！」

　ガルクトは入るなり、威い嚇かくのため大声を出した。

　相手は二人。背の低い方が「なんでしょう」と言わんばかりに首を傾かしげる。

「成功すると言ったではないか。俺を王座に就けると。なのにどうしてこのような目に遭あわねばならん！」

「失敗はつきものですわ。そのような心構えもまた、王には必要なものでしょう」

「アルメインに敗やぶれることだけは耐えられん！」

「そのような失礼な口の利きき方が、足をすくわれる元になると何故気づきませんの」

「なんだと!?」

　ガルクトはそれ以上言葉を発することができなかった。

　彼の背には、深々と短剣が突き刺さっていたのだ。

「お……」

　口から血が溢あふれる。泡となって顔面を汚し、だらだらと首筋から垂れていく。

「ぐ……ほ……」

　大柄な身体がどうと倒れる。豪ごう奢しやな絨じゆう毯たんが緩かん衝しようとなって、音はほとんどしない。彼は抵抗することもできずに、絶命した。

　いつの間にか彼の背後には、メイドのサリューンがいた。

　彼女は古ぼけた湾曲刀キリチをガルクトから引き抜いた。これが古着屋の中年夫婦を殺あやめた武器だと知るものは少ない。

　小柄な人物、メーニカは冷ややかな目で兄の死体を見下ろす。

「お兄様への無礼な口の利きよう。やっぱり粗そ暴ぼうな男には謀は無理でしたのね」

「申し訳ありません。もっと人選を慎重におこなうべきでした」

　サリューンが詫わびた。ガルクトにまず計画を持ちかけたのは彼女だった。

　メーニカは首を振る。

「いいわ。どうせ王座に就けるつもりなんてなかったんだから」

「死体はすぐに片付けます」

「脱獄して宮殿に侵入したけどサリューンに発見されて、抵抗したのち殺害されたってことにしなさいね」

「承知いたしました」

　いずれ殺すつもりだったのだ。こんな粗暴なだけの人間は邪じや魔ま以外の何物でもない。

　グーゼルホーフ軍を引き入れ、王族を片端から殺させる。多くの血が流れ、市民にも大量の犠ぎ牲せい者しやが出るだろうが、別に構わない。そのころはグーゼルホーフ軍も疲ひ弊へいしているだろう。そうしたらベールランド軍を使って撃破すればいい。そのための用意はしていたのだ。

　計画は残念ながら失敗した。それもアルメインの手で。仕方ないことだ。むしろ、さすがは兄ではないか。

　まったく、ガルクトはなんのためにアルメインを捕ほ縛ばくさせたと思っているのだろう。グーゼルホーフ軍を引き込んだのちに発生する混乱から保護するためではないか。戦火において牢ろう獄ごくは安全な居住区になりうる。戦場で死なれては困るのだ。なのに殺害しようとするとは。やはりこんな男は駄だ目めだ。生かしておく価値すらない。

　実の兄を由ゆい緒しよある王国の王座に就ける。そのための努力は惜しまない。いずれはこんな小国ではなく、かつてローディア大陸を制した王朝を再現しよう。いいや、版はん図とはさらに大きく、巨大に。誰だれも見たことのない世界帝国に。

　彼女はよく夢を見る。世界の皇帝となったアルメインが、全人類を従えている夢を。あらゆる人間は皇帝に奉ほう仕しし、帝都は永遠の繁栄を迎える。滅ぶことなくいつまでも続く帝国。

　王冠には冥めい玉ぎよくがはめ込まれ、昏くらく大きく輝いている。その横に控えるのは、皇后である自分。

　血の繋つながった妹？　それがなんだというのだ。兄アルメインに相応ふさわしい人間は、自分以外にあり得ない。

「素晴らしい未来ね」

　メーニカはうっとりとした。

「大好きなお兄様こそが、世界に一つだけの玉座に相応しいのよ。あとは全員死んでもらうんだから」

　彼女はゆっくりと、壁の地図を撫なで回まわした。





冥めい玉ぎよくのアルメインⅠ　了　










　あとがき




　ファンタジーといえば宮殿。宮殿といえば王族。王族といえば王子様。そして王子様といえば、なんと策略が本作品の特徴です。小さいときにあれなことをされてしまったため、主人公は多大なるトラウマを抱えています。彼はこれを克こく服ふくすべく、忠実なメイドたちを手足として王への階段を一直線。もちろん周囲の人間はそうはさせじと様々な手を駆く使しして妨ぼう害がいしようとします。

　この「冥めい玉ぎよくのアルメイン」は、以上のような策略と駆け引きが根底にあります。登場人物はことごとくクセがあり、ときおり妙な言動をします。それでも信念を元に行動し、頂点を目指して戦い続けるでしょう。読者の皆さんは誰だれかに肩入れする、あるいは動物を見るように一歩引いた視点で眺め続けてていただきたいと思います。登場人物には栄光か破は滅めつが待っており、その過程で様々な物語が紡つむがれるはずです。作者の私はそれらを精一杯提供し続けます。

　ページ数の都合上、あとがきにあまり割さけませんが、どうぞごゆっくり堪たん能のうしてくださいませ。


二〇一三年　六月
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